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データベース構築促進及び技術開発 に関する報告書

先端産業分野における専門用語の

電子辞書データベース化の調査研究

財 団法 人
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「1

本事業は、日本自転車振興会から競輪収益の一部である機械工業振興資金の1:
1補助を受けて作成したものである。`
``
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序

デー タベ ースは、わが国 の情報化 の進展 上、重要 な役 割 を果たす もの期待 され ている。

今後 、デー タベ ースの普及 に より、わが国 にお いて健全 な高度情 報化 社会 の形成 が期待 さ

れ る。 さらに海外 に対 して提供 可能なデー タベースの整備 は、 国際的 な情報化へ の貢献 お

よび自由な情報流 通 の確 保 の観点 か らも必 要である。 しか しなが ら、現在 わが国 で流通 し

ているデー タベース の中でわが国独 自の ものは1/3に す ぎないのが現状 であ り、 わが国

データベ ースサー ビス ひいてはバ ラ ンスある情報産業 の健全 な発展 を図 るため には、わが

国独 自のデー タベ ース の構築 お よびデー タベース関連技術 の研 究 開発 を強力 に促 進 し、 デ

ー タベース の拡充 を図 る必 要が ある。

この ような要請 に応 え るため、(財)デ ータベ ース振興 セ ンターで は 日本 自転 車振興会

か ら機械工業振 興資金 の交付 を受 けて、デ ータベースの構築 お よび技術 開発 について民 間

企業、 団体等 に対 して委託 事業 を実施 している。委 託事業 の内容 は、社 会 的、経 済的、国

際的 に重要 で、 また地域 お よび産業 の発展 の促進 に寄与 する と考 え られ ているデー タベ ー

ス の構 築 とデー タベ ース作 成 の効率化、流通 の促進、利 用 の円滑化 ・容易化 などに関係 し

たソフ トウエ ア技術 ・ハ ー ドウエ ア技術 である。

本事業 の推 進 に当 って、当財 団 に学識経験 者 の方々で構成 され るデー タベース構 築 ・技

術 開発促 進委 員会(委 員 長 山梨学院大学教授 蓼 沼良一氏)を 設 置 してい る。

この 「先端産 業分野 にお ける専 門用 語の電子辞書 デー タベース化 の調査研 究」 は平成4

年度 のデー ターベ ースの構 築促進 はお よび技術 開発促進事業 として、当財 団が科学技術 情

報研 究所株 式会社 に対 して委託実施 した課題 の一 つである。 この成 果が、 デー タベースに

興味 をお持 ちの方々 や諸分 野 の皆様 方 のお役 に立 てれば幸 いである。

なお、平成4年 度 デー タベースの構 築促進 お よび技術 開発促 進事業 で実施 した課題 は次

表 の とお りで ある。

平成5年3月

財 団法人 デー タベ ース振興 セ ンター



平成4年 度 デー タベース構 築 ・技術 開発促 進委託課題 一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1変 異タンパク質配列データベースの構築 日本電子計算(株)

2新 聞縮刷版見 出しデータベースの構築 (株)朝 日新聞社

3フ ァ ジ ィ に関 す る文献 デ ー タベ ース の構 築 (財)日 本情報処理開発協会

4医 療用医薬品抗生物質データベースの構築 (株)小 田島

5交 通事故調査データベースの構築 (財)日 本自動車研究所

社 会
6楽 器データベースの構築 (株)ダ イ ン メ デ ィア サ ー ビス

7人 体計測データベースの構築 (社)人 間生活工学研究センター

8大 学におけるデータベース利用教育システムのプ ト 口外アソシエーツ(株)

タイプ作成

9先 進複合材料データベースの構築 (財)次 世代金属 ・複合材料研究開発協会

10博 物館所蔵地図資料所在情報データベースの構築調査 (財)地 図情報センター

11地 域流通最適化データベースのプロトタイプ作成 (社)日 本 ボ ラ ン タ リー ・チ ェ ー ン協 会

12異 分 野研 究 の た め の知 的 オ リエ ンテ ー シ ョ ン ・デ ー タ (株)け いはんな

中小企業振興 ベースシステムのプロ トタイプ作成

地域活性化
13在 宅勤務者サポー ト・データベースの構築調査 (株)志 木 サ テ ライ トオ フ ィ ス ・ビジ ネ ス

セ ン ター

14銅 基複合材料 日本特許英文データベースの構築 神鋼 リサーチ(株)

15技 術協力供与機材データベースのプロ トタイプ作成 (財)日 本国際協力システム

16先 端産業分野 における専門用語の電子辞書データペー 科学技術情報研究所(株)

海 外 ス化の調査研究

17マ ー ケ テ ィ ング コー ドの英 文 デ ー タベ ー ス の構 築 (株)帝 国データバ ンク

18安 全研究における多重シソーラス ・システム構築の (株)紀 伊國屋書店

ための基本安全用語データベースの開発

193次 元マッピングデータベースの技術開発 (株)日 本総合技術研究所

20デ ータベース検索サポー トシステムの調査研究 セン トラル開発(株)情 報図書館

RUKIT

21グ ル ー プ ウ ェ ア にお け る デ ー タベ ー ス シ ス テ ム に関 (株)イ フ ・ア ドバ タイ ジ ン グ

技 術
する調査研究

22パ ー ソナ ル コ ン ピ ュータ とLANの 利 用 に よ る非 定 形 (株)メ イ テ ック

デ ー タベ ー ス の プ ロ トタ イ プ作 成

23知 的資源型データベースの調査研究 (株)ジ ャパ ン コ ミ ュニ ケー シ ョンズ イ ン

ス テ ィテ ユ ー ト
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1.は じ め に

機械 翻訳 システ ム は、今 や実用 化 の段 階 に入 り、多 方面 で の利用 が進 みつつ あ る。

当初 、大 型計 算機 で のみ可能 であ った、翻訳 ソ フ トウエア も、 ワー クス テー シ ョンや

パ ソ コンの驚 異 的 な性 能 の向上 に伴 って、現 今 では、 む しろ こう した小 型機種 向 きの

シス テ ム開発 が活発化 していお り、先端 的翻 訳手法 に よる システ ムが、 これ ら小型機

上 で稼働 す る ようにな って いる。一般 にいわれ る 「ダ ウンサ イジ ン グ」 の傾 向 をここ

に もみ るこ とが で きるわけで ある。 こう して、機械 翻訳 シス テ ムは、わ れわ れ に とっ

て ます ます 身近 な ものにな りつつ あ り、幅広 い適用 が期待 され るに至 ってい る。

(1)機 械 翻訳 シス テム とダ ウンサイジ ング

ところで、 こ う した身近 な存在 と しての機械 翻訳 システ ム を考 え る とき、大 きな問

題 と して、翻訳 用辞書 の更新 管理 の方法 が あ げ られ る。大 型機 に よる初期 的 な翻 訳 シ

ス テ ム とい うの は、要 す るに比 較 的少 数 の、大量 の翻訳 需要 をか かえ る特定 の企 業 ・

機 関 において、専任 の担 当者 を配置 して、組 織 的 な運用 を行 うこ とが前提 にな ってい

る と考 え られ る。 この ような場合 、 翻訳用 の辞書 フ ァイル を、そ れぞ れのユ ーザ ーで

実 際 に翻訳 の対 象 にな る文書 ・文献 に適合 す る ように拡 充 し、更新 してゆ くこ とも、

こ う した翻訳 システ ム専任 担 当者 の手 に よって、適切 にお こなわれ る と期待 され る。

また、 これ らのユ ーザ ー では、大量 の翻訳 を処理 させ る とい うこ とか ら、 シス テム を

ユ ーザ ーの翻訳対象 資料 に同調 させ た状態 、 す なわち 「使 い込 んだ」状 態 に もってゆ

くの に要 す る期 間 も、相対 的 に短 くなる はず で ある。
一方

、 ダ ウンサ イズ化 され た翻訳 システ ムの場 合 は、上記 の ような特定 の機 関 で は

な く、 ご く普通 の企 業 、機 関、 また大学 の研 究室、 さ らに は個 人 とい った、 それほ ど

大量 の翻訳 需要 を持 た ないユ ーザ ー に も、手軽 に使 え、 かつ それな りに目 に見 え る効

果 を発揮 す る よ うな ものでな ければ な らない。 この点 か らす れば、翻訳 シス テム に対

す る機 能 ・性 能的要件 は、従 来 の大型機用 の システ ム よ りも、 む しろ上 述 の ような小

型機 向 きのシス テムの方 が きび しい とい う見 方が可 能 であ る。 そ して、 そ こにおけ る.

主 要 な課 題 の ひ とつが、先 に指摘 した翻訳用 辞書 の拡充 、更新 、同調 の問題 であ ろ

う。 す なわち、専 任 者が いな くて も、 また、 それほ ど大量 の翻訳処 理 を経験 しな いで

も、各 々 のユ ーザ ー の実際 的 な翻 訳対象 資料 に適合 した辞書 が維 持管 理 され る とい う

状 況 が、実現 されな ければ な らな いわ けであ る。

翻訳 の品質 ・精度 の向上 には、何 は ともあ れ、処 理 の対 象 とな る資料 の具体 的性格

に見合 った、辞書 の整備 、更新 が基礎 的 な要素 になる こ とは論 を また ない。 そ こで、

こ う した更新 管理 が 、ユーザ ーの手 をわず らわせ る こ とな く、い わ ば 自動 的 に実現 さ

れ る ような システ ムが望 まれ る ところであ る。 この ような機 能 は、 翻訳 シス テム にお

け る解析 ・学習機 能 を高度化 させ る こ とに よって、将 来的 に実現 され うる とい うこ と

も、 もちろん考 え られな いわ けで はない。 しか し、大量 の時 事用語 、先 端 的専 門用 語
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が 日々新 たに発 生す る とい う現今 の状況 に照 らせ ば、翻訳辞 書 の拡 充 ・整備 上 の大 き

な問題 は、 こ う した新 出用 語へ の対処 とい う点 に尽 きる とい って もよいで あ ろ う。 こ

う した新 出用 語へ の対 応 は、翻 訳 ア ルゴ リズ ムの高度化 な ど とは また別 の範 ち ゅうの

問題 、 す なわち新 出用 語 を速 やか に発見 ・検 出 して、 そ の訳 語 を与 えてゆ くとい う、

いわ ば運用 システ ムの問題 であ る と思 われ る。

(2)英 和 翻訳辞書 デ ー タベ ース の検討 一 一平 成3年 度 調査研 究

本 調査研 究 、 「先 端 産業分 野 における専 門用 語 の辞 書 デ ー タベ ース化 の調査 研 究」

は、上 述 の よ うな観 点 に立 って、平成3年 度 お よび4年 度 の2年 間 にわ た って調査 研

究 を進 め て きた。 す なわ ち、 辞書 の主体 的な維 持管 理者 として、ユ ーザ ーで はな く、

む しろ翻 訳 シス テム の開発 ・供 給 者 を想 定 し、そ れ らにおけ る効率 的な先 端専 門用 語

の検 出 と、翻訳用 辞 書 デ ー タベ ース の経常 的更新 を支 援 す るシス テムのあ りよ うを中

心課 題 として検 討 を行 って きた。 つ ま り、ユ ーザ ーは こ う して常時 更新 され て ゆ く辞

書 の、経常 的 な配布 を受 け る こ とに よって、常 に最新 の環境 におい て、翻 訳 シス テ ム

を使 ってゆ くこ とが で きる とい う図式 を追求す る もの とした。

平成3年 度 にお いて は、 英→和 の翻訳 を主題 として、先 端専 門用 語 のため の英 日翻

訳 辞書 の更新 ・維持 管 理 の方 法 につ いて検討 した。 先端産 業分 野 の専 門 的科 学技術 文

献 にお いて、専 門的 な用 語 が、 どの ように、 また どの程度用 い られ てい るか を、文 献

を収 集 して実 証 的 に調査 ・検 討 して、電子化 専 門用 語辞書 の作成 ・維持管 理 のため の

基礎 的 なデー タ を提 供 す る こ とを主 眼 とした。 具体 的 には、英文 の文献 を収 集 して、

用 語 の使用 頻度 を分析 し、 また これ ら用語 を既存 の電子化 英和辞書 数種 と突 き合 わせ

て、分野 別 の和 訳語 を分析 した。最 近 の専 門用 語で は、 一般 的単語 を連 ね て特 定 の専

門的事項 を表 わす、複 合 語 の比重 が増 している こ とに鑑 み、 この種 の複合専 門句 の抽

出方 式 につ いて も実験 に基づ い た検 討 を行 った。 つ ぎに、専 門用 語 の分析 では、専 門

分 野 別 で状 況 が大幅 に異 な る こ とが予想 され る。 この点 につ いて、材料 、 エ レク トロ

ニクス、情 報 の3分 野 につ いて、各 々の専 門家 による専 門語 彙 の検 討 を行 った。

(3)和 英 ・英和 両用 辞書 デ ー タベ ース による辞書 更新 システ ム化 の研 究

一 一平成4年 度 調査 研 究

上記 の結 果 を踏 まえ て、平 成4年 度 におい ては、和 → 英 の機械 翻訳用 辞書 のあ りよ

うを主 題 の ひ とつ と して検 討 した。 ここで、 昨年度 の調査研 究 の結 果得 られ た重 要 な

知見 として、 翻訳用 専 門用 語辞書 における 「英→和 」 と 「和 → 英」 の統 合 的 な更新 ・

維持 管理 とい う構想 が ある。機械 翻訳 システ ムは、 其 日、 日英 ともにすで に出 回 りつ

つあ る。つ ま り、辞 書 の需 要 と して は、英和 、和 英 の双方 ともにす で に高 まってい

る。 この こ とは、情 報流 通 の国際化 が ます ます進展 してゆ くこ との反 映で もあろ う。

従 って、海外 の英語 文 献 に発 見 され る新 出英語 をいち早 く英和辞書 に登 録す る こ と同

時 に、 わが 国 の和 文 文献 か ら発 見 され る 日本語新 出用 語 に、適切 な英訳 を与 えて、 日
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本情 報 の海外 発信 を よ り迅 速 、円滑 に してゆ くこ とも、機械 翻訳 システ ムに期待 され

る重 大 な機 能 にな ってい る。情 報交 流 の濃密化 に伴 って、 この よ うな新訳 語 は急 速 に

普及 し、英→和 として得 られ た新 語 は、早 晩、和 → 英 の方 向 に還流 して出現 す る し、

また反対 の方 向、 つ ま り、 日本 語起 源 の英訳 語 のわが国へ の還流 とい う事例 も、当然

なが ら多 発す る。

つ ま り、 ここで は、 「英→和」 あ るいは 「和 →英」 とい う一方 向 の翻訳 に着 目 した

辞書 の更新 管理 は、非常 な不効 率 を招来 す るであろ う。従 って、先 端用 語辞書 に関 し

て は、英和 、和英 の双方 向 か らの利 用 を当初 か ら折 り込 んだ統合 的 な辞書 管理 の方式

が必 要で ある。い わば、 英和 、和 英 の画 引 き辞書 、兼用辞書 とい うこ とと念頭 におい

た検 討 が必要 であ り、 また可 能 であ りかつ また有効 で ある とい うのが、昨年度 の 「英

→和 」 主体 の調査 の中で判 明 して きた。

この知見 に即 して、平成4年 度 の調査研 究 におい ては、和 英 両引 きの機 械 翻訳用専

門用 語辞書 の更新 システ ム を中心課 題 に設定 して、調査研 究 を進 め た。す な わち、画

引 き辞 書 を設 計 し、既存 の電 子化辞 書 数種 を併合 しつ つ、 こ う した画引 き辞 書 を実 際

に生成 し、 これに英和 、和 英 双方 向 か らの高速検索 機能 を付 加 した。つ ぎに、 この両

引 き辞 書 の諸 特性 につ いて、統計 的 な分析 を行 った。 す なわち、英 語 につい ては、句

を構 成 する単語数 と適用 専 門分野 の関係 、 日本 語 につ い ては、漢字 だけか らな る語、

カ タカナ語等 々、字種 の構成 を、そ の適用分 野別 の変位 をみ た。 また、 い わゆ る訳 し

分 け の状況 に関 して、昨年度 の英 語 の和 訳 の際の分 野別 の訳 し分 け と対照 させ て、新

た に、 日本 語 の英訳 の際 の訳 し分 け の状況 を統 計 した。 さらに、 日本語 の用 語 か らス

ター トして、 その英 訳語 を得 、つ ぎにその和訳 語 を得 る とい う とい うような、連 鎖 的

な翻訳 を した ときに、 どの ような結 果が え られ るか を検 討 して、潜在 的 な類義 語 の群

が どの よ うに形成 されてい るか を調査 した。

つ ぎに、 日本 語 の電子化 文 献 を収 集 し、 これ をテス ト ・デ ー タ と して、上 記 の両 引

き辞書 と突 き合 わせ なが ら、新 出 の 日本語専 門用語 の検 出の シス テ ム化 に関 して検 討

し、 同時 に、 日本 語 の頻度 統計 を行 った。 この際 、 日本語処 理 に固有 の問題 である分

か ち書 きにつ いて も検討 し、辞 書登 録語 との完全 一致 と部分 一致 の双 方 を試 みてい

る。 な お、本 調査研 究 で は、 専 門分 野分類 の設定 が重要 な点 で ある こ とに鑑 み、学協

会へ の ア ンケ ー ト調査等 を実 施 して、 適正 な分野分 類 を設定 し、 これ を両 引 き辞書 の

編成 や分野別分析 な どに用 い た。 さ らに、辞書 更新 の シス テ ム化 につ いて、英 文 と和

文 の双方 か ら、 出現 頻度統計 と連鎖 的検 索 の手法 を用 い て新 出語 を析 出す る方 式 と、

機械 翻訳 シス テム 自体 を応用 して ゆ く方式 につい て検討 した。 また、上記 の各分 析 を

総合 的 に見渡 した ところで、専 門用 語 におけ る和 英翻訳 、英和 翻訳 の特 質 と問題点 に

つ い て検 討 してい る。

機械 翻訳 の実用化 、普及 にあ たって は、新 語、特 に新 出専 門用 語 の発 見 とそ の辞書

登録 が 、結 局 にお いて決定 的役 割 を担 うもの と思 われ る。本 調査研 究 が、 この ような

専 門用 語辞 書 のデ ー タベ ース化 、 そ の更新整備 のシス テ ム化 に対 して、基礎 的 デー タ

と設計 上 の指針 を与 え る もの となれ ば幸 いで ある。
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2.本 調査研 究 の概 要

2.1調 査研 究 の目的

機 械翻 訳 シス テ ムの実用 的 な翻訳精度 ・性 能 は、 翻訳手法 の高度化 とい う要 因 もさ

りなが ら、む しろ専 門用 語辞書 の充実 の度合 に依存 す る ところが非常 に大 きい とい う

こ とが、機械 翻 訳 シス テ ムの実用事 例 の積 み重 ねの 中で、改 めて確 認 されつ つ ある よ

うで ある。従 って、 電子化 された専 門用語辞 書 をデ ー タベ ース的観 点 に基づ いて、効

果 的、効率 的 に作 成 し、 また これ を常時 更新 してゆ く必 要が あ る。 この場合 、 こう し

た専 門辞書 の拡 充 ・維 持 管理 を、 これ までの システ ムの ように、個 別 ユ ーザ ーの問題

であ る と して放 置 して しま うので はな く、翻 訳 シス テ ムの供 給者 たおけ る経常 的ユ ー

ザ ー ・サ ー ビスの一貫 と して とらえた上 で、そ のた めの辞書 デー タベ ース の整備 手法

を検 討す るのが有 効 で あ る。

本 調査研 究 で は、先 端 産業各分 野 におけ る専 門用 語 の発 生 ・使用 状況 を実 態 的 に調

査 ・分析 す る こ とに よ り、専 門用語辞書 のため のデ ー タベース構築 ・運用 に関す る基

礎 デー タを提 供 し、 同時 に、 この ような辞書管 理 の システ ム化 にお ける有効 な方法、

体 制 につ いて提言 す る こ とを目的 とす る。

平成3年 度 には、英 日機械 翻訳用 の辞 書 デー タベ ー スの整備 を研 究主題 と して、 エ

レク トロニ クス、情 報、材料 の3専 門分 野 を中心 とす る、250学 協 会 の5,700の 英 文論

文 か ら400万 語 を抽 出 して、用 語 の出現頻度 、共 出現 頻度、頻度 の時系 列変化 等 につ

いて調査 分析 を行 い、 電子化専 門辞書整備 の方法 を検討 した。

平 成4年 度 におい て は、 昨年度 の英文専 門用 語 に関す る分析 を さ ら進 め るほか、新

た に 日英機械 翻訳 の ため の辞書 の整備 に関 して調査研 究 を行 い、 この両者 を総合 し

て、 某 日 ・日英双 方 向 の機 械 翻訳 に適用 で きる 「和 英 両引 きの専 門用 語辞書 デー タベ

ース」 の構 築 ・更新 の シス テ ム化 につ いて、調査研 究 を実施 した。

機械 翻訳 シス テム のた めの専 門用語辞書 の更新 ・維持 管理 にお いては、 日々新 た に

大量 に発 生 す る先 端 的専 門用語 を検 出 し、 それ らを翻訳用辞書 へ 反映 させ てゆ くこ と

が、 翻訳 シス テ ムの実 用性 能 の決 め手 ともい える こ とは、上 述 の とお りで あ る。平成

3年 度 の調査研 究結 果 と して、 こう した先端 的専 門用語 に関す る辞 書 の整備 にあた っ

ては、英語文 献 をソー ス とす る 「英 →和」翻訳 用 の辞書 の整備 と、 日本 語文 献 を も と

にす る 「和 → 英」 翻訳 の辞書 整備 とは、 これ らを別個 の もの として扱 うので は な く、

英和 と和 英 を統合化 して考 えるのが有効で ある との結 論 を得 た。確 かに、 国際 的情報

流 通 の進展 が 著 しい現今 の環境下 にお いて、先 端的専 門用語 につ い ては、 こ とさら翻

訳 需 要が高 く、 しか もこれ は 「英語→ 日本語」 翻訳 と 「日本 語→英 語」翻 訳 の要求 が

同時 に発 生 す るはず で あ る。

本調査研 究 で は、 この ような問題 認識 に基 づ いて、英文 と和 文 の専 門用 語 に関す る

実態調査 を行 い、 そ れ らを比 較検 討 しなが ら分析 して、英 日 と日英 の専 門用 語辞 書 デ
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一 夕ベ ース の効 率 的な整備 ・更新 の方法 を明 らか にす る。す なわち、原 文献 か ら専 門

用 語 を能率 的 に検 出 ・検 定 す るた めの手 法 と、英 日 ・日英辞 書 の相 互変 換 の可能性 に

関す る研 究 を実施 す る。 これ に基 いて、 この種 の辞書 システ ム に関 わ る基礎 的デー タ

と有効 な管理 手法 や重要 な知 見 を提 供 す る こ とに よ り、機 械 翻訳 シス テ ムの精度 の向

上 や 自然語処 理 に関 わ る各種 シス テ ムの開発 等 に幅広 く貢献 す る もの とす る。

2.2調 査研 究 の方法

本 調査研 究 は、先端 的 な専 門用 語 を迅速 ・適確 に見 つけだ して、機 械 翻訳 用辞書 に

それ を経 常 的 に反映 させ てゆ く方法 につい て検 討す る もので あ る。 ここで は、和 文 と

英 文 の電子化 文献 と、電子化 用 語辞 書 を応用 して、専 門用 語 の使 用 実態 を統 計 的 に明

らか に しなが ら、検討 を進 めた。

本調査研 究 の実 施主体 であ る科 学技術 情報研 究所(」-TIES)は 、 これ まで欧米 の機

関 ・企 業 と提 携 した調査業務 を多数 実施 してお り、先 端的産 業 ・技 術 の動 向全般 にわ

たっ て基礎 的 な資料 、知識 を集積 して いる。本 調査研 究 にお いて は、 こ う した蓄積 を

元 に し、 さ らに関係 諸方面 か ら必 要 な資料 を収集 し、 これ に対 して分析 を加 えて いっ

た。 一方 、 こ う した過程全体 にわ た って指導 を仰 ぎ、 また分 析結 果 の評価 を担当頂 く

べ く、専 門家 に よ り構成 され た 「評価 委員会 」 を組織 した。 す なわち、委 員会 におけ

る調査 研 究全体 の方針 策定、評価分 析 と、J-TIESに おける調査作 業 の実施 とい う分担

関係 に よ り、調査 研究 を推進 した。

本調査 の具体 的手順 は概略次 の とお りである。

(1)昨 年 度調査研 究結 果 の レ ビュー と本 年度調査計 画 の策定 一一 先 端 的専 門

用語辞 書 の更新管理 において は、 英和 ・和 英 の統合 的処 理 が有効 であ る こ とを確 認

し、 この認 識 に基 づ いて本 年度 の調査研 究計 画 を策定 した。

(2)専 門分 野分 類 の検 討 と設 定 一一 両引 き辞 書 にお け る用 語 の適用分 野分類

の設定 にあ た って、学協 会宛 の ア ンケ ー ト調査 を実施 し、 これ らを踏 まえて、 自然科

学分 野 を対 象 に22の 専 門分野分 類 を設定 した。

(3)電 子化 両引 き辞 書 の設計 と作 成 お よび検索 システ ムの 開発 一一 既存 の某

日対 訳 電子化 専 門用 語辞書4種 類 について、訳 語 を整理統 合 して、和 英 ・英和双方 か

ら検 索 で きる辞書 を設計、作成 した。 また、 これ を高速 に検 索 で きるシステ ム を開発

付 加 した。

(4)両 引 き辞書 の統計 的特性 の分析 一 一 作成 された両 引 き辞 書 につ いて、英

語用語 の単 語数 、 日本 語用語 の字種 構 成 と適用分 野 の関係 を統計 し、分 野別 の専 門用

語 の全 般 的傾 向の把握 を行 った。
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(5)両 引 き辞書 における訳 し分 け状況 の 日英比 較分 析 一一 英和 、和 英 の双 方

につ い て、 主 と して専 門分野 別 の訳 し分 けが行 われ るが、 こ う した訳 し分 け の現状 に

つ いて統計 的 に分析 し、 また特異 事例 を検 出、検 討 した。

(6)訳 語 のつ なが りか らみ た類 義語群 の形 成状況 の分 析 一一 英和検索 に よっ

て得 られ る和 訳語(群)を 、和 英検 索 に投入 して英訳 語(群)を 得 る とい う過程 を連

鎖 させ る こ とに よ り、類 義語 ク ラス ターの析 出 を試 み た。 こ こで の知見 は、辞 書更新

シス テ ムや機械 翻訳 シス テ ムを設計 す る上 で重要 であ る。

(7)調 査対 象文 献 の収集 と電子 化 一一 わが 国 の代 表 的 な学協 会諸等 の論文 要

旨(和 文 ・英 文)と 通信 社 に よる配信 記事(和 文 ・英 文)の 相 当量 を収集、 電子化

フ ァイ ル と し、画 引 き辞 書 との突 き合 わせ 、出現頻度 統計 等 の実験対 象 デー タに用 い

た。

(8)日 本 語分 か ち書 き手 法 の調査 と分 かち書 きシステ ムの開発 一一 和 文文 献

か ら専 門用語 を抽 出 す るため には、 まず和文 の分 かち書 き処理 が必 要で ある。 この と

き、用 語辞書 を用 い ず に、字 種構成 か ら判別 して高速 でな お一定 の精度 が得 られる手

法 につ いて調査 の上、分 かち書 きの システム を開発 して、本 調査研 究 に用 い た。

(9)日 本 語文献 おけ る専 門用語検 出シス テムの検 討 一一 和 文 の文献 か ら専 門

的用 語 を抜 き出 し、 これ を辞書 と突 き合 わせ なが ら、新 出 ・未登 録 の専 門語 で ある と

確 認 の上、辞 書登 録 を行 う とい う一連 の過程 につ いて検 討 した。

(10)日 本 語専 門用 語 の出現頻度統計 とそ の分 析 一一和 文 の上 記調査対 象文 献

につ い て、 日本語 の専 門用語 の 出現 頻度 の統計 調査 を行 った。 この際 、分 かち書 きの

問題 が あるの で、辞 書登 録用 語 との全体 ・完全 一致 の ほか、部分 的 な一致 につ いて も

検索 して統計 し、 そ の結 果 を検 討 した。

(11)出 現頻度 と連 鎖検 索 に よる 日英両用 辞書 の更新 方式 の検 討 一一 上記 の

ような本 年度 の調査 分析 を、昨年度 の調査研 究結果 と総合 して、 日英 両用 の専 門用 語

辞書 の更新 ・維持管 理 の方 式 につ いて検 討 した。

(12)専 門語 の検 出 と辞 書更新 に対 す る機械 翻訳 シス テ ムの連動 性 の検 討 一一

本 調査研 究 では、機械 翻訳 システ ムの運用 とは一応独 立 の工程 と して、専 門用語 辞

書 整備 の方法 を検討 して きた。 そ こで、辞書 更新 シス テ ムにお ける更新 結 果 を、機 械

翻訳 システ ムの辞書 に反映 させ てゆ く際 の問題 を中心 に、 両 シス テ ムの連動 性 に検 討

を加 えた。

(13)専 門用 語 における和訳 語、英訳語 の特質 と問題 点 の総合 的検 討 一一 上

記 の よ うな調査分析 を踏 まえつ つ、 わが 国 と海外 にお け る先 端 的 な専 門用語発 生 の メ

カ ニズ ム、 またそ の国際 間で の流 通過程 な ど、現状 におけ る基 本 的な枠 組 み に さか の

ぼ って、翻 訳 シス テ ムのあ り方 との関係 を検 討 した。
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2.3調 査研 究結 果 の概 要

(1)日 英両用電子化辞書 の作成 とその諸特性

既 存 の電子化英和対 訳専 門用 語辞書3種 と、昨年度 の調査研 究 の過程 で得 られ た新

出専 門語 を収録 した独 自の辞 書 の4者 につ い て、訳 語 や適用分 野 区分 等 を整 理 しつ つ

統合 して、和 →英 、英→和 の検索 が 可能 な画 引 き辞書 フ ァイ ル を開発 した。 この辞 書

は、訳 し分 け の関係 を分 解 して、 「1英 文用 語:1和 文用語」 とい う対 応 関係 を もつ

もの とし、全体 で約27万 エ ン トリーか らなる。異 な り語数 で は、英 語21万5千 語 、 日

本語21万2千 語 になる。

全体 的にみ る と、 日本語 の方 が英語 よ りも1.4%ほ ど語 彙が小 さい とい うこ とで あ

るが、 ここで は、 日英 ほぼ同数 で あ るこ とが注 目 され よ う。 英→和 におけ る訳 し分 け

と、和→英 における訳 し分 け が、全 体 として はほぼ同数 とい う結 果 であるか ら、 この

点 に関するか ぎ り、 日英翻訳 と某 日翻 訳 の難易度 は同等 とい うこ とで もあ る。

つ ぎに、英文用語 につ いて は、用 語 を構 成 す る単語 数、和 文用 語 について は、そ の

字種 構成(漢 字 ・ひ らが な ・カ タカナ な ど)と 、適用分 野 の関係 につ いて統 計 して分

析 した。 これ は、 た とえば漢 語 の専 門語 の多 い分 野 と、 カ タカナ語 の多用 され る分 野

とい った比 較検討 で あ り、分 野別専 門用 語辞書 の整備 方針 に関 して、有用 な知見 が含

まれ る。

(2)和 訳語 ・英訳語における専 門分野別訳 し分 けの状況調査

昨年度 の調査研究 で は、 ひ とつ の英 文専 門用 語対 して、複 数 の和 訳語 が当 て られ る

とい う、訳 し分 けの状況 を2種 の既存 電子化辞書 につ いて調査 した。 この場 合 、訳 し

分 け が専 門分 野別 になって いるの であれ ば、 翻訳処理 上 の問題 はか な り軽 減 され る。

す なわち、翻訳対象 文献 の分 野 区分 を予 め指定 してやれ ば よいか らであ る。 しか し、

調査 の結 果 をみる と、訳 し分 けが分 野 毎 に特定 される とはい えない例 も相 当 あ った。

そ こで、本 年度 で は、4種 の辞 書 を統合 した和 英両 引 き辞 書 を用 い るこ とに よ り、

対象 範 囲 を拡大 す る と同時 に、 日本 語 か らみ た英訳 語 の訳 し分 け とい う方向 につ い て

も調査 を行 い、英→和 と和→ 英 の比 較 を行 った。 その結果 、 た とえば土木 や電気 電子

分 野 では、英→和 に比べ て和 → 英 の際 の訳 し分 けが多 い(日 本語 語彙 が小 さい)の に

対 して、応 用物理 で は逆 に英語 語彙 の方が小 さい とい った、分野 別 の状 況が読 み とれ

る。専 門分 野別 に機械 翻訳辞 書 を編集 ・整備 す るにあ た っては、 この よ うな分 野別 の

特性 を見極 めた上 で、必 要 な調 整 を行 う必 要が ある。
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(3)訳 語検 索 の連 鎖 に よる類義 語 クラス ターの析 出 と辞書 の シソー ラス化

今 回 の調査研 究 にお いて開発 した英和 ・和 英 両引 き専 門用 語辞書 の機 能 を応用 し

て、英 →和→ 英→和 → … とい う訳 語 の連鎖 的 な検索 を行 って、翻訳 語 を媒介 と し

た類義 語 ク ラス ターの析 出 を試 み た。 この際 、た とえば 「亜 鉛」 を和英 で引 い て

「ZINC」 を得 、つ ぎに 「ZINC」 を英和 で引 いて 「亜鉛 」 だ けが得 られ る とい う 「単

純往 復 」 が発 見 され る のであ れば、翻訳 に とって は、 これが最 も好 ま しい状況 で ある

とい える。 しか し、現 実 には、 この ような1:1の 往復 関係 はそれ ほ ど多 くない と思

わ れ る。 む しろ、 同義 語 や類 義 語 そ して訳 し分 けな ど結 合 関係 を介 して、多 数 の用 語

が か らみ合 った状 況 も多 い ので はなか ろ うか。 こ う した仮 説 に基 づ い て、 い くつかの

和 英 の用 語 を起点 と して、そ の関連用 語 をいわ ば手繰 りよせ て ゆ くとい う操作 に よ

り、 日英 の専 門用 語 が どの ような結合 関係 を形 成 して いる のか につ い て、 そ の概 略 的

感触 を得 る もの とした。翻 訳辞書 の整備 にあた って は、単純 な対 訳辞書 的構成 では、

翻訳 精度 に もお よそ限界 が あ る と考 え られ、 ここにのべ た ような分 析 を通 じて、用 語

間 ・訳語 間 の関連 性 を内臓 す る、 ま さし くデー タベ ー ス的 なア プ ロー チが必 要 であ ろ

う。 これ は、従 来 か らシソー ラス と称 されて きた もの に近 いので、翻 訳辞書 のシソ ー

ラス化 とい うこ ともで きるが 、利 用 目的 を異 に してお り、従 って、構成 や編 成 の手 法

に関 して新 たな研 究 を要 す る もので あろ う。

(4)和 文専門用語の抽 出方式

和 文 の文献 にお け る専 門的用 語 の出現状況 を調査 す る につ いては、 まず、単位 語 の

抽 出が必 要 であ る。 す な わち分 かち書 きの工程 であ る。現 今 、分 か ち書 きの処理 は、

予 め用意 された辞 書 との突 き合 わせ 処理 を含 む方式 が有力 で ある。 しか し、辞書 の構

築方 法 自体 を検 討対 象 とす る本 調査研 究 の よ うな場合 に は、辞書検 索 を内蔵 する分 か

ち書 き処 理 は有 効 で はな い。従 って、 こ こで は、辞 書 を用 い ない分 か ち書 きの手法 に

つ い て調査 ・検 討 し、 国立 国語研 究所 で開発 された方法 を参考 に して、字種 の変 わ り

目に注 目 した文章分 割 の方法 を設計 し、その処理 プ ログラ ムを開発 した。 端 的 には、

た とえば漢字 の連鎖 、 カ タカナの連 鎖 な どを語 として認定 してゆ く方法 で あ り、 これ

によ り抽出 され た文 字列 を辞 書 と突 き合 わせ なが ら、専 門用 語 を検 出 してゆ く手順 を

検 討 した。

す な わち、分 かち書 きに よ り取 り出 され た 「語」 を、一般 語 か らなる辞 書 と上述 の

専 門用 語辞書 とに突 き合 わせ て辞 書未登録 の語 を発 見 し、 これ らについ て、 さ らに詳

細 に検 定 す る とい う手 順 、方法 について、電子化 され た和文 文献 を用 い て実 験 しつ つ

検 討 した。 なお、辞書 との突 き合 わせ処 理 では、文字列 の部 分 的一致 につ いて も検 出

す る よ うに して、検 索 精度 を高 めた。 また、未登 録語 の検定 で は、前項 にのべ た連鎖

検 索 の手法 の適用 可 能性 を検 討 した。
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(5)和 文専 門用語の出現頻度分析

前項 におけ る調査検 討 結果 を踏 まえて、和 文 の電子化 文献 におけ る専 門用 語 の出現

頻度 の統 計 を行 った。 この際 、用 語 例が辞書登 録用 語 と部分 的 に一 致す る場 合 につ い

て も統計 し、各用 語 の独 立/連 接 使 用 の実 態 につい て も明 らか にす る もの とした。統

計対 象 の文献 デ ータ と しては、通信 社 の一般 記事 と情 報関連分 野 の科 学技術 論文 要 旨

を用 い、 それ ぞれ におけ る高頻度 用 語 を調査 し、 また上記 の部分一 致 と完全 一致 の用

例 数 の比率 に よる統 計 も行 った。 た とえば、他 の用 語 との連接 的使用 の多 い用 語 につ

い て は、翻訳 に際 に注意 が必 要で あ り、 む しろ連接 例 の方 をすで に熟 した専 門用 語 と

認定 し、 これ を新 たに辞 書登 録 す る とい った対応 が有効 で ある。本 統計 調査 に よっ

て、 この ような専 門用語辞 書維持 管 理 に関す る有用 な知 見が 、そ の具体 例 とともに得

られ てい る。

(6)専 門分野分類 の検討

上述 におけ る両 引 き辞書 の開発 や、専 門用 語 の抽 出、出現 頻度統計 等全般 にわ た っ

て、専 門分野 別 の検 討 が重要 であ る。 そ して、 その分 野分 類 自体が 、本調査研 究 に

とっ ては前提 的 に必 要 と され る重要 な項 目で あ った。 これ は、機械 翻訳 のた めの専 門

用 語辞 書 の分 野別編 成 とも関連 す る問題 で ある。 そ こで、本 調査研 究 の一環 と して、

自然科 学系 の学協 会 に対 して ア ンケ ー ト調査 を実施 して、 そ の見解 を徴 した。 これ

を、 大学 の学科 ・講座 編成 、 学術 会議 の研 究連絡委 員 会構成 、既存 の専 門用 語辞 書 に

み られ る分 野分類等 と照合 して、独 自の分類 体系 を設定 し、本 調査全体 につ いて これ

を適用 した。

(7)専 門用語辞書の更新管理 のシステム化

情 報化 と技術 革新 の進展 が急 速 な今 日的状況 にお い て、 日毎 に発 生 す る専 門的用 語

群 に対 して、翻訳用 の用 語辞書 は、 これ に遅滞 な く追従 で きる もの でなけれ ば な らな

い。 この観点 か ら して、翻訳用専 門用語辞 書 のデ ー タベ ース化 と、 その更新 管理 の シ

ス テ ム化 は不 可欠 で あろ う。本 調査研 究 で は、 この点 につい て下記 の二 方面 か ら検 討

を加 えた。

そ の第 一 は、出現頻度 統計 と連鎖 的検索 に よる検 定 を活用 した、 日英両用 専 門用 語

辞 書 の更新 方 式 の検 討 で ある。 こ こでは、 た とえば翻 訳 シス テ ムの 開発 ・供 給 者 にお

いて、和文 と英文 の文 献 にお ける用 語 の出現状 況 を、適切 な統計 を採取 しなが ら常 時

監視 し、十分 な検 定作 業 の上 で、新 出用 語 を認定 ・登 録 した のち、 これ をユ ーザ ー に

経 常 的 に配布 してゆ くとい った体 制 が想 定 され る こ とにな る。

第 二 は、辞書 更新 シス テ ム と機械 翻訳 システ ム との連動化 とい う視点 で あ る。本 調
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査研 究 で は、専 門用 語辞 書 の整備 を、機 械翻 訳 システ ムの運 用 とは一応独 立 の工程 と

して運用 する こ とを念 頭 に検 討 して きた。 そ こで次 に、 この ような辞書 更新 システ ム

によ る更新 結 果 を、機械 翻訳 シス テ ム用 の辞 書 に反 映 させ て ゆ く際 の問題点 につい

て、 と くに訳 語 の優 先度 の指定 方法 を中心 に検 討 を加 えた。

(8)専 門用語における和訳語、英訳語の特質 と問題点 の総合 的検討

上 述 の よ うな調査分 析 の全 体 を踏 まえつつ、 わが 国お よび外 国 におけ る先端 的 な専

門用 語 の発 生 メ カニズ ムや、 その国際 間 での流通 ・浸透 の過程 な どにつ いて、先 端科

学技 術 分野 を中心 と して、現 状 の基本 的 な枠 組 み を明 らか に し、 こ う した現状 に有効

に対 応 で きる ような機械 翻訳 シス テ ム と、 そのため の専 門用語 辞書 更新 シス テ ムのあ

り方 を検 討 した。翻訳 とは基 本 的 に文化 的 な所為 で あって、各 国 の社 会 的環境 が、 そ

の濃 淡 は ともあれ、翻訳対 象 の文献 に反映 されてい る。従 って、科 学技術 文 献 の翻 訳

にお い て も、 その研 究 の社 会 的 ・文化 的背 景 に対 す る一定 の理解 が必 要 であ る。 この

ようない みで、翻訳 用辞書 とい うものは、単 なる言葉 の置 き換 え表 で はない。本項 で

は、 こう した視点 もふ まえて、専 門用 語 の翻 訳 に関 わ る基本 的 な問題 を検 討 した。
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3.照 合用 英和 ・和 英 両引 き辞 書 の生成

3.1両 引 き辞 書 の設計

本調査研 究 で は、 昨年度 の研 究 の過程 で得 られた知見 に基 づ き、 「英→和」 と 「和

→ 英」 兼用 の機械 化辞書 を作 成 し、 これ を用 いて和 文専 門用語 の抽 出方式 を検 討 す る

こ ととした。 そ こで、下記 の4種 の英和対訳 辞書 を整理 統合 して、 英和 、和 英両 引 き

の辞書 システ ム を開発 した。

1)「 文部省 学術 用 語辞書 」(イ ンター プ レス社 編 、科学技術 用 語大辞典)

2)「JIS用 語辞 書」(イ ンター プ レス社編 、科 学技術 用語大 辞典)

3)「 マ グ ロー ヒル科 学技術用 語大辞典 」(日 刊工 業新 聞社 編)

4)JTIES新 語辞書(科 学技術 情報研 究所 作成)

1)～3)は 、 昨年度調査 に も用 いた、既成 の機 械化 辞書 で あるが、 これ らは本 来 、

「英→和」 方 向の検 索利用 を前提 に編 集 され ている。従 って、今 回 の作 業 で は、 それ

らの 「和→ 英」検 索へ の逆転 を した場 合 の状 況 を実 験 的 に確 かめ なが ら、英和 ・和 英

両引 き辞書 に統合 す る こ とを試 みた。 なお、4)は 、 昨年度研究 の過程 で検 出 され

た、 上記3辞 書 に未登 録 の、新 出専 門用語 を集 めて独 自に編集 した ものであ る。

今 回開発 され た両 引 き辞書 の構成 は、 図3-1-1に 示 す とお りで ある。 ここで基

本 的 な点 は、 英語 と日本語 の1対 を辞書 の記入 単位(エ ン トリー)に 設定 した こ とで

あ る。 一般 に、英和 辞書 な ら、 一つ の英用 語 に対 して複数 の和 訳語 を列挙 して、辞 書

の1エ ン トリーが構 成 され る。和 英辞書 な らそ の逆 に1和 用 語 とそ の複数 英訳語 が辞

書 の構成単位 にな る。画 引 き辞書 で は、 こ う した翻訳 の方 向性 を解 消 にす る必 要が あ

る。 また、 ソ フ トウエ ア に よる高速 な検 索が 可能 で なければ な らな い。 こ う した点 を

考慮 して、上記 に ような1用 語 ・複 数訳語 の関係 を分 解 した、 図の ような1英 語 ・1

日本 語 の対 を基本 単位 とす る両引 き辞 書 を設 計 した。 このエ ン トリー にはユ ニー クな

番 号 を割 り当てて、機械 的 な管 理 を容易 に してい る。

た だ し、実 際 には上 記 の よ うな本 来 的な英 和辞書 を元 に してい るた め、 これ ら との

対 応 関係 を保持 す るべ く、各 英用語 に 「エ ン トリー番号 」 を割 当、 そ れ に対 す る複 数

和 訳 語 に 「枝番 」 を付 す体 裁 と し、 「エ ン トリー番 号+枝 番」 に よって英語 ・日本 語

の対 が 同定 され る よ うな構 成 とした。

「分野」 は、本研 究 のた め に新 た に設定 した用 語 の適用分 野(後 述)表 示 で あ り、

原辞 書 に表 示 されて いた適用分 野(原 辞 書分 野)を 整理統合 して割 り当て た ものであ

る。 また 「原 辞書」 欄 は、 この用 語 が登 録 され ていた原辞書(上 記4種 の辞書)の 区

分 を示 す。

品詞区分 は、翻訳 シス テ ムを考 え た場合、 重要 な情報 とな りうる。 しか し現 状 で

は、 これ につ いて正確 な デー タ を登録 す る こ とが難 しい。一方 、昨年度 調査 の経験 か

らみて も、専 門用 語 には、名 詞 の形 容詞 的用 法 も多 くみ られ るこ とな どか ら、基本 的
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に名詞 で ある とみて作 業 を進 める こ とが、実際 上効 果 的 であ る こ とが分 か ってい る。

そ こで、将来 的 な拡 張性 に配慮 して、 「品詞」欄 を設 け たが、現状 で はすべ てが名詞

とな っている。

これ らの項 目以外 に も、 日本 語 の よみ(フ リガナ)、 頻度 情報、 出典(当 該用語 の

発見 され た文献情 報)等 が辞 書項 目 として検 討 され た。 フ リガナにつ いては、 日本 語

の性 格上 、限定 で きな い場合 も多 く、 この入 力 は今 回 は見 送 った。 ただ し、漢 字表 記

で もひ らが な表記 で も使 われ る用 語 が一部存在 し、 これ ら統合 的 に管理 す るため に、

フ リガナは有 用 であ る と考 え られ るので、将来的 に は辞書 に登録 され るべ きものであ

ろ う。 また、頻度情 報及 び出典情 報 は、本研 究 の課題 であ る専 門用 語辞書 の更新 管理

に際 しては、重要 なデ ー タ とな りうる もので、更新管 理 の ための 「辞書 デー タベ ー

ス」 には必須 の項 目であ るが、 当面 の両引 き辞 書 には含 まれない。

機 械 翻訳 シス テ ムのた めの電子辞 書 に どの ような情 報が必 要 かは、翻訳 アル ゴ リズ

ムに依存 す る面 が大 きい。例 えば、数 を数 える際の単位 な どは、人 か動物 か物 か に

よって訳 し方 が異 な って くるか ら、辞 書 の項 目 として、 それが人 か動 物 か物 かの区分

も必 要で ある。 当面 の両 引 き辞 書 シス テムは、 この ような機械 翻訳用辞 書 の更新 シス

テ ム を検 討す る ための もの であ るか ら、性格 は 自ず と異 な ってお り、上記 の ような構

成 が適 当 と判断 された。
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図3-1-1両 引 き辞 書 の項 目 と内容 例

エントリー 枝番 英語 日本語 品詞 分野 原辞書分野 原辞書

番号 (複数) (複数) (複数)

2009492 1 bam なや N
建築 建築 GAKUJUTSU

2009492 2 bam 畜舎
N 建築農業 建築農学 GAKUJUTSU

2009492 3 bam 納屋
N

農業 農 ㎜
2009492 4 bam バ ー ン

N
応用物理 原子力 JIS

4005308 1 bamacle ふ じつ ぼ
N

船舶海洋 船舶 GAKUJUTSU

4005308 2 bamacle フジ ツボ
N

動物 無脊動 NKKAN

2009498 1 Bametteff㏄t バ ーネ ッ ト効 果
N

情報 電磁 NKKAN

2009499 1 Balnettmethod バ ーネ ッ ト法
N

情報 電磁 ㎜
2009500 1 bamey バ ニ ー N

材料資源 鉱山 NKKAN

2037682 1 伍ab伍ty 破砕性 N
材料資源 材料 NH(KAN

2037683 1 friagem プ リア ジ ェ ム
N

地球科学 気象 NIKKAN

2037684 1 伍afscowl ア コ ニ ッ ト
N

生物 植物 NKKAN

4025219 1 fdction フ リク シ ョ ン
N

機械 新語 mSNEW

エ ン トリー番 英語 、 日本語 の組 み合 わせ に対応 す るナ ンバ ー

枝番

分野

原辞書分野

原辞書

一つの英語に対 して複数の訳語が存在する場合 につける

本委員会設定 した分野

原辞書に登録のあった分野名

文部省学術用語辞書

(インタープレス社編、科学技術用語大事典)

JIS用 語辞書
(インタープレス社編、科学技術用語大事典)

科学技術用語辞書

(日刊工業新聞編、マグローヒル科学技術大事典)

JTIES新 辞書
(科学技術情報研究所編、頻度分析 ・照合結果による補完辞書)
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3.2両 引 き辞 書 の生 成方 式

両 引 き辞 書 の作成 手順 は図3--2-1に 示 す とお りで ある。各原 辞書 につ いて、 ま

ず、 前項 にのべ た辞 書形式 に統 一す るため、原 辞書 の形 式 を変換 ・統 一す る。 同時

に、分 野 区分 を再編成 して重 複 デ ー タを削 除す る。次 に、英用 語 の スペ ルチ ェ ック を

行 っ た。既成 の辞書 の再編成 であ るか ら、 スペルチ ェ ックは不 要 の ように も思 われ る

が、 昨年度 の経 験 か らみ て、JTIES独 自辞書 のみ な らず 、既成 の辞書 に もスペ ル

ミス はあ る程 度存 在 す るので、 ス ペ ルチ ェ ックを施 して、 よ り信 頼 性 の あ る辞書 の

作成 を目指 した。 こ う した作 業 の後 、4種 類 の辞書 を合体 させ 、重 複 を削 除 して、統

合化 され た画 引 き辞 書 を生成 した。 これ によ り270,772語(1英 用 語 と1和 用

語 の対 の数 、 エ ン トリー数)の 画 引 き辞書 が得 られ た。

両 引 き辞 書 の生成 工程 に関 す る具体 的な計 数 を図3-2-2に 示 す。例 え ば、学術

用 語 辞書 は、 元来 、土木 、物理 、電気 等 々、分 野別 に編 成 されて い るので、 これ らを

い ったん統 合 したの ちに、 さらに4辞 書 の全体 を統 合 す る計 数 的 にみ る と、 学術 用 語

129,543語 、JIS用 語63,654語 、マ グロー ヒル科 学技術用 語103,

706語 、JTIES辞 書56,525語 の合計353,428語 が 、統 合 の結 果 、

270,772語 に なった とい うこ とになる。

実際 の統 合化 の過程 を、FRICTION－ 摩擦 の周辺 に関 して、事例 的 に示 した ものが

図3-2-3で あ る。 この場 合 、対 訳 に関 しては、FRICTIONが 摩 擦 と訳 され る とい

う単 純 な例 で あ るが、 そ の適用 分野 区分 は、原 辞書 それ ぞれ にお いて独 自の分 類 が な

され てい る。 これ ら分類 を統合 、再編 成 した結 果が 、図下段 の両 引 き辞書 の分 野欄 に

示 されて い る。
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図3-2-1両 引き辞書の作成手順

文部省学術用語辞書

SUNWorlcstation

に転 送

eucコ ー ドに 変 換

JIS用 語辞書

SUNWorkStation

に転 送

eucコ ー ドに変 換

1データ形式厩=〕

科学技術用語辞書

SUNWorkStation

に 転 送

eucコ ー ドに 変 換

JTIES新 辞書

SUNWorkStation

に転 送

eucコ ー ドに 変 換

1デ ータ形式の統一

1重複データの削除1

v

スペ ルチェック

Ψ

プアイル合体

Ψ

重複データの削除

巳 複データの肖藤 「

＼/

スペルチェック

v

プアイル合体

＼/

重複データの削除

1デ ータ形式の統==寸1デ ータ形式の統一1

修 復データの削除1

Ψ

スペルチェック

＼/

ファイル合体

＼/

重複データの削除

1重複デー梛 「

V

スペルチェック

＼/

ファイル合体

＼/

重複データの削除
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文部省学術用語辞書

図3-2-2両 引 き辞 書 の 作 成

JIS用 語辞書JTIES新 用 語辞書 科学技術用語辞書

脚 .'・.・....

…

エン同. ・ エントリー エントリー
i

エン}り.

…

bunkou.GA2379
i..

」1sa847
bu血rijdes1104 kagakuO14896

butsuri.GA3959 jisb15238 butulrijUes2124 kagakuO23681

denki.GA11278 jisb25126 denkijties23508 kagakuO34801

dnbo㎞.GA7046
1

jisb34984 dobo㎞jdes1758 kagakuO44401

dobutsu.GA2606. jisb42615. dobo㎞jUes2160 .㎏gakuO54637

gensh口yo㎞.GA4657 Jisc2985 jouhoujUes12592 kagakuO64701

hagaku.GA798 jisd2557 jouhou,jUes2157 ikagakuO74621

iden.GA2118 Jise2113 kaga㎞jdes1810
.k
agakuO84915

lishm.GA2654 i jisf4467 ken直 ㎞jties13938 kagakuO94547

kagaku.GA10965 jisg1076 ken6㎞ 」直es234
:

kagaku104810

k藷iyowGA2673 jiSh981 ki㎞ijUes2127 kagaku114873

keisansuugaku.GA591 jisk5339 koukUUrjdes2577 lkagaku124217

keiso㎞GA2738 … jis15157 nougシoujUes60
…
kagaku134794

ken直㎞;GA6224
華ism1778 oubu⑩rjUes2970

.kaga㎞141047

kikai.GA12296
i..
,1sp662 oubutUrjties704 kagaku154629

kishou.GA2981 茸i訂747 oukaj直es58
…kagaku164435

koukuu.GA4203 jiss615 seibutujUes365
:k
agaku174778

n皿gaku.GA17402 jist1177 sennpakujdes4744 kagaku184693

●■

romi.GA 635 Jlsw1265 &onotaj直es3035 ㎏gaku19 4857

saikouyakin.GA 5060 葺isx3515 suugaku,jties43 .kagaku204531

senpaku.GA 10080
…

jisz15342 tikyuujUes234 kagaku21633

shin酋ga㎞.GA6606 jisz25152 tosijties3024 1 kagaku224796

suugaku.GA1907 z晦oujdes3399 kagaku234392
…
海 ㎜on.GA2418 .… …kagaku254709
】
㌔oShouka11.GA 5278

z

. kaga㎞26314'

"… へ

」, Ψ Ψ
フ7イル 合: フ7イル 合 体: フ7仙 合 体:　 フ7仙 合 体:

エン}リー数:129543 エン}り一数:63654 エン}り一数:56525 エン"一 数:103706

」一 `、
両引 き辞書

エントリー数:270722
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図3--2-3両 引 き辞書の作成例

文部省学術用語辞書
原辞書

JIS用 語辞書

英語 日本語

頭onNounプ ラ

fitiCtiOnbnkO摩 擦 ブ レー キNoumク ラ ッチ

丘』b白ko● 擦 ブ レー キNoun自 動車

f蝕 瞼d狐dh摩 擦 ク ラッチ 】㎞ クラ ッチ

輪 ㎞ 幽t出 摩擦 ク ヲッチ ㎞ 工作 機記

JTIES新 辞 書

原辞書

品詞 分野 原辞書 英語 日本語 頒 原辞書

科学技術用語辞書

透し彫

摩擦

摩擦

摩擦

摩擦

摩擦

摩擦

摩擦

摩擦

摩擦

angle摩 擦角

㎞ 建 築eAUJUISU

N⑰ 化 学OAU刑 丁8U

㎞ 檀 械OAUJUTSU

NOm針 簡0▲UJUISU

㎞ 建集eAUJurSU

N㎝ロ 採鉱冶金OA切 帳U

㎞ 鉛舶

㎞ 地震

Noun土 木

Nem物 理

㎞ 機械

tmSEe摩 擦 ブ レーキNoun検 械

brnl[e摩 擦 ブ レーキNoan舶 舶

brib摩 擦 ブ レーキNo題 電気

Ch山由 摩擦 クラッチNoun槙 械

Clutch摩 擦 クラッチNoom船 舶

cluteh摩 擦 クヲッチ ㎞ 農学

両引き辞書
エン トリー

番号

O▲UJurSU

O▲UJurBV

O▲UJurSU

O▲UJUTSU

O▲U㎜U

OAU㎜U

o▲UJvrsu

OAU貝 ア鵬U

OAUIu!su

OAU汎rrSU

OAU㎜U

英語 日本語

原辞書

品飼 分野 原辞書

㌫
牲
㌫
驚

フ1ク ンヨン

摩擦 応用物理

摩擦 化学

摩擦 機械

口擦 建築

摩擦 舶舶海洋

摩擦

摩擦

fitictioamgle内 部摩 擦 角

蝕㎞d鵬h摩 擦クヲッチ 鉛舶海洋

JllESNEW

新 語JTIESNEW

新 語rnESNEW

新 語MESNEW

新語mESNEW

新語MESNEW

電気電子通信 新語rfiESNEW

土木 新語MESNEW

鉛舶海洋 新語nEESNEW

新語JTIESNEW

Ereuimフ ロ イ ト

伍d画y破 砕 性

伍 亀8emプ リ ア ジ ェム

丘iafsooevlア コニ ッ ト

thction摩 擦

thCtio,b:al【6章 擦 ブ レー キ

丘iCliOiidb㊤h摩 擦 クラ ッチ

原辞書分野

Noun'い

Noun材 料

Noun気 象

Noun植 物

Nounカ

N㎜ 機 械

Noun機 械

㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜

原辞書

104817S

2(M6N

2037682

2037683

20η684

4(25219

4(ns219

4025228

4025228

3023151

30231SS

IFSu1距wfはwo占

¥SolIFB"tF,aidi■ 血m

VSu1】 毘w…y

¥Su1¥Bw靹

IFSu1粗wf証800w1

¥Su1粗w丘 ㎞

¥So2VEwftictinn

IFSu口FIIgr丘iedon聞 ψ ハ

¥So2¥Bw丘iCtiDnmBle

¥Sα1働f滅oob国 口

¥Su1¥EwfiiCticndutch

義

ム

ン

主

エ

ト

ヨ

ト

ジ

ツ

シ

躍
財
硫
"

㌃

擦

透

フ

破

フ

ア

フ
摩

W

W

W

W

W

W

W切

切

抑

切

抑

栢

打

vew内 楓摩擦角

Uw摩 擦角

nw摩 擦プレーキ

切w摩 擦クラッチ

覧田N¥Nf建 築

VHiNVNfそ の他

VlfiNvr,lf材 料資源

VHiN¥Nf地 球科学

VHiNvr,lf生 物

VHiN¥M機 械

¥HiNvr,lf応 用化学応用物風機械ぷ1亀材料資鳳

船舶海洋.地球科学.電気電子通信ユ木

班轟N¥Nf鉛 舶海洋

¥田Nvr,lf機 械

胴田N¥Nf嶺 械頗 舶海洋,電気電子通信

YHiN1偲f機 械」舶舶海洋是 貢

¥Of建 藁

IKOf心

IKif材 料

¥Of気 象

yOf植 物

ΨOf新 語

¥Ofプ ラ漸 語.化学.機拭 力.建築.採鉱 冶金,

鉛 舶.地風 計測 土 木,物理

¥Of新 語

rOf機 械

¥efク ラ ッチ,機枯」自動車幽 舶.電 気

K)fク ラ ッチ.機樹L工桐 慶記漸 語.4酎拍,農学

VSoGAKUJUTSU

VSeNIKKAN

¥SoMKXAN

¥SoMKKAN

¥SoN㎜

VSoJIIESNEW

VSonsnlESN】 三W.GAKU】urSUWW

VSoJITESNEW

VSoGAKUJU「ISU

¥Sons.GAKUJUISU♪llKKAN

¥Sons.GAKumsumXNJnESNEW



3.3両 引 き辞書 の検 索機 能

両 引 き辞書 には、 高速検 索 のため に和 ・英2種 のハ ッシュ ト索 引 を設 けた。 これ を

介 す るこ とで、用語 の完全 一 致検 索 は極 めて高速 に実行 され る。 一方 、ス キ ャン方式

によ って部分 一致型 の検索 が低 速 で はあ るが可 能 にな ってい る。 図3--3-1-1～

2、 図3-3--2-1～2に 、 「亜鉛」 と 「STEEL」 に よる、完全 一致 お よび部分 一

致検索 の結 果 を示 す。 「亜鉛」 は、ZINCの ほか、SPELTER、ZINCSPELTERに 対

応 す る。 また 「亜鉛 」 を含 む用語 を検索 す る と、図 にみ られ る ように多 くの亜鉛化 合

物等 が検 索 され る。 「STEEL」 は鋼 、 はが ね、ハガ ネ、 ス チール とい う和 用 語 に対応

す る。 また、 「STEEL」 を含 む英用 語 を検 索 する と、 図 にみ る ような各種 の鋼 製 品な

どが検 索 され る とい う具合 で あ る。

専 門用 語辞 書 の更新 にお い ては、 単 に新 出未登 録 の用 語 を発見 す るだ けで な く、 そ

れが ま さし く新 規 の登 録 を要 す る もので あるか否 か の 「検定 」 が重 要 で あ る。昨 年 の

調査 で も触 れ たよ うに、現 今 で は、他 とは独 立 した まった く新 しい用語 が考 案 され る

こ とは少 な く、む しろ、既存 の専 門用 語 を組 み合 せ て、新 た な概念 を表 す よ うにす る

とい う事例 が 普通 であ る。 この状 況 を考慮 す る と、新 出用 語 の 「検定 」 の ため には、

部分 一致 型 の辞書検 索 が有 効 であ る こ とが予想 される。
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図3-3-1-1完 全 一 致 検 索 例

「亜鉛」 による検索例

エ ン トリー 枝番 英語 日本語 品詞 分野 原辞書分野 原辞書

GAKU㎜U2088880 2 ← 亜鉛 N 材料資源,船舶海洋 採鉱冶金.船舶

1129387 1 滋㏄噛 亜鉛 N 材料資源 採鉱冶金 GAKunnSU

4056365 1 砺 亜鉛 N その他.応用物理 化学.建築,

材料資源,船舶海洋.都市工学

新語,原子力.化化 学,

建築.採鉱冶金.船舶

㎜NEW,N㎜

GAKU∫UISU,

4056442 1 為 亜鉛 N 化学.材料資源 新語 了nESNEW

図3-3-2-1部 分 一致 検 索 例(一 部)

エ ン トリー 枝番 英語 日本語 品詞 分野 原辞書分野 原辞書

汀1ESNEW4056386 1 z01c蝕 碇 』 α 鋤一 N 都市工学 新語

2103506 1 zi㏄h8図e ハロゲ ン化要義 N 応用化学 無機 ㎜
4056387 1 五膳 掴 ㎎㎝b幽y 悪趣ハロゲ ン電池一 N 情報 新語 了mるNEW

21035σ7 1 z釦1chyd㎝dde 水醐⑱鍵 N 応用化学 無機 ㎜
3063611 1

● ・.

zmclmm㎜ μoce凹 亜鋤置換法一 N 材料資源 アル ミ ns

4056388 1
.書

zmclgo⑩pe 裏盆同位体 N その他 新語 π1ESNEW

2103508 1 z血沈m■ 銅 一・㎞, メタ亜 ヒ酸亜鐙一 N 応用化学 無機 ㎜
2103508 2 zi㏄!ne一 亜ヒ酸霊亀 N 応用化学 無機 ㎜
2103510 1 zbc・ 一・己・由 一ぬ`

ナ フテン醜悪鐙一 N 応用化学 有機 ㎜
405臼89 1 z匝1c《鵬 挙 N その他 新語 ㎜NEW

2103511 1 オル トヒ酸壁絵一 N 応用化学 無機 ㎜五㏄ α由o"賠 口話e

2103511 2 ヒ段裏包 N 応用化学 無機 ㎜zbc《 劇ho6ロu唾c

2103513 1 血cα由q⌒ ㏄ オル トリン酸亜鐙一 N 応用化学 無機 ㎜
2103513 2 血cα 由φ06ph幽 リン酸珪 N 応用化学 無機 ㎜
4056390 1 z緬1co垣dp胆 劇幽 光紙 N 材料資源 新語 JrESNEW

30636Σ2 1 z血lcα 出』 亜鉛華 N 応用化学応用物理 塗料.新語 刀SJT田SNEW

2103516 1 万苦1⌒ 晦 リン酸亜鉦一 N 応用化学 無機 ㎜
2103517 1 西脇 幽 一一 －L」

`

リンイ1醜 N 応用化学 襯 ㎜
4056ハ95 1 娠 μ醐8 璽違めっき N その他 新語 πESNEW

1129385 1 zbcpo江 螂 N 電気電子通信 醐 GAKUJU岱U

1129386 1
.

2m叩rOb咀 保蹴一 N 船舶海洋 船舶 GAKU㎜

4056397 1 zbc{ セレン化醜 N その他応用化学 新語,無機 π田SNEW}

4056398 1 血8mehi㎎ 麺 禰皇一 N その他 新語 π正SNEW

2103520 1
・

zmc8P● 「 表裏鉋肱 N 材料資源 鉱物 ㎜
1129387 1 班一 N 材料資源 採鉱冶金 GAKUJUISU血 印d任汀

2103521 1 曲 φd謬 晶石 N 材料資源 鉱物 ㎜
3063614 1 血 ・叩頭㎎ 重量湘囎 N その他 溶射 ns

3063615 1 zhlc{ス テアリン酷悪盤 N 応用化学 塗料 ∬S
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図3--3-1-2完 全 一 致 検 索 例

「steel」 に よ る 検 索 例

エ ン トリー 枝番 英語 日本語 品詞 頒 原辞書分野 原辞書
'

4050250 1 酬 はがね N 機楓材料資源 新語,採鉱冶金 πESN剛.GAKUJUTSU

4050250 2 蝋 スチ ー ル N 機械 新語 π1ESN四

4050250 3 蝋 ハガネ N 化学 新語 ㎜NEW
4050250 4 姻 鋼 N 化学.機拭 建 築.材料資源,

船舶 海洋,地球科学,土木

新語.機械漉 築,

採鉱冶金.船舶.地震

π凪SNEW.(1AKU㎜U.

㎜

図3-3-2-2部 分 一 致 検 索 例(一 部)

エ ン ト リー 枝番 英語 日本語 品詞 分野 原辞書分野 原辞書

1111487

`

竿ばか り N 復礼電気電子通信2『 工学.機械 計測 GAKUJ咋U洲`K^N

1111487

●

3鋤d 棒 ばか り N 機械 工学 ㎜
4050608 1 輌d廻 国b一 鋼杭 N 建築 新語 π田SN酬

1113085 1

■

蜘鋼 癌1 構造用鋼 N 建築.材料費逗土木 建築,冶金.土木 GAKU朋 陪U♪瓜KAN

1113085 2 戚…加1魁一 構造用鋼材 N 建築 新語 π田SM渕

4050ω9 1 伽 ㎝国璽 輌 鴫 構造用形鋼 N 建築 新語 π皿巡NEW

1115505 1 8《c魁一 合せ鋼 N 材料資源 採鉱冶金 G㎜ ㎜

1115623 1 T」室魁 T形 鋼 N 概拭建築.材料資源 機械建築,採鉱冶金 GAKUJ㎜U

4051575 2 一 旦四 伸縮鋼管支柱 N 建築 新語 π1ESNEW

1118068 1 T㎞ 魁一 トー マス鋼 N 材料資源 採鉱冶金 GAKUIu岱u

1119320 1 陥od魁一 工具鋼 N 機械材料資源.船舶海洋 機紋採鉱冶金,船舶 GAKUJU岱U洲 凪KAN

30584σ7 1 ⑩耐㎝t頃鋼 輌一 鋼線 のね じり試験 N 材料資源 鉄鋼 鵬

1口1外6 1 鋤呼 塁製 タングステン鋼 N 材料資源.船舶海洋 採鉱冶金.船舶 GAKU㎜U脚

3059835 1 繭 妬醜of魁w民 鋼浪 のね じり試験 N 材料資源 鉄鋼 Jls

1立2594 1 一一 みぞ形鋼 N 建築 建築 GAKUJurSU

4053056 1 口回kりed魎一 炭素鋼 N その他 新語 n旭SM渕

1123024 1 ㎜ μ1禽㎎1・些 ▲ 不等辺山形鋼 N 材料資源 採鉱冶金 GAKU㎜

4053355 1 u■叩α魁一 非鯛質鋼 N その他 新語 π1ESNEW

3060886 1 vdw幽一 バルブ鋼 N 材料資源 鉄鋼 ∬S

3060886 2 vdw魁 弁用鋼 N 材料資源 採鉱冶金 GAKumWU

1124085 1 ㎜ 曲ぬ皇魁一 バナ ジウム鋼 N 材料資源 採鉱冶金 GAKUJ⑰ 隠UJ㎜

1U4995 1 屹 幽1 パイプラック鋼 N 船舶海洋 鍋 GAKu㎜u

4055148 1 醐 」磁1P聯一 溶接鋼管 N その他躍築 新語.建築 πESNEW,GAKU皿 πSU

4055400 1 w辻b蝋 画一 緒 N その他 新語 π1ESNEW

3063322 1 w叩"増tof魎w加一 鋼線の巻付試験 N 材料資源 鉄鋼 孤

3063372 1 w嘩 魁wb幽 圧延草結 N 材料資源 鉄鋼 ns

4055924 1 ㎜ ㎎㎞魁 加工要綱 N その他 新語 πESNEW

4055924 2 wm㎎ 血魁一 鋳鋼 N 材料資源 採鉱冶金 (脳u㎜

1129234 1 檜 Z形 鋼 N 機楓材料資源 機械採鉱冶金 GAKU皿nぼU

4056378 1 血co幽d魁 一 トタ ン N その他 新語 πIESNEW

－25一



4.両 引 き辞書 による和英専門語彙の特性分析

4.1両 引 き辞 書 の統計 的特性

(1)両 引 き辞書の基本指標

今 回作成 した両引 き辞 書 の基本 的計 数 は表4-1・-1-0の よ うであ る。 す なわ

ち、 「1英 用語:1和 用 語」 とい う対 応 関係 を単位 と して、全 体 で約27万 エ ン トリー

か らな って いる。 これ を和 英 の異 な り語数 で みる と、英語215,226語 、 日本 語

211,631に な る。 つ ま り、 日本 語 の方 が英語 よ りも1.4%ほ ど語彙 が小 さい とい

うこ とにな る。 これ ら異 な り語数 を をエ ン トリー数270,772で 割 る と、英語 、

日本 語 にお ける訳 し分 け の概況 を示 す指標 が得 られ る。 これ を仮 に 「訳 し分 け指標」

と称 す る と、英 語1.26、 日本 語1.28と い う数値 になる。

日常 的感 覚 としては、漢字熟 語 の多 い 日本 語 の方が語彙 が大 きい よ うな感 じが もた

れ る ところであ るが 、確 立 された専 門科学用 語 とい う範 囲で集計 す る と、 日英 ほほ 同

数 の用語 が使 われ てい る とい うこ とになる。 そ して、英→和 にお け る訳 し分 け と、和

→ 英 におけ る訳 し分 けが、全体 としてはほぼ 同数 とい う結 果 で あるか ら、 この点 に関

す るか ぎ り、 日英翻訳 と某 日翻訳 の難 易度 は同等 とい うこ とで もあ ろ う。 同時 に、 こ

のこ とは、薬 日と日英 の用語対 訳 をそ れぞれ に分 けて考 える よ りも、両引 き辞書 とい

う一 つの デー タベ ース として、本研 究 を進 める こ との妥 当性 を示唆 してい る とみ る こ

とが で きる。

(2)適 用分野数 と分野別訳 し分け

表4--1-1-1は 、 両引 き辞書 の各 エ ン トリー に関 して、 その適用分 野 の数 を統

計 した もので あ る。 これ によれば、9割 近 くのエ ン トリーが単一 の分野 に適 用 され る

こ とが わか る。 ここでは、各 エ ン トリーが1英 用語:1和 用 語 の対 か らな ってい る と

い う点が重 要 であ る。 つ ま り、 この両 引 き辞 書 で は、 「1英 用 語=1和 用語=1適 用

分野 」 とい う明解 な対応 関係 をもつ エ ン トリーが全体 の90%に 達 す る。 この こ と

は、専 門用 語 の翻訳 では、場合 による訳 し分 けの問題が、対 象文 献 の分 野 を特定 す る

こ とに よって、大部分 は解決 され る とい うこ とをいみす る。確 か に訳 し分 け は分 野 ご

とに行 われ るのが普通 で ある と思 われ るが 、 この点が、数字 と して、 ある程 度確 認 さ

れた ことにな るであろ う。同時 に 「1英 用 語:1和 用語:適 用分 野」 とい う辞書 エ ン

トリーの構 成 方式 は、機 械翻訳用辞 書 につい て も有効 であ るこ とが示 唆 され てい る。

なお、2分 野以上 に適用 され るエ ン トリー も、実数 として3万 程存在 す る こ とが わ

か る。 これ らにつ いて、今後詳細 な検 討 を行 って、対応訳 語 の適否判 別 と分 野分 類 の

再検 討 を進 め るこ とに よ り、分 野別訳 し分 けの効 率 の高 い辞書 にす る こ とが で きるで

あろ う。
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表4-1-1-0両 引 き辞書 の基本 指標

語彙規模 訳 し分け指標
エ ン トリ ー 数(A) 270772 一

英語実数(B) 215226 126(A!B)

日本語実数(c) 211631 128(A/C)

表4--1-1-1適 用 分 野 数 の統 計

適用分野戚 エ ン ト リ ー 構成比

数 (%)
1 240,931 88.98

2 20,031 7.40

3 5,271 1.95

4 2,147 0.79

5 1,050 0.39

6 561 0.21

7 341 0.13

8 172 0.06

9 121 0.04

10 74 0.03

11 39 0.01

12 19 0.01

13 12 0.00

14 2 0.∞

15 1 0.00

合計 270,772 100
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(3)分 野別構成 と原辞書 との対応

両 引 き辞書 の分野 別構 成 を統計 す る と、表4-1-2左 欄 の ようになる。複 数適用

分 野 を もつ エ ン トリーが あ るため、分 野別 のエ ン トリー数 の単純 合計 は約32万 に な

り、 したが って、 エ ン トリーあた りの平均 適用分野数 は1.18で ある。

この辞書 の分野別構 成 をみ る と、 電気 電子 通信 分 野 と機械分 野 がそ れぞれ4万7千

語(17.5%)、4万2千 語(15.7%)で 、他分 野 を大 き く引 き離 して いる。 これ は、

こ こに掲 げた ような科 学技術 関係 専 門語彙全 体 を概観 した結 果 と して、興味深 い もの

で あ ろ う。 上記2分 野が 、語彙 の大 きさにお いて他 の分 野 を圧倒 している とい うこ と

の、 実体 的意 味 あい を、 どの ように解釈 す るかは問題 で あるが、辞書構 成 にお ける分

野分 類 の立場 だけか らみ る と、 これ ら大規模 分野 はい くつ か に分 解 される方 が望 ま し

い とい うこ とにな る。分類 の効率 の一 つのめ やす と して、分 類 され た結果 が ほぼ均 等

にな る こと、つ ま り、等分 割 に近 くなる こ とが いわれ る。 こ うした観 点 か ら して、上

記2分 野 の再分割 が検 討 され うる こ とになる。 もっ とも、電気 電子 通信 や機械 とい う

くく りの細 部 に立 ち入 った分 類 が、 はた して有効 に設定 で きるか ど うかは、大 い に疑

問 の ある ところであ る。 この場 合 、例 えば電気 と電子 と通信 に分解 す る として、 これ

ら3者 に重 複 的 に適用 され る用 語数 が どの程 度 に抑 え られ るか とい う点 、逆 にい え

ば、各3分 野独 自の用語 が相 当 の比 率 を占める ようになるか どうか とい うこ とであ

る。 しか し、電気 電子通信 分 野、機 械分 野 ともに、応 用、適 用範 囲 の広 い融 合化 され

た分 野であ る こ とを考 える と、 こ う した再分 割 は有 効 では ない よ うに思 われ る。 す な

わち 、 ここに示 された語彙 の大 き さは、分 類 設定 上の問題 に起 因す るので はな く、 当

該分 野 自身 の性格 を表 してい る とみ るのが当面妥 当で あろ う。 ともあれ、用 語 の分 野

間で の重複 的適用 の状 況 を詳細 に統 計 して、分類 設定 を検 討 して ゆ くこ とが、専 門辞

書 の効 率的 な編成 に とって必 要 で あ ろう。

つ ぎに、 同表 の右欄 におい て、原 辞書 との対比 をみ る と、 ここに原辞書 の性格 が現

れ てい る。語彙 自体 は、学術 用語辞 書15万 語、科 学技術用 語辞書13万 、JIS用

語8万 とい う程度 であ るが、分 野 に よって各辞書 の強弱 が あ る。 まず、機械 分 野用語

は多 くをJIS用 語 に負 って いる こ とが わか る。応 用化学 も同様 の傾 向 にあ る。農業

分 野用 語 は大部分 学術用 語 か らの もの である。同様 に学術用 語 の比重 の大 きい分 野 と

しては、化学 、応 用物 理、土 木 、建 築 な どあ る。科 学技術 用語辞 書 か らは、 地球科

学、 情報、生物 、動物分 野 の用語 を多 く採録 す るこ とが で きた。結 果 として、 これ ら

3種 の辞書 を併 合 す るこ とに よ り、科 学技術 分 野全 般 をよ くカバ ーす る辞書 が得 られ

た とい えるで あろ う。
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表4-1-2両 引 き辞書 の分 野別 ・原 辞 書 別構 成 比

＼ 全 体

(A)A/C)(%

原辞書別

文部省学術用語辞書 科学技術用語辞書 JIS用 語辞書 JTIES辞 書

建築 ll,338 4.19 7,114 4.76 2,170 1.69 1,925 2.46 4,776 6.12

航空宇宙 11,083 4.09 6,882 4.60 5,245 4.08 1,839 2.35 3,296 4.23

機械 42,415 15.66 14,852 9.93 14,354 11.16 23,369 29.89 4,781 6.13

材料資源 21,825 8.06 7,006 4.69 11,969 9.30 5,491 7.02 4,936 6.33

化学 10,867 4.01 9,092 6.08 3,348 2.60 1,538 1.97 2,315 2.97

応用化学 16,313 6.02 3,091 2.07 8,443 6.56 9,096 11.63 1,095 1.40

応用物理 14,506 5.36 9,046 6.05 6,238 4.85 3,844 4.92 4,738 6.07

生物 8,219 3.04 3,084 2.06 5,860 4.55 652 0.83 776 0.99

数学 5,226 1.93 2,623 1.75 3,389 2.63 272 0.35 537 0.69

船舶海洋 20,089 7.42 13,286 8.89 3,812 2.96 5,826 7.45 5,862 7.51

情報 14,011 5.17 1,954 1.31 8,842 6.87 4,131 5.28 3,781 4.85

地球科学 15,224 5.62 6,055 4.05 11,372 8.84 756 0.97 1,519 1.95

農業 17,578 6.49 17,404 11.64 2,555 1.99 898 1.15 1,210 1.55

物理 4,571 1.69 2,701 1.81 2,539 1.97 376 0.48 638 0.82

電気電子通信 47,289 17.46 14,468 9.68 12,185 9.47 7,226 9.24 25,494 32.68

都市工学 4,094 1.51 2,139 1.43 2,109 1.64 848 1.08 3,058 3.92

土木 9,317 3.44 7,766 5.19 2,425 1.88 1,420 1.82 1,911 2.45

動物 9,610 3.55 2,780 1.86 7,879 6.12 90 0.12 275 0.35

林業 380 0.14 29 0.02 380 0.30 1 0.00 2 0.00

その他 36,503 13.48 18,134 12.13 13,553 10.53 8,584 10.98 7,007 8.98

合計(B) 320,458 (B/C)

エントリー数(C) 270,772 1.18 149,506 128,667 78,182 78,007
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(4)訳 し分 け の分 野別 の状況

図表4-1-3～6に は、英和 、和 英 の翻 訳 にお ける訳 し分 けの状況 を、分 野 に統

計 して掲 げ た。表4-1-3は 、英用 語 に対 す る和 訳語 とい う観 点 か ら、 ひ とつの英

用語 につい て、 い くつ の和訳 語(エ ン トリー)が 登 録 され てい るか を、分 野 別 にみ た

もの である。表 の右 端 には各 分野 の英用 語数 に対 す る和訳 語数 の倍 率 を、 「訳 し分 け

指数 」 として掲 げた。 この指数 は1.05か ら1.33の 範 囲で あ り、 おおむ ね1.

15前 後 の ものが多 い。和訳 にお け る訳 し分 けの多 い分野 は、都 市工 学、機械 、情 報

であ る。 図4-1-4は 、 この状 況 を分 野別 の相対 比率 で グ ラフ化 した もの であ る。

これ に よれば、1対1の 翻訳 関係 にあ る用語 が少 な い(訳 し分 け を要す る)分 野 とい

うのが 明瞭 になって お り、都 市工 学 、応 用物 理、 情報、機械 がそれ にあた る。 これ ら

分 野 の文献 は、 その分 野 を特 定 して も、 なお和 訳 時 の訳 し分 けが比較 的多 い とい う分

野 で あ り、機 械翻訳 上 の要注意分 野 とい うこ とになる。

同様 の統計 を、和 用語 を起 点 と し、 それ に対 す る英訳 語 の訳 し分 け状況 につい て

行 った結 果が、表4-1-5と 図4-1-6で あ る。 「訳 し分 け指数」 は、1.11

～1 .23の 範 囲 にあ り、1.20近 辺 の ものが多 い。 前 出の英→和 に比 べ る と、和

→ 英 の方が総体 的 に訳 し分 けが多 い とい う状 況 で ある。1対1の 対 訳 関係 の比率 は、

一般 に70%前 後 で あ るが、化 学、 生物 、物 理 、都市工 学、林 業 にお いて は、そ の比

率 が80%近 辺 で高 い こ とが注 目 される。

(5)複 合英用語の比率

英 文 の専 門用 語 で は、単語 では な く、複 数 単語 か らなる もの(複 合 語)も 多 い。 こ

れ らの比率 を分 野別 に統計 した ものが 、表4-1-7で ある。全体 的 には、2語 か ら

なる ものが55%を 占め、1語(単 語)の ものが20%、3語 の ものが18%と い っ

た状 況 である。つ ま り、専 門用語 で は、単語 はむ しろ少 な く、多 くは2単 語 か らな る

用語 になって いる。 つ ぎに、分野 別 の変位 をみ る と、生物 、動物 、都市 工 学 では単語

用語 の比率 が高 いの に対 し、機械 と電気 電子 通信分 野 では、単語用 語 が少 な く、3語

以 上 の用語 も30%を 超 える ような状 況 にあ る こ とが わか る。複合 語 の存 在 は、英 田

翻訳 の際 の注 意点 の ひ とつ であ るが 、上記 の機 械 、電気 電子 通信 の両分 野 は、 この点

で特 段 の注 意が必 要 であ ろ う。
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図4-1-3訳 し分 けの分野別状況(英 →和)

訳数 日本語の訳語数(訳 し分け数) 訳し

英語 和訳語 分け

分野 123456789101112 数 数 指数
…

建築 _2、盤2842 123:29 6 3 0 0 2 0 1 0 101098 11338 1.12

…

・

航空宇宙 盈762 1,002
…73
il6 5 0 0 0 1 0 0 0 _瀬9 11,083 L12
…

.... ・ ….・ ..... .....・.・.・. ....…..・. .■ ■●●■

機械 29,831 4,075 832 249 98 42 13 6 3 0 2 1 35,152 42,415 121
・.・..

材料資源 16,845 1,975
ii

244i53il6 1 0 0 0 0 0 0 19.134・ 21,825 L14・⑳'・ ・・….....・ ・.,.…..・. … …"†"… …'計'…" .・

…
.

化学 8,845 735 10gi,36 10 2 1 0 0 0 0 1 9,739 10,867 1.12

:

応用化学 .旦743 1543 121 19 5 2 0 1
.

0 0 ∬ 0 14,434 16β13 L13

応用物理 9,851 1,612 267 78 35 14 5 3 0 0 0 0 11,865 14506 1.22

…
生物 6さ92i 679 79 8 0 0 0 0 0 0 0 0 7,358 8219 1.12

・ ・ ....・ ■. . ・・...・ ・

数学 3,758 583 74 15 4 0 0 0 0 0 0 0 4,434 5226 1.18
・●..….づ ■ ...・. ・・.・ ・

船舶海洋 15,231 1,895 241 63 16 1 1 0 0 0 0 0 17,448 20,089 1.15
…

・

情報 _鳥6忽'

…
1558268 72 21 5 4 1 0 1 0 0 11552 14,011 121

地球科学 11,252 1,724 133 22 6 0 1 0 0 0 0 0 13,138 15,224 1.16

農業 13,756 1・368 231 69 16 5 1 0 0 0 0 0 ユ工鰻 17578 L14
.・.⑳ ⑳.... .. .・ ・...・. ..・.・ ・◆・◆・■

物理 _3,2照 380 15 2 3 0 0 0 0 0 0 0 4,143 4571 1.10
.

電気電子通信 39,000 3,240 411 89 26 8 6 0 0 0 0 0 42780 472紗 1.11
・悟・.… ●. .. .・...●...・ . .・…

都市工学 2,373 4981184318 12 3 2 0 0 0 0 3,067
…4

,094 133
.'悟 ・・.・ ・ ・ …..….

土木 7,641 655 7721 7 0 1 0 1 0 0 0 8,403 9317 1.11
3

…

動物 7,596 833 8520 1 0 0 1 0 0 0 0 8536
…9

,610i1.13.・ 楡◆ ・・合・・合・

林業 343 … 17 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 361 380 1α5
・・ ・...s・ ・.. … ● ...…..

…
その他 2τ907i3220 砺 156i34 12 2 5 2 0 0 0 31,744 36503 1.15
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図4--1-4訳 し分 けの分野別状 況(英 →和)
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図4-1--5訳 し分けの分野別状況(和 →英)

訳数

分野

英語の訳語数(訳し分け数)

1234567891011121314

訳し

和語 英訳語 分け

数 数 指数

建築 7,659 1,122

…

256 81 37 13 6 3 0

…

0 0 0

i

O 1 9,178 11,338

.

1.24

航空宇宙 71437ll358

…

220 5010
.

2 0 1 0 0 0 0 0 0 9,078 11,083 1.22

援 猿.. 28,963 4鰹

..・

985283 84 42 16 7
.

1 00 0 0 0 34,639 42,415 122

撚墳源 ユ5遵m 1,954 鎭 139 56 21 116
・.

21 0 000
.・.,..

18,104 21,825 1.21

化学
…8

,865i802 93 225 1 0 0 0 0 0
…

OiO 0

・・..・

9ε788 10,867 Lll

応照 蹉_… ユL3鰺L撫.
i

338
.・ ・.・ ・..….

…
85i12 10

.,.,・..・.・ _1 1
・….

0 0 0
…

OiO 0 1鍾37 16,313 1.21

応用物理 1鱒06三15(垣
…

220

"…'… 言…'…'

…

52i16 3 2 1 0 0 0
…

OiO 0 12,306 14506 L18

生物 鎚57

…
596

...…,…..

81 24

…"… す …''''"

…

5

・◆.・ ◆・...◆

1

■...●.●

0

・..・....

0

..・ ⑳■.・.

0

….・ …

0

.・・.・ ・..

0

… 〔 …'

…0'0

...・...

0

…

7,364 8219 L12

教生 3,721'562` 98

・.

15 3 2 0 0 0 0 0

....・ ●・

00

・..・ ●●

0 4,401 5226 1.19

船舶海洋 13,613 2,351

.…..・..

蜘 110 38 7 2 1 00 0

.・...

0.0

.

0

..・..

16,482 20,089 1.22

情報 ..25001,399 316 94… 47 13 6 3
.

01'0

w

OO 0

・●

11,379 14,011 123

地球科学 10,820 1,271 328 113

…

36 14 8 6

・・・….・

3 2…1 0 0 0

…

12,602 15224 121

農業 12,761 1,738 292 76

…

22 5 3 0 0 0

…

0 0 0 0 14,897 17578 1.18

物理 3,692 337 44 7 4 0 0 2 1 0 0 0 0 0 4,087 4571 1.12

電気電子通信・・.・...◆.・..・',.….・..・..・ ・●■■ 35.鰻 重 4,017
…

752i240

…

70 24 8 3 1 0 .』 0 0 0 .40迎1 47289
.

1.17

担董工学 3,365 259 38 13 14

・・今・.・..

0

..・..・.

2

・・●...●

0

...● づ●■

0 0 0 0 0 3,682 4,094 1.11

▲本 6,219

,.....

1鯉3

..・.・...・ ・..

215 63 14 4
・3

0 0 0 0 0 0 0 7561 9,317 123

動物 7t162 兜6i143 29

.●

9

●■●づ■■●●■■

1

・....... ....・ ■

00 0

.・...

0

..・ ….・

0

..'.● ・づ ・

0

...・'づ.■

0

●■...◆ ●づ

0 82Z旦 9,610 1.16

林業 298i315・ 0
.・ ・●

1 0 0

.・ ・…

0

.◆ ◆●

0 0.0
.

0 0 0 335 380 L13

その他 25,116.3.639768 215. 91 35 19 . 9 6

,
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訳 し分けの分野別状況(和 →英)図4-1-6
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一
表4-1-7英 語語数別適用分野別用語数(%)

適用分野

単語数
123456789101112131415 合計

建築 25 56 14i3i1 1 0 0 0 0 oio oiO 0 100 10,098

航空宇宙 22 57 16

…

4

…
1

◆

0 0 ..o 0 0 0

:

0 0 0 0 100 9,859

機械 15 53 21 7 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 loo 35,152

材料資源 30 51 13 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 19,134

化学 34

◆

54 9

●

2 0 0 0

・・

0 0 0 0 0 0 0 0 100 9,739
◆

応用化学 25 55 14 4 .1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 14,434

応用物理 29 52

・

14

.

3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 11,865
s'合 ・

生物 63 ;; 4 :
⑳◆

0 0 0 0

.

0 0

悟

0 0 0 0 0 100 7β58

数学 23 59 12 4 1 0 0 0 0 0 0

●

0 0 0 0 100 4メ34

船舶海洋 19 58 16 5 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 17,448

情報 20 56 19 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 11,552
'

地球科学 32

・

56

今

9

◆.◆

2

A

O 0

合 否

0 0 0 0 0

合

0 0 0 0 lo9 13,138

農業 29 56 11

・ ・

3

.・

1 0 0

.

0 0 0 0 0 0 0 0 100 15,446

物理 20

・

61

悟・

14 3 1 0 0 0

・

0

●

0 0

・ 今

0 0 0 0 100 4,143

電気電子通信 13 54 22 9 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 42,780

都市工学 55 40 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 3ρ67

土木 28 60 9 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 8メ03

動物 71

・

27

";● ◆

0

◆● ●

00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 8536

林業 22 69 9 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 361
・合

その他 30 53 12 3

●●

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 31,744

全体 20 55 18 5 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 215,226
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(6)和 用語の字種構成

英用 語 におけ る複合 語 の統 計 に対応 す る もの と して、和用 語 におけ る字 数 を統 計

し、同時 に、 字種構成 パ ター ンの分析 を行 った。 以前 は、欧米起 源 の専 門用 語 の翻訳

にあ たって、 漢字 の造語力 を活 か した漢 字用 語 の考 案 が多 く行 われ たが 、昨今 はむ し

ろ単 なるカ タカナ表 記 で翻訳 に替 える こ とが多 く行 われ る ようにな ってい る。 こう し

た状 況 を分 野 別 に統計 してみ よう とい うわけ であ る。

表4-1-8が そ の結 果で ある。 和用 語全体 の45%程 が漢字 だ けか らな る用 語 で

あ り、専 門用 語 にお いては、漢字語 優位 の状 態 にあ る。 もっ と も、 カ タカナだけ の用

語 も16%程 に達 している。 これ にカ タカナ を含 む用語(カ タカナ+漢 字 な ど)を 加

え る と、36%程 度 にな るか ら、今 や こ う したカ タカナ語 も相 当 の比重 を もってい

る。

用 語 の文字 数 につ いてみ る と、漢字 語 で は、4文 字 語が32%、3文 字語 が22

%、5文 字語 が17%と い う結 果で あ る。 カ タカ ナだけ の語 の場 合 は、6文 字 、7文

字 の語 がそれぞ れ17%、8文 字 語 が13%で あ る。 カタカナ+漢 字 の語 で は6文 字

語 が20%、 漢字+カ タカナの語 で も6文 字 語 が21%で 、最 頻値 にな って いる。

和 用語 の字 種構成 を分 野別 にみ た ものが、表4-1--9で あ る。 漢字 語優位 の分野

は、農業、都 市工 学、数 学 であ り、逆 に応用 化 学分 野 で は漢字 語 の比率 は低 い。 カ タ

カナだけの語 の比率 に注 目す る と、数 学、 農業 、物理 で は、 そ の比 率 が低 く、一方 、

応 用化 学分 野 にお いて、 これが32%と い う とび抜 け て高 い数 字 にな ってい る。 昨今

におけるカ タカナ語多用 の傾 向か らす る と、先 端的分 野 で こ うした傾 向 を示 す数字 が

現 れる もの と予想 され るが、 こ うした先端 的分 野 は、表 の分類 のそ れぞ れ に内包 され

る形 となるた め、表 の上 に直接現 れ てはい ない と思 われ る。
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表4-1-8日 本 語用 語の字種構成 パ ター ンと文字数

`
ω
↓

-

字種構成

パターン 例 用語数 1 2 3 4 5 6 7

文字数別構成比

8 9 10 11 12 13 14 15+

漢字のみ 連続的非単調電圧制御特性 94,729 0.58 11.94 2155 3L80 17.27 9.50 410 1.96 0.77 α30 0.14 0.04 0.01 α01 0.01

ひらがなのみ るつぽばさみ 1,208 0.66 22.10 24.09 3α13 1490 5.79 207 0.17 0.08 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

カ タカナ のみ ワンシ ョッ トア イテ ム 32,655 0.02 1.07 485 824 11.30 17.24 1708 1328 9.45 6.26 404 265 1.85 1.02 L65

カ タ ・漢字 ヴラソフ方程式 23,035 0.00 0.06 1.65 7.60 16.75 20.09 17.87 13⑨9 9.07 5.24 3.06 1フ8 1.22 0.66 0.96

漢 字 ・カ タ 鳶口瘡カンジダ 14,947 αoo 0.02 α90 543 20.53 21.30 15フ2 13.70 9.29 5.69 3.16 L88 1.20 α51 0.67

漢 字 ・ひ ら ・漢 字 頸ムん団 9598 0.00 0.00 664 20.14 2655 19.23 12.36 665 423 2.04 1.07 052 0.31 0.10 0.16

漢字 ・ひ ら 鉤状砂 し 6,067 0.00 3.20 3127 28.93 21.13 9.31 4.01 1.32 0.43 0.28 0.07 0.03 0.03 0.00 0.00

ひ ら ・漢 字 わん状変形 3,883 0.00 2.55 21フ9 26.32 24.77 1440 5.82 2.73 0.90 0.44 0.21 0.05 0.03 0.00 0.OO

漢字 ・カ タ ・漢 字 涯青質ケツ岩 3,771 0.00 0.00 0.19 1.83 650 13.71 19.20 18潟0 13⑨5 963 6.89 403 2.41 1.54 1.33

記 号 ・漢 字 ψ関数 2,224 0.00 7.01 1929 19.11 22.75 11.92 6.56 4.90 2.74 1.30 1.30 0.72 0.72 0.63 1.03

カ タ ・ひ ら ・漢 字 ヴィッテ ーマ ル ガ レスの 方程 式 1,883 0.00 0.00 0.00 0.37 4.20 1147 17.42 1859 1482 9.56 6.74 5.63 404 2.87 430

カ タ ・漢 字 ・カ タ ワンスス ルー燃 料 サ イ クル 1508 0.00 0.00 0.00 0.13 0.86 2.32 6.76 11.94 17.11 15.78 13.06 1048 6.76 471 10C8

漢 字 ・ひ ら ・カ タ 挽 み ホ ース 1,407 0.00 0.00 0.00 L21 8.81 2459 19.97 13.79 12.15 7.18 412 256 1.92 1.71 1.99

記号 π 1,270 142 1063 47.87 2150 7.64 3.86 1.73 0.94 0.55 0.79 0.47 031 α39 0.16 1.73

記号 ・カ タ π モ ー ド 1,066 ooo 0.00 α38 7.69 10.88 13.51 1201 891 8.72 9.76 5.25 6.10 3.85 3.00 9.94

漢字 ・ひ ら ・漢字 ・ひ ら 咬合の高さ 1,005 αoo 0.00 0.00 2139 27.26 21.19 15.72 657 4.48 1.69 LOO 0.20 020 0.20 0.10

カ タ ・ひ ら ワイヤ カ ッ トれ んが 491 0.00 0.20 0.41 5.09 18.74 26.48 20.16 11.00 8.15 3.87 2.44 163 0.20 α61 1.02

ひ ら ・カ タ わらパルプ 299 0.00 α33 1.00 3.68 20.07 29.77 18フ3 14.05 6.35 4.01 1.34 0.33 0.00 αoo α33

その他 シリコンMOSFET中 の移動度 10585 αoo 0.04 0.60 402 7.32 10.37 12.06 12.64 11.54 9.75 7.70 6.13 4.52 3.28 1001



表4-1-9日 本語字種構成別道用分野別用語数(%)

適 用 分 野

字 種 構 成

漢字のみ カタのみ ひらのみ 漠 ・力 漢 ・ひ カ ・ひ 漢 ・カ・ひ その他 合 計

建 築 46 17 3 11 18 1
…

3…1 100 9,178
・・・…

航 空 宇 宙

・...・ ・.・ ・

56 13

..・ ・'.・.・ ・

0 16 10 0 2 3 100 9,078

機 械 38 20 1 20 13 1 5i2 100 34,639

材 料 資 源 40 23 1 22 10 1

・

2 2 100 18,104

化 学 49 17 1 19 10 1 2 1 100 9,788

応 用 化 学 26 32 1 23 8 02 7 100 13537

応 用 物 理 55 14 1 20 6 0 2 3 100 12,306
.・A・ ・.・....・..

生 物 55

・・

13 0 25 4 0 0 2 100 7,364
・・.・ ・..・.・ ・

数 学 65 4 1 12 9 0 8 2 100 4,401

船 舶 海 洋 51 15 1 18 11 1 2 1 100 16,482

情 報 37 21 0 27 6 0 4 5 100 11,379
●●■●●■・■■■

.

地 球 科 学 55 21 0 14

■S◆ ◆・・..

7 0 2i1 100 12,602

農 業 70 7 1

.● ●.■ ・..■ ■

7 13 0 0 1 100 14,897

物 理 52 8 1 18 11 1 5 5 100 4,087

電気電子通信 41 11 0 23 10 0 6 8 100 40571
..・ ・

都 市 工 学 66 18 1 7 5 0 0 3 100 3,682

土 木 52 14 2 12 17 1 3 1… 100 7561
●■.・■ ・..・.・ ・.・ づ

動 物 54 10 1

・・… ◆

28 7 0 oio 1Ωo 8270
・・

林 業 50 11 0

.■ ・.■ ・...■.● ●

19 18 0 2i。 100 335
・ ・........・

そ の 他

.⑳・

61 11

●■■・.s.◆ ● づ

1 13 9 0 2i3 100 29,900

全 体 45 15 1 21 11 0 4 4 100 211,631
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4.2和 英 訳語 の分 野 別分化 の状況

昨年度 の調査 にお い ては、英用 語 を元 に して、そ れ らに対 す る和 訳 語の分野別 の訳

し分 けの状 況 につ いて調査 した。本 年度 には、前記 の両 引 き辞 書 に よ り、和 用語 に対

す る英訳語 の分 化状 況 を調査 し、英→和 、和 →英 の双方 におけ る分 野別 の訳 し分 け の

状況 を比較 調査 す る こ とに した。

(1)英 訳語の適用分野別分化 の状況

表4-2-1は 、和 用 語 か らみて、 その英 訳語 の訳 し分 けの数 と適用分 野数 の関係

を統計 した もので あ る。和 用 語21万 語 の うち17万 語(81%)は 、単 一 の英訳 語

に対 応 してお り、 これ らは翻訳 上 問題 を生 じない とい う点 で、扱 い易 い用 語 とい う こ

とにな る。 また、訳 し分 け のあ る用 語 につ い て も、 そ の訳 し分 けが分 野 に対応 して い

る場 合 も、翻 訳対 象 文献 の分 野 を特定 す る こ とで、 それ な りに処 理 が可能 で ある。 問

題 は、 一つ の分 野 に限 って も、文脈 的 な訳 し分 けが行 われ る とい う種 類 の用 語 であ

り、 こう した もの は、表 の主対 角線 よ り下部 の3角 形 の領 域 に計 上 され る こ とにな

る。 これ らは、21万 語 中の13%程 度 にな ってい る。 と くに、1適 用 分野 、2英 訳

語 の ものが1万8千 語 強 あ り、翻 訳上 、 これ らの処 理 の効 率化 が望 まれ る ところであ

る。

これ らにつ い て は、例 えば、 よ り細分化 された訳 語 の適 用分 野 を設定 す る とい うの

が、 ひ とつ の方法 で あ ろ う。 ただ し、 この場合、単 に概念 的 に分 野 区分全 般 を細 か く

す る とい うの は有効 とは思 わ れな い。 む しろ、 これ ら用 語 を個 別 に点検 しなが ら、訳

し分 け を特定 で きる ような分 野 区分 を、各用 語個別 に考 える とい うゆ き方が必 要 とな

るであ ろ う。

(2)和 訳語の適用分野別分化 の状況

表4-2-2は 、 前表 と同様 の統 計 を、英用 語 に対 す る和 訳 語 に関 して行 った もの

で あ る。 これ を前表 と比 較す る と、1和 訳語 の英用語 は21万5千 語 中の17万8千

語(83%)を 占め、英訳 語 の場合 よ り多少 とも比率 が 高 い。従 っ て、和→ 英 よ り英

→和 の方 がそ の分 簡 単 であ ろ う とい う ことに なるが、 実際 上、有 意 な差 を生 ず る程 の

もの か ど うか は疑 問 で あ る。 む しろ、和 →英 に比べ て、英→ 和 の方 が、訳 し分 け数 の

上方 へ の分散 が全 般 的 に大 きい ことの方 が問題 あろ う。 もっ とも、 主対 角線 下方 の用

語数 の比率 は9%程 度 で あ るか ら、分 野 を特定 した場合 の訳 語 の確 定 可能性 は、和 →

英 よ りも、英 →和 翻訳 の方 が 高 くな ろう。漢 字の造語力 を活 か した分 野別 の翻訳 語創

造 とい う先 人 の努力 が、 この辺 に現 れ ているのか も知 れ な い。

ともあ れ、1適 用 分 野、2訳 語 の英用 語約1万5千 語 に関 して は、前項 と同様 に、

個 別 的 な検 討 を踏 まえ た、 適用 区分 の設定 が有効 と思 わ れ る。
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(3)訳 語分化 の特異事例

表4-2-1～2に お いて検 出 され た、多 訳 語、多適用分 野 を もつ和 英用 語 を具体

的 に示す と、 表4-2-3(和 → 英)、 表4-2--4(英 → 和)の ようであ る。多分

野 ・多 訳語 の用 語 とは、表 の右下付 近 の用語 であ り、多分 野 ・共 通訳 語 の もの は表右

上 に、少数分 野 ・多訳 語 の もの は表左 下 に、 それぞ れ計 上 された用 語 の具体例 で あ

る。 英→和 につ いて は、 カ タカナ長音 の有無 な ど、英 語 のカナ表 記 にゆれ に起 因す る

和 訳 語数 の増 大例 もみ られ る。 これ らは、実 際 には、英→和 翻訳 の際 には問題 にな ら

ない と思 われ るが、和 →英 翻訳時 に は、原文 献 に表記 の ゆれがあ るので、和 英辞書へ

の登録 は必 要な もので あ る。
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表4-2-1 英訳語の適用分野別分化の状況

'数

訳数

12345678910111213141516 合計 酬 ¶・数

1 157,552 10,538 2311 828 367 172 102 49 25 20 6 2 20 0 0 171,974 171,974

… …

2 18,165i6592 1,966 762 360 2σ7 85 52 40 15i10 10 Oi1 0 0 28,265 56,530
… …

3 3,169 1,863 968 438 231 143 88 57 35 24 10 8 4

=

1 0 0 7,039 21,117

4 885 569 381 ぷ 132 94 63 32 23 16 9 6 7 1 0 0 2,452 9β皿
・.・.・. ・.... ・・.

5 摺 加 144 119 86 52 41 29 18 18 12 5 4=4 2 0 1,021 5,105
. ,・ ●●・ ◆◆.・.・.

…

6 102 57 71 61 37 26 25 17 11 8 8 2 3

…

0 1 0 429 2574.・.・ ・..・ . .・

7 42 30 21 28 26 17 15 7 11 7 3 4 2 10 1 215 1505
. .・⑳. . ・..... ….・.

`

8 26 7 8 14 11 7 11 10 5 4 8 5 1 00 0 117 936
.・ ●■● ・…..・ ◆・..…. ・..・ ■●.■ ■■

9 5 5 4 5 4 5 5 7 7 2 0 1 0 1 0 0 51 459
,..・ ・ .・......….. .・

10 3◆ 3 5 4 5 1 3 1 4 0 2 1 1 1 0 0 34 340
.・..… ・...・. ゆ

11 2 1 0 3 1 2 2 0 1 2 0 1 0 0 0 0 15 165

12 0 0 1 0 0 0 1 3 2 3 0 0 0 0 1 0 11 132
1

13 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 oi
…

0・0 0 1 13

14 0 0 0 0 0◆ 0 0 0 0 0 0 1 0 o 0 0 1 14
.・.・

15 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 o 2 30
.● ●つづ●・・

16 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
・...・ ・ .・ ..● ・ .・.

17 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 3 51
....・ … .・ ・

18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
・.・ ・'・合. .・ ■・

…

19 oiO 0 0 01 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 19

… …

合計 180,235
…'19

,869 5,880 2,496 1,260 727 443 265 182 119 68 47 25 10 4 1 211,631

… …

.

エン}9・ 数 209560i
…
33,311 12126 5,989 3,327 2,078 1.4η 950 713 481 305 236i

…
129

…
55i28 7 270,772
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和訳語の適用分野分化の状況
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表4-2-3適 用分野 数 と訳 し分 けの特異事例(和 →英)

多 分 野 ・ 多 訳 語 の 例

層

分野数 15
地球科学,農 業,土 木 都市工学,応 用物理,化 学,機 械,建 築,材 料,

資源,情 報,船 舶海洋,電 気 電子 通信,動 物,そ の他.数 学

釈 教 12
城,COぼ 記,伽ies,f㎞ 卿n,㎞elh,byα,肱y-,鋼 ㎡輌,

Ply,s臼m,sheaf,sぬ 加m

支柱

分野数 13
その他,化 学,機 械,材 料資源,応 用物理,農 業,電 気電子通信.建築,

航空宇宙,船 舶海洋,土 木,地 球科学,物 理

訳 数 17
co1㎜n,鳳mmedm㎞9,pillar,pole,poleb餓 ㏄,po⑤らPlPP,push

』 鋸,』 迦 体,S伍y,S叫S《 ㎞ ㎞9,輌

多 分 野 ・ 共 通 訳 語 の 例

安定性
分野数 14

生物,農 業,そ の他,応 用物理,化 学,機 械,航 空宇宙.材料資源,

情報 船舶海洋,地 球科学,電 気電子通信,都 市工学,土 木

訳 数 2 homeos困s,s⑫ 城 ⑲

応答
分野数 15

電気電子通信,情 報 その他,応 用物理,化 学,機 械,建 築,航 空宇宙,

材料資源,数 学,地 球科学,都 市工学,土 木,動 物,農 業

訳 数 5 answer,answedng,1eply,民sponse,system鵡qxmse

ね じ れ'

分野数 13
建築,化 学,機 械,数 学,船 舶海洋,地 球科学,電 気電子通信,物 理,

応用化学,材 料資源,土 木,農 業,そ の他

訳 数 5 spi「alg「ain,ωfsion,⑩ 国ongmuP,twisLtwis直n9

誤差
分野数 13

その他,応 用化学,応 用物理,機 械,建 築,航 空宇宙,材 料資源,情 報

数学,電 気電子通信,都 市工学,土 木,農 業

訳 数 1 諏

少 数 分 野 ・ 多 訳 語 の 例

らせん階段

2分野数 建築,船 舶海洋

訳 数 15

VIS,ca昭cole,c口 ℃ularsta口,◎ocklesta血,cod③ ロews白r,heHcalst誼,

newels面 オ.㏄ 托ws逸f,soUd-newels紅 血,sp五 壇 法 面,め 五加 ←e.vi㏄

S白血,viSe,windingSta鉋.Win《 五ngS紅 血S

耳折れ表紙

分野数 1 その他

訳 数 11

bmdingw血hc㎞Utedges,bindingwithdivinityc釦 忙uiらb㎞dingw汕

div01ityα ㎏es,bindingwi血yapPedges,boxe《 ㎏e,c江 竃血 α㎏e,div面ity

c口 ℃uiLdivinityedges,div㎞itystyle,tum－ ㎞,yapP
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表4-2-4適 用分野 数 と訳 し分 けの特異事例 (英→和)

多 分 野 ・ 多 訳 語 の 例

その他,機 械,電 気電子通信,応 用化学 応用物理,建 築,航 空宇宙,

分野数 15
材料資源,情 報 船舶海洋,地 球科学,都 市工学,土 木,農 業,化 学

しん 金,ウ ェ ブ,ケ ー ブ ル 心 線 コ ア,コ ア ー,ス プ ー ル,テ ー プ ス プ

⑭ 一ル
,果 心,核,巻 しん,巻 心,岩'氏 岩芯,合 板 の心根,磁 心,心.心

訳 数 30
材,心 線,心 板,芯 材,錐 芯,中 子.中 心,中 心核,中 心部,鉄 心,胴,縄

しん,練 り心,炉 心

応用物理,都 市工学,動 物,化 学,機 械,電 気 電子 通信,農 業.そ の他,

分野数 16
材料資源,船 舶海洋.土 木 建築,地 球科学,応 用化学.数 学,生 物

scale う ろ こ,は か り.も の さ し,り ん片,り ん 毛,ス ケ ー ル,ス ケ ー ル き

訳 数 20 ず,音 階,垢,尺 度 縮尺,直 尺,湯 あか,湯 垢,物 差,物 差 し,目 盛,目

盛尺,鱗,鱗 片

多 分 野 ・ 共 通 訳 語 の 例

材料資源,都 市工学,物 理,そ の他,建 築,航 空宇宙,土 木,応 用化学,

機械,応 用物理,化 学 情報 船舶海洋,地 球科学.電 気電子通信,農 業
bdghmess

分野数 16

訳 数 4 かがや き,輝 度,白 色度,明 るさ

d頗ty
分野数 17

機械,応 用物理 化学,そ の他 応用化学,建 築,航 空宇宙,材 料資源,

情報 数学 船舶海洋,地 球科学 電気電子通信,都 市工学,土 木 農業

物理

釈 教 3 デ ンシテ ィ,濃 度,密 度

少 数 分 野 ・ 多 訳 語 の 例

』

分野数 5 機械,情 報,電 気 電子通信,材 料資源,そ の他

釈 教 12

イクオライザ,イ クオライザー,イ コライザ,ス ライ ド平衡装置,均

圧管,均 圧結線 均圧母線 均熱装置,釣 合いば り,等化器 平衡装

置,補 償要素

poly

分野数 4 農業,応 用化学,化 学,電 気電子通信

訳 数 14

ポリ,ポ リ ー,ポ リア ク リル酸 エステル,ポ リビニルアセ タール,ポ

リビニ ルアル コール,ポ リビニル カルバゾール,ポ リビニ ル ピロリ

ドン,ポ リピニ ルブチ ラール,ポ リビニルポルマール,ポ リメ タク

リル酸 メチル,ポ リメチル ビニールエー テル,ポ リ塩化 ビニ リデ

ン,ポ リ塩化 ビニル
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4.3訳 語 の連鎖 に よる クラス ター分析

(1)連 鎖検索 の方法 と事例

つ ぎに 、和 英 の訳 語 の相 互 関連 に つ い て、 そ の概 況 をつ か む た め に、和 英 の訳 語 を

連 鎖 的 に検 索 して 、 整 理 して み る とい う実 験 を行 っ た 。 英作 文 の 際 に、 まず和 英 辞 書

をひ き、 そ れ だ け で は要 領 を得 な い の で 、 そ こ に現 れ た 英 単 語 を、 さ らに英 和 辞 書 で

ひ い て み る と い っ た こ とは、 日頃 経 験 す る と こ ろ で あ る。 こ こで の実 験 は こ れ と同 等

の こ とで あ る 。 も っ と も、 こ こで は 、 両 引 き辞 書 シ ス テ ム の検 索 機 能 を用 い て 、和 →

英 → 和 → 英 → … とい う連 鎖 を、6段 階 まで 網 羅 的 に た ど っ て い る。

こ こに は 、 日本 語 を起 点 と した事 例 と して 、 「宇 宙 」 か らス タ ー トした場 合 と、 英

語 を起 点 にす る例 で 、 「cycle」 か らス タ ー トした場 合 を掲 げ た 。 実 際 の連 鎖 検 索 結

果 は か な りの紙 面 を要 し、 そ れ ほ ど見 やす くは な い の で 、 そ の 要 約 版 を本 文 中 に挿 入

し、 検 索 結 果 自体 は 、 付 属 資 料 に収 容 した。 す な わ ち 、 「宇 宙 」 の 要 約 版 は、 図4-

3-1で あ り、 そ の詳 細 が く付 属 資料3>で あ る。 同様 に 「cycle」 の 要 約 版 は図4

-3-2で
、 詳 細 版 が く付 属 資 料4>に な って い る。

まず 、 「宇 宙 」 をみ て み る と、 これ に対 す る英 訳 と して、cosmos、cosmic、

space、universeが 得 られ る。 そ こで、 これ ら英 訳 語 に対 す る和 訳 語 を検 索 す る と、

cosmosとcosmicに つ い て は、 宇 宙 だ け が得 られ て、 この方 向 は完 結 す る。 一方space

に 関 して は 、 宇 宙 だ け に は と ど ま らず 、 「宇 宙 空 間 」 、 「す き ま」 、 「間 隔 」 、 「間

隔 文 字 」 、 「込 め物 」 、 「空 間」 、 「歯 み ぞ」 、 「あ き領 域 」 、 「ス ペ ー ス 」 、 「S

P」 な ど、 実 に多 様 な和 訳 語 が現 れ る。 この場 合 、 適 用 分 野 は 、 物 理 学 、 情 報 処 理 、

建 築 、 機 械 な どで あ っ て、spaceに 対 す る訳 し分 け の状 況 が 示 され る。 これ らのspace

関 連 の和 訳 語 につ い て、 ふ た た び英 訳 を検 索 して み る と、clearance、gap、opening、

interstice、stemming等 々 の あ らた な言 葉 が現 れ るの で 、 これ らに対 す る和 訳 語 をつ ぎ

に検 索 す る こ と にな る。 また 、universeに 対 す る和 訳 語 に は 、宇 宙 の ほ か に、 「母 集

団 」 、 「祖 集 団 」 と い う統 計 用 語 が 現 れ、 そ の英 訳 で あ るpopulationか ら、 「人

口」 、 「個 体 数 」 、 「原 子 停 在 数 」 な どが 検 索 され る とい う具 合 で あ る。

「cycle」 か ら始 め た 場 合 は、 そ の和 訳 に 「周 波 」 、 「周 期 」 、 「循 環 」 、 「輪

体 」 、 「サ イ ク ル」 が現 れ 、 そ れ らの 英訳 を検 索 す る と、period、circulation、

percolation、circuit等 々 が得 られ る 。 これ に よ り、 以 下 、 電 気 関 係 、 図書 館 学 、 医

学 、 地 学 等 へ 用 語 の 展 開 が 行 わ れ る。
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図4-3-1訳 語の連鎖による用語展開の事例(日 本語起点)
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図4-3-2訳 語の連鎖 による用語展開の事例(英 語起点)
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訳語の連鎖による用語展開の事例(循 環型)

図4-3--1-1

日本 語 起 点

シ
Z』 ＼

＼　戸

〆4-3-2-1

英語起点

＼.〆
transmlSSIO

etratio
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2)用 語 の ク ラ ス タ ー化

こ こで、訳語連 鎖 の関係 の要素 をモデ ル化 してみ る と、次 の ような ものが あ る

(あ、 い、 う等 は 日本 語 、A、B、C等 は英語。 逆で も可)。

1)往 復:あ ←→A

→A

2)分 岐:あ →B

→C

3)回 帰:あ →A→ い→B→ う→C→ あ

連 鎖検索 の方法 に よる分析 を企 画 する に際 しての基本 的 アイ デア は、訳 語 を連 鎖 的

に検 索 してゆ くこ とに よって、関連用語 の クラス ターが形 成 され るで あろ う とい う も

ので あった。 最 も単純 な群 は、上 記 の1)の 関係 だ けか らなる もの、 す なわ ち、英

和 、和 英 ともに訳 し分 けが な く、1英 用語 と1和 用 語 が対応 して いる だけ とい う場 合

であ る。 これ に属 す る用 語 が語数 的 に多 い こ とは、 図表4-1-3～6か ら も推定 さ

れ るので あるが、 そ の大部分 は使用 頻度 の低 い用語 の ようで あ る。2)は 、 訳 し分 け

が行 われ る部分 の こ とで あ る。 これ に よって分 岐 した ルー トは、 そ の先 で1)の 形 の

終端 に到達 す るか、 また、3)の よ うな、複 数 の用 語が介在 す る回路 を経 て、 も との

用 語 に回帰す る。 これ に よって連鎖 は打 ち切 られ、用 語 の クラス ターが形 成 され る こ

とにな る。

(3)「 発 散 語」 と 「用 語星 図」

ところで、先 の事例 に も現 れ た とお り、連鎖 の途 中で、多 数 の訳 語 と多 数 の適用分

野 を もつ用 語 に逢着 す る と、連 鎖 のルー トは一気 に展 開す る。 シソ ーラス分 析 の分 野

でexplosiontermな る概 念 が用 い られ る ことがあ るが、訳 語 の連鎖 検索 にお いて も、 こ

れ に似 た役 割 をはたす用 語 が ある こ とがわか る。 これ を仮 に 「発 散 語」 と称 す る こ と

にす る。

発 散語 は英 用 語、和 用 語 と もに存 在 す る。前掲 の 「宇 宙」 の例 では、 「宇 宙」 の訳

語 の ひ とつ にspaceが あ り、 これが発散語 として機能 す る こ とに よって、多 くの分 野

の専 門用 語 が取 り込 まれ る ようにな ってい る。用 語 ク ラス ターの 「星 図」 は、 この

ような発散 語 を中心部分 に据 えて、描 かれ る ことになるで あろ う。

新 出 の専 門用 語 を辞 書 に登 録 す る にあた っては、 これ と既登録 語 との関連 につ い

て、綿 密 な調査 が必 要 であ る。 こ こにのべ た、両 引 き辞書 に よる訳 語 の連鎖検 索 と、

これ の星 図的表示 は、専 門用 語辞書 の更新管 理 シス テムの重要 な要素 になる と思 わ

れ、 この点 、後 に再説 す る こ とにす る。
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5.和 文専門用語の抽出方式

5.1実 験用電子化文献 の概要

今 回の調査 に当 たって、和 文 の電子 化 され た文献 を収集 し、 これ か ら和 文 の専 門用

語 を抽 出す る実験 を行 った。実験対 象 文献 には、1)共 同通信社 の配信記事 と、2)

情報 技術 関係 の学 会論文等 の要約 の2種 につ いて行 った。 そ れぞ れの事例 を図5-1

-1-1～2に 示 す
。

5.2簡 易分 か ち書 きの方法 と結 果

和 文 か らの用 語抽 出 にあ た っては、 まず、原文 を分 かち書 き して、用 語 の候補 とし

ての文字列 を切 り出す こ とが必 要 で ある。 この場合 、現今 で は、辞書 を用 いる方 式が

一般 で あ ろ う。 しか し、本研 究 の よ うに、用語 の検 出方式 自体 を問 題 にす る ような場

合 に は、初 めか ら辞 書 を前提 とす る よ うな方法 は、循 環論 法 的 な誤 りを犯 す こ とにな

る。む しろ、 な るべ く多 くの用 語候 補 が見 いだ され る ような方 法 が望 ま しい。

昨年度 の調査研 究 にお いて、英文 複合 語(複 数 単語)の 専 門用語 の抽 出方法 を検 討

した際 、英単語 を 日本語 の各1文 字 と読 み替 えて処 理 すれ ば、 ほぼ 同様 の考 え方で、

和文 の分 か ち書 き、 すな わち用 語候 補 の抽 出 がで きるであ ろ う との予想 が得 られ てい

る。一 方、 国立 国語研 究所 ・中野洋 言 語体 系研究 部長 の もとで は、 辞書 を用 いず に、

漢 字個 々 の音訓 ヨミの表 と、若 干 の文法 的接尾辞 の表 を用 い る こ とで、和 文 を分 か ち

書 き した上 で、 ヨミをふ る とい うシステ ムを、多 年 にわ た り開発 し、語 彙調査 に実用

して い る。 このシステ ムは、基 本 的 に字種 の変化 点(例 えば、漢字 か らひ らが なへ の

移行 な ど)に 着 目 し、一定 の判 定基 準 の もとに、そ こに語句 の切 れ 目を挿入 す る(分

かち書 きす る)と い う もので あ る。

こ う した事例 を参考 に、本 調査研 究 で も、 字種 変化 に着 目 した語句 の切 り出 しアル

ゴ リズ ム を開発 し、 そ の結果得 られ た語句 を用 語 の候補 と して、既 述 の画 引 き辞書 と

突 き合 わせ て、用語 の認定 お よび頻度 統計 を行 うこ とに した。 この分 か ち書 き処理 の

結 果例 を図5-2-1-1～2に 示 す。
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図5-1--1-1 実験用 電子化文献の例(一 般記事)

しかし硬直 した大学のアンチチテーゼとしてこうした遊びの達人の講義 を持って くるといっ

た二項対立的な考え方は少 し古いんではないだろうか。硬直 したアカデミズムを軟派の論理

で突き崩す といえば聞こえはいいが結局それはお祭 り騒ぎにすぎず、最後 はしょせん遊 びで

すから式の開き直 りで終わる心配 もある。講義の中身は面 白いんだからいそのこと軟派風の

売 り方はやめて、これこそが真の教養だというような大上段の構えがあてもいいんじゃない

だろうか。

産経新聞社編 「大学を問 う」(新 潮社 ・一二〇〇円)に は日本の大学の現状がカタログのよ

うに網羅 されている副題 には荒廃する現場からの報告 とあ り大学=荒 廃 というマスコミの固

定観念の強 さにちとあきれて しまうが仮 に大学の現状を荒廃 と呼ぶにしてもその中身は一九

七〇年代的な荒廃 とはずいぶん違っているものだと考えさせられる。例えばかつてあれほど

騒がれた産学合同の研究体制などは今や問題 にすらな り得ないようだそうした中から教養課

程の廃止 といた声 も起 こってくるのだろう。

図5-1-1-2 実験用電子化文献の例(情 報分野論文要旨)

この論文は、従来のクロック ・システムよりもかなり有利な点を提供でき、通常の非同期法

に関連 した欠点のない、高性能非同期アーキテクチャへの新 しいアプローチについて述べて

いる。集積化の レベルが増大すると、この技法 を用いて設計 した非同期波面 アレイウデーブ

フロン ト)は 、これ と等価な同期型シス トリック ・アレイにまさる3つ の重要な利点を有す

る、すなわちそれはより速いスループット(全 システムを通 してデータがクロックされる速

度)よ り少ない設計の複雑 さ及びより高い信頼性である。後者の利点は良 く知 られている

が、新 しいアプローチの結果である最初の2つ は、自己タイミング ・システムを、高性能応

用に関 して更に魅力的なものとする。我々の提案 した非同期アーキテクチ ャのコス トはシリ

コンの面積であ り、それは高々、等価な同期系設計の2倍 であろうと思 われる。我々の非同

期手法を用いる利益 と欠点は三波面アレイ2つ の一次元マルチプライヤと1つ の2次 元ソ

一夕を用いて強調 されている。この3つ は全て1つ の基本的なビルディング ・ブロックを用

いて作 ることができ、また2ミ クロンCMOSを 用いた時のシュミレーシ ョンは、それらが静

的な論理インプリメンテーションに対 して250メ ガヘルツ及び動的な論理インプリメンテ

ーションに対 しては4メ ガヘルツ以上のスループットが可能であることを示 している。
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図5-2-1-1 分かち書 きの処理の例(一 般記事)

1し かし1硬 直1し た1大 学1の1ア ンチチテーゼ1と してこう した1遊1び の1達 人1の1講 義1を

1持1っ て くる といった1二 項対立的1な1考1え1方1は1少1し1古1い んではないだろうか1。

1硬 直1し た1ア カデ ミズム1を1軟 派1の1論 理1で1突1き1崩1す といえば1聞1こnは いいが

1結局1そ れはお1祭1り1騒1ぎ にす ぎず11最 後1は しょせ ん1遊1び ですか ら1式1の1開1

き1直1り で1終1わ る1心 配1も ある1。1講 義1の1中 身1は1面 白1い んだか らいそのこ と1軟

派風1の1売1り1方1は やめてllこ れこそが1真1の1教 養1だ というような1大 上段1の1構

1え があて もいいん じゃないだろうか1

産経新聞社編1「1大 学1を1問1う1」(1新 潮社1・1一 二〇〇円1)1に は1日 本1の1大 学1

の1現 状1が1カ タログ1の ように1網 羅1さ れている1副 題1に は1荒 廃1す る1醐1か らの1報

告1と あ り1大 学1=1荒 廃1と い う1マ スコ ミ1の1固 定観念1の1強1さ にちとあきれて しまうが

1仮1に1大 学1の1現 状1を1荒 廃1と1呼1ぶ に して もその1中 身1は1一 九七〇年代的1な1荒

廃1と はずいぶん1違1っ ているものだ と1考1え させ られる1。1例1え ばかつてあれほ ど1騒1が

れた1産 学合同1の1研 究体制1な どは1今1や1問 題1に す らな り1得1な い ようだそうした1中1

から1教 養課程1の1廃 止1と いた1声1も1起1こ って くるのだろ う1。

図5-2-1-2 分かち書 きの処理の例(情 報分野論文要旨)

1こ の1論 文1はll従 来1の1ク ロ ッ ク い1シ ス テ ム1よ りも か な り1有 利1な1点1を1提 供

1で きll通 常1の1非 同 期 法1に1関 連1し た1欠 点1の1な い 、1高 性 能 非 同 期1ア ー キ テ ク チ

ャ1へ1の1新1し い1ア プ ロ ー チ1に1つ い て1述 べ て い る 。1集 積 化1の1レ ベ ル1が1増 大1す

る と1、1こ の1技 法1を1一 用1い て1設 計1し た1非 同 期 波 面1ア レイ ウデ ー ブ フ ロ ン ト1)1は1、

1こ れ と1等 価1な1同 期 型1シ ス トリ ッ ク1・1ア レイ1に ま さ る131つ1の1重 要1な1利 点1

を1有1す るllす な わ ち そ れ は よ り1速1い1ス ル ー プ ッ ト1(1全1シ ス テ ム1を1通1し て1

デ ー タ1が1ク ロ ッ ク1さ れ る1速 度1)1よ り1少1な い1設 計1の1複 雑1さ1及1び1よ り1

高1い1信 頼 性1で あ る 。1後 者1の1利 点1は1良1く1知1ら れ て い るが 、1新1し い1ア プ ロ ー

チ1の1結 果1で あ る1最 初1の121つ はll自 己1タ イ ミ ン グ1・1シ ス テ ム1を11高 性 能

応 用1に1関1し て1更1に1魅 力 的1な もの とす る1。1我 々1の1提 案1し た1非 同 期1ア ー キ テ

クチ ャ1の1コ ス ト1は1シ リ コ ン1の1面 積1で あ りllそ れ は1高 々11等 価1な1同 期 系 設

計1の12倍1で あ ろ う1と1思1わ れ る1。1我 々1の1非 同 期 手 法1を1用1い る1利 益1と1欠

点1は1三 波 面1ア レイ1:121つ の1一 次 元1マ ル チ プ ラ イ ヤ1とllIつ の121次 元1ソ 日 夕

1を1用1い て1強 調1さ れ て い る1。1こ の131つ1は1全1てlllつ の1基 本 的1な1ビ ル デ

ィ ン グ1・1ブ ロ ッ ク1を1用1い て1作1る こ とが で きllま た121ミ ク ロ ンICMOSIを1用

1い た1時1の1シ ュ ミ レー シ ョン1は 、1そ れ ら1が1静 的1な1論 理1イ ン プ リ メ ン テ ー シ ョ ン1

に1対1し て12501メ ガヘ ル ツ1及1び1動 的1な1論 理1イ ン プ リ メ ン テ ー シ ョ ン1に1対1し

て は141メ ガ ヘ ル ツ1以 上1の1ス ル ー プ ッ ト1が1可 能1で あ る こ とを1示1し て い る1。
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5.3両 引 き辞 書 との突 き合 わせ処 理

前 項 で分 か ち書 きされた各 用 語候補 につ いて、両引 き辞 書 の和 →英検 索機 能 によ

り、 突 き合 わせ を行 う。 この とき、単純 な一致検索 のみで は、有効 な結 果 が得 られ な

いの で、用 語候補 の文 字列 を分 割 して、すべ ての部分 文字 列 を切 り出 し、 そ れぞれ を

両引 き辞書 と照合 した。例 えば、 「不等辺 山形鋼」 が、分 かち書 き処理 の結 果 の用 語

候 補 として得 られ た とき、 これか ら下 記の21種 の文字列 を切 り出 し、 これ らにつ い

て辞書 との照合 を行 う。

《不 》 《等 》 《辺》 《山》 《形》 《鋼 》

《不等 》 《等 辺》 《辺 山》 《山形》 《形鋼 》

《不 等辺》 《等 辺 山》 《辺 山形 》 《山形鋼 》

《不 等辺 山》 《等 辺 山形 》 《辺山形鋼 》

《不等 辺 山形 》 《等 辺 山形鋼》

《不等 辺 山形鋼 》

こう した部 分文字 列照 合方 式 に よ り、原文 中で 「用 語」 の可 能性 のあ る文 字 のつ ら

な りは、両 引 き辞書 と照 合 され、辞 書へ の登 録 の有無 が点検 され、 また次 記 の頻度 統

計 が行 われる。

5.4未 登録 語 の検 出 と検定

上 記 の処理 の結果 、辞書 未登 録 の用 語候 補 が出力 され る。 これ を出現頻度 順 にな ら

べ て み る と、 部分 文 字列 の照合 か ら派生す る、一文字 の漢字 やカナ な どが先 頭部分 に

くる ほか、専 門辞書 には入 れ られ な い、 いわば本 来 的な一般用 語 が現 れ る。 そ こで、

文字 数 の制約 と機 械化 常用 語辞書 との照合 に よ り、 これ らを除去 す る と、新 出専 門用

語 の第 一次候 補 の リス トが得 られ る。 これ を専 門家 が ざっ と一覧 して、専 門用語 で あ

りそ うな もの をだ け を選 んで み た例 が、表5-4-1で あ る(情 報分 野 の論 文要 旨デ

ー タを対象 に した もの) 。

と ころで、 これ らの うちの どれが真 に専 門 的な用 語 であ り、 そ の英訳 と して、独 特

の英 語専 門用 語 を当 て る必 要 のあ る ような種 類 の用 語 であ るか とい う視 点 で、選別 作

業 を進 め るため には、そ れ な りの参照資料 が必 要で ある。す なわち、そ の第 一 は、 当

該用 語 が現 れ た原 文献 自体 で あ り、 またその第二 と して、前 章 の訳語連 鎖分析 にみ た

よ うな、辞書 中での 関連 用 語 を網 羅 的 リス トがあげ られ る。前 者 は具体 的 な用例 を点

検 す る もので ある し、後 者 は、辞書 に既登録 の用語 と、 この未登 録語 との関係 を点検

す る ための ものであ る。 これ ら資料 のいずれ につい て も、そ の調製 の ための コンピュ
ー タ処 理 シス テ ムを用 意 す る こ とで、見易 い形式 の もの をオ ンライ ン的 に表 示 させ る

な ど、作 業 の効率化 を図 る こ とが で きるであ ろ う。 こ こに、辞書 更新 のため のデー タ

ベ ース ・シス テムの構 築 が示 唆 され る。 そ こで、 この点 につ い て、7章 に稿 を改 め て

検 討 す る こ とにす る。
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表5--4-1辞 書未登録語 の専 門用語候補 の例(情 報分 野要旨)(1)

プアジイ

円曲線

ハイパーテキス ト

再帰的下向

連想形記憶

性文法

並列実行

平均符号長

画像情報

推論規則

言語処理系

字枠図形

一的

度計算
一方向性関数

並列性

分散型

交点計算

原画像

マルチメディアデータベー

離散対数問題

黒画素密度

索時間

均質物体

準漢字

学術情報

物体探索

号語

ユーザインタフェース

筆点運動波形

応関係

生成規則

情報較差

自動生成

様記述

漢字数

レイ トレーシング

認識実験

二階層

9

一)

(3

2

1

4

昂3

3

3

(3

お

臼

万

鱒

答

21

21

21

分光計算

物体表面

設計対象

順序保存符号

言語仕様

拡散反射成分

演算子順位

ルックアップテープル

非終端記号

定理証明器

知識処理

制約伝播

制約充足機能

推論法

色性反射

詳細化

計算量

形記述子

帰納推論

基本制約

マルチコンテクス ト

ポインタ

パワースベクトル

ディレクトリ

文章理解

秘密鍵

聴覚心理実験

知識表現言語

大型計算機

稼働

メタオブジェクト

マクロパイプライン

相論理

中間解

逐次的

大容量

多言語

線図形

診断対象

結合型

抽出用

認識対象

定量的

階的詳細化

対話型

多数桁整数

生体信号

正当性

垂直方向

15次 元物体

15協 調動作

15逆 向

因

割合

候補

連続音声

並列度

排他制御

端点値探索法

端点区間

端点解

制限効果

受動化条件

写像関係

実行可能

自由変数

黒画素

激

究実施計画

近似的

開始点間

解析的

音素認識

意味表現

意味構造

メモリシステム

マルチメディア

ボロノイ

データモデル

ス トリーム
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1

表5-4-1 辞書見登録語の専門用語候補の例 (情報分野 要旨)(2)

抽出用語 頻度 抽出用語 頻度 抽出用語 頻度

必要十分条件 10 署名方式 9 擬似乱数生成器 8

反射成分 10 処理結果 9 輝度値 8

特徴量 10 熟練者 9 顔画像 8

数的仕様

処

素因数分解

生起確率

実現方法

実現方式

自動形成

自己反映計算

仕様記述言語

術符号

高速処理

ム開鍵暗号

交通分野

故障診断

究代表者

索機能

法

幾何

関数型

画像検索

音声材料

英日機械翻訳

置関係

暗号方式
スーパコンピュータ

シェイデイング

並列協調問題解決

号化

部分問題

号語長

不可分命令

非単調論理

非接触式

反対語

波画像

日常手書

迅速

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

9

9

9

9

9

9

9

9

次元表示

次元空間

言語表現

空間分割数

鏡面反射成分

幾何学的

階層間

レンダリング

ヒューマンインタフェース

アイコニックプログラミン

論理体系

連続音声認識

類推理論

立位姿勢時

立位姿勢

変換行列

平均処理時間

文字組

文字情報

文字候補

文解析

分光電力分布

表面反射率

筆記条件

熱視線

認識精度

入力文字列

統語構造

抽出成功率

知識工学的手法

組文脈自由文法

進木構造

証明系

昇順

充足不能

辞書項目

客観的輪郭

8

8

漢字認識

拡散相互反射

画素単位

メタブログラミング

ボトルネック

プロトタイピング

ファジイデータ

トランスレータ

キャッシュミス

連続領域

用形態

明確化

文法的

号操作

号時間

認識法

認識漢字

日本語文章

通信計算量

逐次実行用

多項式時間

即時表示

器形状

数値処理

実行速度

質問言語

覚的階層的質問言語

冊子体

標値

高次

高階項

語義

原画像中

形式的体系

局所性

協調問題解決

話者適応

8

曾
∨

曾
V

8

8

7
・

7

7

7
"

7
・

7
・

7
・

7
・

7

7

7

7
`

⇔グ

7

7

7
σ

7

7
■
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表5-4-1辞 書見登 録語 の専 門用語候補 の例(情 報分野要 旨)(3)

外処理

理論的性質

限体上

優先度

正用

便宜的

変形性

並列型

並列化可能

並行性

文字候補数

探索

部分問題間

等式系

評価実験

表示可能

準辞書

点座標

者識別法

範囲指定形式

雛

配列構造

音声

日本語文章推敵支援

出法

導出順序

点字機械辞書

転送経路

典拠

直接実装

端点値集合

多数桁整数乗

選択点

集合

設計解

接頭辞

能比

図学教育

人工内耳

参照関係解析

構文解析手続

固有物体色

究発表欄

研究実績

索能力

計算機実験

極小点集合

育漢字

急激

逆対応

技術的

輝度上

記憶量

機械辞書

基礎理論

簡約可能

感覚障害

格納用

拡散成分

回路実現言語

画像検索用端末

下部組織

音素系列
一方向性置換

データベースワークペンチ

センタアルゴリズム

列挙

類型

累積距離

立体保持過程

立体知覚後

理論的成果

要求仕様記述

方式設計

母音認識

弁別素性

変数宣言

変換機能

並列処理言語

認識知識

認識処理

認識手法

日本語訳語

日本科学技術情報

同時提示

当初計画

開係数

部分

知的分散処理

値論理回路

談話構造

単語音声

数的手法

応操作文

面電位図

多値関数

送信遅延

総合的数式処理

相互反射色

互拘束

設計開発

声道断面形状

制約付変数

制御結果

推論方式

推論機構

聞記事

条件分岐

処理部分

出力過程

受動態

実装方法

実行効率

視点制御

視点主導型知識

誌論文

最適化問題

最小生成木

最終目的

形態素解析法
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6.和 文専 門用語 の頻度分析 と分野分類

6.1分 野分 類 の設定

本 調査研 究 で は、専 門用語 辞書 の整備 方式 を検 討課 題 と してい るが、 そ こで は、専

門分 野分 類 の設定 自体 も大 きな課題 になる。 当面 は、科 学技術 分野 を対 象 に考 えて、

これ をどの程度 に細分 化 して、両 引 き辞書 におけ る用 語 の適 用分野 区分 や、実験用 原

文献 の対 象分 野区分 に用 いる のが適 当で あるか につ いて検 討 した。

この検 討 には、学術 用 語辞書 、JIS用 語辞書 、 マ グ ロー ヒル科 学技術用 語辞書 に

おけ る分 野 区分 が、 一応 の参考 にな る。 もっ と も、本 調査 で の分野分 類 の 目的 は、 学

問分 野 に関す る一般 的 な分 類 を設定 しようとい うわけで はな く、用 語 の訳 し分 け と密

接 に連 関 した分 野分類 の設定 が必 要で ある。 す なわち、 この場合、 語彙 の分 化 、独 自

性 とい うのが分 野認定 の基 準 になる はずで ある。 もっ とも、 こう した観 点 か らの検 討

に即応 す る ような、計 量 的 デー タは これ まで存在 せ ず、む しろ、本 調査研 究 の延長 上

にお いて、集積 され うる もので ある。従 って、 当面 は、上記 の既成辞書 での分 野区分

に加 えて、独 自の調査 を実 施 し、 これ らを専 門家 の委員 会 で総合 的 に検 討 して もらっ

て、 本調査 のため に もちい るべ き分野分類 を確 定 した。

す なわち、分野分 類 のため の調査 として、 わが国 の大 学 におけ る学科 ・講座 の設置

状況 と、 日本 学術 会議 の研 究連絡委 員会構成 を調査 した。 また、 日本工 学会 の協力 を

仰 いで、傘下 学会 を中心 に ア ンケ ー ト調査 を実施 し、各 学会 が 自己 の担 当専 門分野 を

どの ように考 えてい るか の意 見 を徴 した(表6-1-1)。 これ は、 学会誌 を翻訳 対

象 文献 とす る場合 に、 そ の掲 載論 文 に どの分 野分 類 を与 えるべ きか とい う観 点 で も応

用 で きる もの である。 これ ら調査 を総合 的 に検 討 した結 果、 すで に示 した よ うな21

分 野 の設定 に至 った。

さ らに、両 引 き辞 書 の編成 にあ た っては、 学術 用 語辞書 等 、既成 の3辞 書 そ れぞ れ

におけ る分野 区分 を、今 回の分 類 に統合 する必 要 が ある。 このため に定義 され た、各

辞書 の原分 類 と今 回 の対応 関係 は、<付 属資料1>に 示 す とお りで ある。 また、 わ が

国 の大 学 にお ける学 科 ・講座 設置状 況調査 の結 果 をく付 属 資料2>に 示 す。
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表6-1-1分 野分類 ア ンケー ト調査結 果(1)

分野 主専門分野 となる学会 関係分野となる学会

日本機械学会,自 動車技術学会, 空気調和 ・衛生工学会,

精密工学会,日 本冷凍協会, プ リン ト回路 学会,

日本塑性加工学会,日 本潤滑学会, 日本航空宇宙学会,日 本鋳物協会,

機械 日本舶用機関学会,可 視化情報学会, 軽金属学会,山 陽技術振興会,

日本混相流学会,粉 体粉末冶金協会, 日本原子力協会,表 面技術協会,

日本伝熱学会 日本 シ ミュ レー シ ョン学会,

計測自動制御学会

日本建築学会,空 気調和 ・衛生工学会, 土木学会,土 質工学会,

日本 コンフ リー ト工学協会 日本冷凍協会,照 明学会,
建築

骨材資源工学会,腐 食防食協会

応用物理学会,日 本応用磁気学会 日本物理学会,日 本分析化学会,

照明学会,日 本混相流学会,

計測自動制御学会,

応用物理
日本 セ ラ ミックス協会,

日本航空宇宙学会,日 本原子力協会,

表面技術協会,日 本写真学会

日本化学会,高 分子学会, 日本 コンフ リー ト工学協会,

一一
一 日本分析化学会,化 学工学協会, 表面技術協会,日 本潤滑学会,

日本 セ ラミックス協 会,石 油学会, 資源 ・素材学会,

化学 日本 ゴム協会,電 気化学協会,繊 維学会, 資源処理技術研究会(浮 選研究会),

触媒学会,腐 食防食協会, 粉体粉末冶金協会,

日本エネルギー学会 プリン ト回路学会,

日本鋳物協会,日 本写真学会

日本航空技術協会,日 本航空宇宙学会 日本機械学会
航空宇宙

日本鉄鋼協会,日 本金属学会,溶接学会, 日本 セラ ミックス協 会,

A
日本溶接協会,日 本鋳物協会, 日本塑性加工学会,日 本ゴム協会,

表面技術協会,資 源 ・素材学会, 電気化学協会,腐 食防食協会,

材料資源
軽金属学会,日 本写真学会, 日本エネルギー学会,日 本潤滑学会,

骨材資源工学会, 日本建築学会,日 本原子力協会,

資源処理技術研究会(浮 選研究会) 日本混相流学会,山 陽技術振興会
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一
表6-1-1分 野分類 アンケ ー ト調査結果(2)

分野 主専門分野 となる学会 関係分野 となる学会

船舶海洋 日本造船学会 日本舶用機関学会

電子情報通信学会,電 気学会,

計測自動制御学会,精 密工学会,

情報
情報処理学会,日 本シミュレーショ

ン学会,山 陽技術振興会
テレビジョン学会,電 気通信協会,

画像電子学会,日 本写真学会,

プリント回路学会

電子情報通信学会,電 気学会,プ リ
自動車技術学会,日 本応用磁気学会,

ント回路学会,日 本鉄道電気技術協
日本 シ ミュ レー シ ョン学会,

電気電子通信 会,計 測自動制御学会,テ レビジョ
応用物理学会,山 陽技術振興会,

ン学会,照 明学会,電 気通信協会,
粉体粉末冶金協会

電気設備学会,画 像電子学会

土木学会,土 質工学会,日 本 コンク 日本建築学会,骨 材資源工学会,

土木 リー ト工学協会 日本ゴム協会,日 本混相流学会

日本物理学会 応用物理学会,日 本原子力協会,

物理 日本応用磁気学会,プ リン ト回路学会

日本分析化学会

地球科学

日本水環境学会,土 木学会,

都市工学 日本建築学会

日本冷凍協会

農業

腐食防食協会

生物

日本物理学会,

数学
日本 シ ミュ レー シ ョン学会

林業

水産
日本冷凍協会

日本機械学会,腐 食防食協会
医工学
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6.2和 文専 門用語の出現頻度統計 の方式

和文専 門用 語 の出現 頻度 の統計 は、 「専 門用 語 の抽 出方式」 にお いて既述 の とお り

で ある。 す なわち、通信 社配信 の一般 記事 と情 報関係 の論文抄 録 につ いて、分 かち書

き処理 、部分 文 字列へ の分解 、両引 き辞 書 との照 合 とい う過程 を通 じて、出現 頻度 を

統 計 した。辞 書 との照合 の際 、分 か ち書 きされた用 語全体 と一致 す る用語 が辞 書 に

登 録 されてい た場 合(完 全 一致 カ ウ ン ト)と 、部分 文 字列 が辞書 に発 見 され た場合

(部分 一致 カ ウン ト)と を別 々 に集計 してい る。 た とえば、 「不 等 辺 山形鋼 」 の場

合 、 《不等辺 山形鋼 》 は完全 一致 として集計 され、 また、 《鋼 》、 《形鋼 》 、 《山形

鋼 》、 《等辺 山形 》、 《等辺 山形鋼 》等 々 の うちで、辞書 中 に発 見 され る用 語 は部分

一致 と して集 計 され る。 この統計結 果 を もとに、完 全 一致 カ ウン トと部分 一致 カ ウン

トとの関係 に着 目 して整 理 した集計 表 を、後 掲 の とお り作 成 し、検 討 した。

6.3統 計結 果

(1)高 頻度用語

表6-3-1～2は 、一般 記事 と情 報関係 論文 抄録 におけ る、完 全 一致、 部分 一致

カ ウン トを通 じた頻度 の高 い用語 の リス トで ある。 当然 なが ら、接 頭辞 、接 尾 辞 的用

語が、大 きな部分 一致 カウ ン トを獲 得 して、多 くリス トされる こ とにな って いる。 一

方、完全一致 カ ウ ン トの大 きい もの は、 日、行 な どであ る。 これ らは、大 部分 、助 詞

な どに囲 まれ て文 章 中 に独 立 して現 れ る ことが多 い 日常 語 であ る。 しか し、専 門用 語

辞書 に も登録 され てい るこ とか ら、分野 に よって専 門的 な用法 の あ る もので あ る。機

械 翻訳 にあ た って は、 これ らの、 日常 的用 法 か専 門 的用法 かの判 別 が、最 も判 定 の難

しい ところ と思 われる。
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表6-3-1高 頻 度 の 日本 語 用 語(一 般 記事)(1)

E=完 全一致,P=部 分一致(二 重下線部による照合)

頻度 日本語 照合 英語 分野

5296 行 E horizontalline 情報

3896 日 E 卿 応用物理 航空宇宙 電気電子通信ぷ 市工学

3270 時 E hour 電気電子通信

1957 輪 E a民01a 動物

1689 差 E ㎞eq画 ⑲ その他 応用物理 航空宇宙

1654 出 E 曲 その他

1366 西 E west 応用物理 航空宇宙 都市工学

1353 日本 E J司pan その他

1262 上 E 曲 その他

1201 大 E 卿 数学

1189 人 E pe囎on その他

1151 分 E ⌒ 数学

1100 入 E on 電気電子通信,物理

1027 対 E 画 応用物理 機械,電気電子通信

1019 運動 E ma』㎜ α 航空宇宙

1016 日且
一 P 陶 応用物理 航空宇宙 電気電子通信ぷ 市工学

⑰ 編注一 P ⊇ 情報

⑰ 編注
一 P no缶 情報

902 編注一 P 。ompu政pnD卿amo励on 情報

⑰ 編注一 P comm㎝t 情報

896 初 日 E 毎dale 地球科学農業

883 タイ上座一 P To百 応用物理機械 電気電子通信

883 江 上ル P 6ght 機械

883 五 トルー P 6e 機械建築土木

882 表 E 伍ble 応用物理 航空宇宙 情報 数学 都市工学

874 東 E 縦 地球科学

856 開 E 0鉦 電気電子通信

792 リグ E 屯 機械

744 野球
一 P sp㎞1ite 地球科学

744 野球一 P 』 応用物理機械 数学
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表6-3-1高 頻度 の 日本語用語(一 般記事)(2)

E=完 全一説P=部 分一致(二 重下線部による照合)

頻度 日本語 照合 英語 分野

722 口 E ぴ 農業

679 合 E
.・

00町uncロon 応用物理,航空宇宙

629 カ E
■

mosqu"o 動物

619 高 E High その他

599 年 E anmlalvo1㎜e その他

590 野 E 鋤 数学

571 持主 P semi一 数学一

569 以上 E 9藺 αequa1 数学

踊 雨 E 血 応用物理建築,地球科学 都市工学土木

533 次 E 曲 応用物理航空宇宙 都市工学

517 点 E ㎞bdapo㎞t 機械

皿 切 E O{f 電気電子通信

480 前節 E P叩x五 胎 動物

478 目 E 嘘 応用物理 生物,船舶海洋 都市工学 動物農 業

475 月 E month 応用物理 航空宇宙 都市工学

473 写真 E phoω9ロph 化学

453 秒 E S 機械

449 ロシエ P 虻 地球科学一

448 問題 E Plob1㎝ 応用物理 情報,電気電子通信

445 北墓 P ㎝ 地球科学一

443 曇 E ove㏄a9 航空宇宙,地球科学

430 天気 E 』 航空宇宙,地球科学

425 下 E ㎞ その他

414 度 E 』 数学

413 後 E ぱ 応用物理.電気電子通信

401 頭 E 励 応用物理 都市工学,動物,農業

390 米 E 曲 農業

390 ラ E mule 農業

367 竹下返 P ⌒ 数学一

367 号 E issue その他
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表6-3-1高 頻 度 の 日本 語 用 語(一 般 記 事)(3)

E=完 全一致,P=部 分一致(二 重下線部による照合)

頻度 日本語 照合 英語 分野

345 必要 E 一 数学

345 ドイツ E (㎞ 囎町 電気電子通信

341 関連 E aSSOC泌on 応 用物 理,数 学,生 物,都 市工学,動 物,農 業

334 増 E 』 応用物理.情報

333 方 E sh証t 応用物理地学淋料資源都市工学

333 語 E 頑 応用物理,情報 電気電子通信,都市工学

326 前 E ㎞ 情報

319 テ レビ E ¢1evision餓darajrnavigaion 航空宇宙

318 今」回 P ㎞ 電気電子通信一

318 今」同一 P 卿 動物

318 位 E pboe 数学

311 雪 E 組OW 応用物理,建築,地球科学,土木

309 中心 E ⑭ 機械,数学,電気電子通信

郷 給一 P oo可mcdon 応用物理,航空宇宙

300 回 E gyms 動物

295 確皇一 P ㎞ 電気電子通信.物理

295 確率 E Pmbability 応用物理,機械,建築.航空宇宙,情報 数学

及 確率遡一 P P爬 蛋c600 応用物理,航空宇宙ぷ 市工学

脳 確率遡 P 60口 銘醜 航空宇宙,地球科学一

脳 確率珪 P FCST 航空宇宙一

脳 蜜整予報一 P pmbability 応用物理,機械,建築,航空宇宙,情熱 数学輌

脳 確率予報 E pmbability60民cast 地球科学

別 降水 E P【o⑳i勾 画on 化学 建築,船舶海洋,地球科学,土木 農業

291 父 E 曲 農業

288 今後 P 嫉 応用物理,電気電子通信一

288 今後 P { 情報一

287 手 E ㎞ 機械,電気電子通信,動物

287 金 E 90魁 応用物理化 学.材料資源.都市工学

捌 特賞 P 翻 その他一

283 馬 E ㎞ 建築
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表6-3-2高 頻 度 の 日本 語 用 語(情 報 分 野 論 文 要 旨)(1)

E=完 全一致,P=部 分一致(二 重下線部による照合)

頻度 日本語 照合 英語 分野

1349 行 E horizonロ11㎞e 情報

1172 シス テム E system 応用物理,機械 情報 電気電子通信

728 デ ー タ E 鋤 応用物理 機械 情報 数学,地球科学 電気電子通信

碗 場丘一 P conjunc60n 応用物理 航空宇宙

551 対 E 画 応用物理,機械,電気電子通信

蜘 開発 E developm㎝t その他

523 上 E 眠 その他

500 研究 E invesdgaUon 電気電子通信

483 モデル E 棚 応用物理,航空宇宙,情報 電気電子通信,都市工学

448 方法 E method 応用物理機械情報電気電子通信土木

433 プログラム E Pm9「am 機械航空宇宙情報 地球科学電気電子通信土木

415 必要 E 一 数学

410 図 E MAP 応用物理航 空宇宙瀞 市工学

403 次 E 嘘 応用物理航空宇宙 都市工学

392 基 E gmup 化学

386 結果 E 血idng 農業

348 処理 E ㎞直bma60npnD㏄ssing 情報

314 アル ゴリズム E algorithm 応用物理 情報 数学 電気電子通信ぷ 市工学

甥 利用 E 『 その他

292 問題 E probl㎝ 応用物理,情報 電気電子通信

290 デ ー タ ベ ー ス E daabase 情報 電気電子通信

286 設計 E 働 応用物理機械建築情報電気電子通信ユ木

摺 値 E v泣ue 応用物理.情報 都市工学

275 櫨 P 一 応用物理,情報一

275 棚一 P invesdgadon 電気電子通信

275 櫨 P examinadon 電気電子通信一

269 可能 E possible 応用物理,情報

痴 蛾 E 一 電気電子通信

265 大 E 卿 数学

255 記述 E ⌒ 機械
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表6-3-2高 頻 度 の 日本 語 用 語(情 報 分 野 論 文 要 旨)(2)

E=完 全一致,P=部 分一致(二 重下線部による照合)

頻度 日本語 照合 英語 分野

248 方式 E ㎜ 電気電子通信

235 構成 E 。・頑麺 ・n 情報電気電子通信

233 表 E ⑬ble 応用物理,航空宇宙,情報 数学,都市工学

231 以下 E 1essorequa1 数学

229 出 E 旭 その他

229 言語 E ㎞guage 情報 電気電子通信

225 解析 E analys込 応用物理機械 数学地球科学都市工学土木

224 定義 E 輌 情報

221 評価 E evalua60n 応用物理,情報

220 対応 E 一 数学

218 文字 E 帷 電気電子通信

218 表現 E
・

頑 ㎝taロon 応用物理情報 数学ぷ 市工学

212 集合 E as記mb㎏} 船舶海洋

210 計算 E calcu皿ion 応用物理,電気電子通信

泌 プロセ ッサ E ㎞guageprO㏄SSOr 情報

203 ソ フ トウ ェ ア E softwa鵡 機械.情報電気電子通信

泌 情報 E 血6bm砲 口on 応用物理,航空宇宙,情報 地球科学,電気電子通信,

199 合 E ㎝junc㊤n 応用物理 航空宇宙

199 呼 E 副 電気電子通信

197 関数 E ㎞C直on 応用物理 航空宇宙,情報 数学 電気電子通信都 市工学

192 法 E modu10 数学

186 機能 E fmcUon 電気電子通信,農業

184 数 E number 応用物理,情報 数学

183 組 E 蹴 その他

183 漢字 E ㎞ 唖i 情報

181 構造 E gammasロucmre 応用物理

181 メモ リ E memo【y 電気電子通信

177 操作 E maniPUla60n 電気電子通信

173 高 E High その他

173 関係 E 民泌on 情報数学
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表6-3-2高 頻 度 の 日本 語用 語(情 報分 野 論 文 要 旨)(3)

E=完 全一致,P=部 分一致(二 重下線部による照合)

頻度 日本語 照合 英語 分野

170 画像 E
●㎎ 電気電子通信

169 構築 E cons血ction 情報

169 ベ ク トル E 姻 電気電子通信

166 抽出 E Pαcolati㎝1eaching 材料資源

165 知識 E ㎞w1α ㎏e 電気電子通信

164 目的 E PU叩ose 機械情報

164 対象 E Ob峻 その他

163 符号 E 泣gn 情報 数学,地球科学

162 手法一 P slope 農業

162 手法一 P modulus 数学

162 手法一 P mo血10 数学

162 手法一 P div㎞ 数学

159 特徴 E cha頂c亀edsdc6ea田 口 電気電子通信

154 検索 E ㎜ev泣 応用物理,情報

153 点 E ㎞bdapoint 機械

151 認識 E 卿u6㎝ 応用物理,情報 電気電子通信

148 形 E 』 応用物理,機械

147 拡張 E daa60Ω その他

147 応用 E aPPlication 応用物理,情報 電気電子通信

145 式 E moodofsyUogism その他

144 種類 E 醐 電気電子通信

140 実験 E exp改im㎝t 応用物理電気電子通信

137 確認 E id㎝ 随ca60n 応用化学,機械,船舶海洋,農業

135 実行 E ex㏄uti㎝ 情報 電気電子通信

132 存在 E being 応用物理

130 導入 E mstallation 応用物理,都市工学

129 並列 E P踊11e1㎞ 機械

128 変換 E nudear⑳f㎞na直on 物理

124 意味 E
●

meamng 電気電子通信

124 パ タ ー ン E an缶nnara曲600paロ ㎝ 電気電子通信
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(2)高 頻度 用 語(完 全 一致 ・部分一致合 計値 に よる)

表6--3-3～4は 、完全 一致 カ ウン トと部分 一致 カ ウン トの合計 値 を用 い て、 高

頻度 の用 語 を リス トした ものであ る。 ここで も、接 頭 ・接尾 辞類 と日常 語が混 在 して

多 くリス トされ る結 果 とな ってお り、専 門用 語 ら しい ものは少 ない。一般 記事 を対 象

に した場合 、 これは やむ を得 ない もの と思 わ れる。 もっ とも、情 報分 野 の論 文 抄録 に

関す る場合 は、 この表 で も、専 門用 語 が意外 に多 く含 まれ る こ とが注 目され よ う。

こ こで、同 一用語 に関 す る完全 一致 と部分 一致 カ ウン トの関係 に着 目 して、下記 の

ような係数 を計算 してみ た。

完全 一致 カ ウン ト

完全 ・部分 一致係 数=

(完全一致 カ ウン ト+部 分 一致 カ ウ ン ト)

これ は、字 種変 化 を基 準 とする分 か ち書 き処 理 におい て、独 立 して切 り出 され る こ

との多 い用語 、少 な い用 語 とい うよ うな判別 の指標 にな る。 す なわち、 この係 数 が1

に近 い ものは、独 立 して切 り出 され る用語、0の ものは連接 して抽 出 され る用 語 とい

うこ とにな る。

(3)完 全 ・部 分 一致 係数 に よる用 語表

前記 の完全 ・部分 一 致係 数 に注 目 して、 これの高(1)、 中(0.5)、 低(0)

の領域 に どの ような用 語 が現 れ るか をみ た。 す なわち、表6-3-5～7が 、 一般 記

事 におけ る高 、 中、低係 数 の用 語例 であ り、表6--3-8～10が 情 報分野 の論文 抄

録 におけ るそれ で あ る。

論文 抄録 に おけ る高係 数 の用 語 リス トには、情 報分 野 の専 門用 語 が効率 よ くリス ト

される結 果 に な って い る(表6-3-8)。 一般 記事 の場合 で も、専 門的用 語 が多 く

リス トされ る結 果 にな って お り、 これ らは、 おおむ ね専 門辞書 に よって、 そ の まま翻

訳 して よい ものの よ うであ る(表6--3--5)。 もっ とも、 バ ブル等 は大抵 「バ ブル

経 済」 か らきた もの で あ るので、経済専 門用 語 とい うこ とにはなる が、 こ こで用 い た

両引 き辞書 は科 学技術 用 語 か らなっているか ら、 これ に よる翻訳 は、原 理 的 には正 し

く行 われ ない はず で あ る。分 野別 の辞書編成 の重 要性 が看取 され る ところであ ろ う。

中係数 の用 語表(表6-3-6、 表6-3-9)に は、 それ 自体 一定 のいみ をもつ

専 門用 語で あ るが 、 同時 に複 合 的専 門用語 の造語 要素 に もな る ような用 語 が現 れる。

このあた りが 、翻訳 に あた って最 も難 しい用 語群 で あ る と思 われ る。

低 係数 の用 語表(表6-3-7、 表6-3-10)に は、接 頭 ・接 尾辞 的造語要 素

が現 れる。 この とき、 短 い カ タカ ナの高頻度 語 は、大部分 もっ と長 いカ タカナ用語 の

切 れ端 であ って、有 意 なカ ウン トで はない。特定 の専 門分 野 の用 語 として、 この よ う

な短 いカ タカナ語 が登録 され てい るために、 こう した結 果 にな って いるわ けで ある。

ここに、 カ タカナの連接 につ いて は、部分 一致 に よる辞書 照合 は無効 であ る こ とが 示

唆 され る。

一67一



表6-3-3

完全一致 ・部分一致 による高頻度 の日本語用語(一 般記事) (1)

頻度数 用 語 …完 全 一 致 カウント 部 分 一 致 カウント 完全/部 分一致係数

10778 日 3896 6882 0.36

7261

...

行

..・ ・.● ■●●●●●

5296

.

1965

....,,

0.73
・..・ ・….....

6674

.・.・

表

・.・ ・… ■●■■● ●●● ●●●

882

・

5792

,・.

0.13

4853 時 3270 1583 0.67

4254 輪
....…....・ ・

1957 2297

.....…

0.46
・◆⑳.・ ・■■.● ■●●

4157 人 1189 2968

■.

0.29

3141 日本 1353 1788 0.43

3051 上… 1262 1789 0.41

2740i分 1151 1589 0.42
†2499
iロ

…..・ ● ・・■づ◆・

722

・・

1777 0.29
⑳◆

2451

●●◆..● ■・

部 263

◆◆■■■■●■

2188

.

0.11

2265 場 278 1987 0.12
3

2261i年

・・.

599 1662 0.26

2219
i差

,・.●

1689

・.・,.・.

530

.■.・ ◆・◆・

0.76

2204 西 1366 838 0.62

2192 東 874 1318 0.40
.・.・

2173 i目 478 1695

・・

0.22
.

1973i合 679 1294 0.34

1941
3

後 413 1528 0.21
■■■● ●●●◆.●

1849 入 1100

■■■■■■.

749

.,・ ・....

0.59

1825 i島

・...

256 1569

・・

0.14
.

1713
.

月

,■ ◆■・・.....・ ◆・.・.・ ・…

475 1238 0.28

1673 タイ 160 1513 0.10
・・

1626 共同 137 1489

● ●■■ ■●■●●●・

0.08

1590 野

...・...・ ・..…

590 1000 0.37

1564 相 49 1515 0.03

1540 円

...・.・.・ ⑳

270 1270 0.18

1533 運動

.・・◆

1019 514

・.・・.・...・

0.66

1474 度 414 1060 0.28

1469 球 207 1262 0.14
◆●...・ ・'.◆ ・・

1421 節 15 1406 0.01

1420 ラ ン 36 1384 0.03

1393 手 287
.・ ・….・

1106 0.21

1388

一 一 ・・・・・・・・…."..・.......・ 一.

前 326 1062
・ ・.....・ ・

・....●

0.23
.・ ・…....

1359

■ ⑳.

回

.・..・.◆..●

300
..・....・..・ ・

1059 0.22
...・ ・ ・…■.■ ■■

1357 派 257 1100 0.19
・

1354 高 619 735 0.46
.,■.,■ ■.

1339
'イ ド

3 1336 0.00
・.㊨・.・.

1323 対

■■,◆ ・.・・

1027 296 0.78

1309 …子 163 ll46 0.12
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表6-3--3

完全 一致 ・部分 一致 に よる高頻度 の 日本語用語(一 般 記事) (2)

頻度数 用 語1完 全 一 致 カウント 部 分 一 致 カウント 完全/部 分一致係数

2 1307 ooo1309 トル・

1290 下 425 865 033

1281 初 日… 896 385 070

1280i注 180 1100 014

1273iカ 629 醐 049
...・「.・・一...

1255i点

■ ■■■●■■■■■●●■●.■...….・..… 台 ・.・

517i738 041
・

1241i問 題 448
}

793

●●■.■ ●●・・●.・ ・

036

123gi山 256 983 α21

122gi馬

・.・ ・ .・...・...・ ・…..・...・

283

…'㌻ …'

i946iO.23

1218i方 333i885…0L27
…

1205i写 真 473

.・

732

.

0.39
…

1166i力 157 …1009 013
.

1141iタ イ ト 7 1134 001

1122i地
!

114i1008 α10

1112i金
…287
…825 α26

1091i半 29 1062 α03
・● ●●・●・・●■・●…..・.■.・ ・.

c

1083i時 間

・■.・

133

..・

950 0.12

1081
:

京都

◆

193

・・ ・…

888 ・ α18

1067 性

・.....,.…'否

28

● ● ●金 ●

1039 003

1060 ,成績

..今.・...・.・.

161 899 α15

1039 終日 4 1035 ooo

1036 体 75 961 α07

988 以上 569 419 α58

941 補 40 901 0.04

939会 議 147 792 α16

914リ ン 62 852

.'..…

0.07

872… 真 73 799 008
.◆・..・.・..一 ・..… ◆.・=

803賞 79 724

.…..・ ・.….・.

α10

794心 94 700 0.12
■.■

792i秒 453 339 α57

78gi次i533
…

256 0ゐ8

787 曇i443 344 α56
・

771 雨 546 225 α71

764 率 130 634 α17

760 正

一 ー一 寸一 ー ー ー ー ー 一
'176

..

584 α23

745

.■ ・・●◆.

関係

.

184 561 0.25

728 シ ア 38 690 0.05

715 這這__じ.鰻2__ 563 0.21
■・.・ ・ ■,● ■●◆●●・..・ ・..…..◆

712 側 i165
●■ ・・

547 0.23
.・...・

705 文 29 676 0.04
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表6-3-3

完全 一致 ・部分 一致 による高頻度 の 日本語用語(一 般記事) (3)

完全/部 分一致係数

0.56

0.12

0.33

0.26

0.05

0.28

0.47

0.19

0.41

0.57

完 全 一 致 カウント

390

83

226

175

30

部 分 一 致 カウント

307

611

463

503

633

頻度数i用 語　
___登2z..._.1.米__

代

査
…
数

詞

トン

474

347

526

382
280

184

 

木

309

127

中心

水
・..● ● ■●…

|
267

367号

恨

20

0

・
0
.

…
62023

694

689

678

663

658

656

653

649

647

643

0.21

0.12

0.00

0.25

0.66

0.11

.0.24
0.17

0.44

0.41

0.50

0.11

0.37

0.06

0.18

0.23

0.75

0.28

0.43

0.62

0.28

0.35

0.09

0.30

0.07

0.31

0.30

0.05

 

09

98

く
∨

4

125

544

616

134
76

634 i会社

632 i情報

 

…

法

0日出

620

616

・

458

206

535　
460

497

330

348

295

151

401

68

142

103

 

学㊥
細

3

噺 聞鎚

602

"

43

2

(∠

…

崎

・
南

.
世

⑰

295

519

367

 

"注意

594

591

590

585

45

73

5

4

442

141

410

320

211

399

214

33

103

131

430

160

581.比

578界　
576道

監督

天

245

 

候

341関連

迎

502

152

191

47

 

送

州

会

384

502

373

373

500

161

37

164

161

26

 

業邉

訂正

口

中

573

571

570

565

552

551

551

549

545

539

537

534

526
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表6-3-4

完全 一致 ・部分 一致 による高頻度 の 日本語用語(情 報分野論 文要 旨)(1)

頻度数 用語 完全 一致カウソトi部 分 一致カウン}完 全/部 分一致係 数

1430

1354i数

システ ム

1350iMslP

1274 デ ー タ

1172

184

500

728

1231i処 理

258 0.82

1170

850

546

1078式

348883 ろ
145933

982i度

981i語

18

・・◆ ・◆一 ・

78

959 上 523

964

903

436

0.14

0.37

0.57

0.28

0.13

0.02

0.08

845

776

679

675

662

606

性

言語

開発

法

0.55

35 810 0.04

210 566 0.27

229 450 0.34

202 473

540 122

0.30

448

0.82

158 0.74

604解 析 225 379 0.37

5911対 551

566i問 題 292

562

5571点

549モ デル

547結 果

400.93

2740.52

121

153

483

441 0.22

404 0.27

66 0.88

386 161 0.71

530文 字i218
・

312一 一 …一一……・・号…

526方 式i248 278i
514 グラムi14 500i

512 べースi80 432{
504 認識i151 353i

0.41

0.47

0.03

0.16

0.30

502

501

493

483

478

464

462

456

451

445

可 2691233 0.54

170 331 …・… …i 0.34

文

値

プログラ ム

必

述

利用

437符 号

436i次

118 375

410 73

284 194

0.24

0.85

0.59

433 31 0.93

415 47 0.90

255 201

292.
15 .

163

152
430

0.56

0.66

0.03

274 0.37

403 33 0.92

430i設 計 286 144 0.67
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(2)

表6--3-4

完全一致 ・部分一致 による高 頻度 の 日本 語用語(情 報分 野論文 要 旨)

頻度数 用語 完 全 一 致 カウソトi部 分 一 致 カウント 完全/部 分一致係数

428 像 23405 0.05

424 並列 129295 α30
・

424 反射 491375 α12

423 力 37 386 009

416 形 148 268 α36

409 4ご成 266 143 0.65・

402 集合 212 190 α53●

400 リズム 19 381 0.05

398 関数 197 201 050

393 構造 181 212 0.46

388 デ ー タ ベ ー ス 290 98 0.75

385 表現 218 167 0.57

380

・

表 233 147 0.61

374 漢字 183 191 α49

367 構成 235 132 0.64

366 評価 221 145 0.60

365 関係 173 192 α47

352 実験 140 212

.

0.40
・

346 機能 186 160 0.54

337 アルゴ リズム 314
合

23 0.93

336 時間 72 264 α21

331 型 101 230 α31

325 下 34 291 α10

323 系 30 293 α09

322 物体 103 219 0.32

322 タ ー 0 322 αoo

321 知識

●

165

'
156α51

・ ・

317 価 8 309i(LO3

313 係 16 297α05
…

305 実行 135 1700.44

304

◆

部 44 260α14

298 定義 224 740.75

290 検索 154 136…053

287 論理 51 236÷ α18

284 対応 220 640.77

283 意味 124 159α44

283 プ ロセ ッサ 205 78α72

281 後 53 228÷0」19 .

276 類 12 2640.04

273 解 86 1870.32
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表6-3-4

完全 一致 ・部分 一致 に よる高頻度 の 日本 語用語(情 報分野論 文要 旨) (3)

頻度 数i用 語i完 全 一致カウント 部分 一致カウソトi完 全/部 分一致係 数

272i操 作il77 951α65

261 抽出i166 95 α64

260 組i183 77 α70

260
言… …トル
…3

..

257 001

258

..・ ・...…,,.

辞書 112 146 α43

257
i音声 75 182 α29

251 以下 231 20 092

241 変換 128 113 α53
.・ ・..・ ・.....

241

….・ ・…

線

■也■

10

.

231 0.04
.・..…...・ ・.

240 タイ

●● ・●

30

.

210 0.13

238 色 67 171 α28

237 高速 87 150 037

231 子

・・

12 219 OX)5
.・

231 メモ リ 181 50 α78

230 リン 5

・.....・..・ ■

225 α02

228 部分 87 141 α38

227 効率

・.・

.102 125 045

224

・ ・..■

ソ フ トウ ェ ア 203 21 α91

222 推論 85 137 0.38
・・・….・ ●・・….

222 i計算機 83 139 037

221 約 92

・

129 σ42

220 特徴 159

⑳●・・

61 α72
・…

220 種 110

・.・....・ ・■

110 α50

215 演算 69 146 0.32
⑳...・ ・・・・・… ●

213 入力 93

.・ ■●●●●●●

120 044

212 日本 32 180 α15

208変 数 110 98 α53

207構 文 22 185 α11

205仕 様 62 143 030

203

,…

目的 164 39 081

203 方向 85 118 042

203 制約 72 131 0.35

201 i自動 17 184 008
■・●●

199 形式 63

.

136 α32

199 .ベ ク トル 169 30 085
・

197i文 法 93 104 α47

196i有 勲i122

.・...・ ….

74

■●

0.62

196
…条件i84

112

・…....

0.43

194 要素i103 91 0.53

194 通信i86 108 、 α44

一73一



表6-3-5

完全/部 分 一一致係数順用語表(高 係 数用語,一 般記事) (1)

頻度数i用 語 .完全 一致 カウント部分一致カウント完全/部 分一致係数

480

294

133

13iザ …

76

66

53

前

降水

湿度

最高気違

ウル グアイ

最 遠

48進 行方向

45iプ ル トニウム

480 0 1.00

294 0 1.00

133 0 1.00

133

76

66

0
令
・

1.00

0 1.00

0 1.00

53 0 1.00

48

45

37… 胸 37

0 1.00

0 1.00

0 1.00

34iメ カニズム 34 0 1.oo

29

27

23

20

20

19

19

19

18

18

18

ア ンゴラ

ヘ リコプ タ

29

27

0 1.oo

0 1.00

プライバシ

タイプ

組

義足

23 0
◆

・

1.00

20 0

20 0

1.00

Loo

19 0 1.00

19
・ノ ウ ハ ウ 19

0 1.00

空気

0 1.00

18 0 1.00

トンネル 18 0

シナ リオ 18 0

17無 回 17 0

17

16

15

芋

識別

17 0

16 0

15 0

1.00

1.00

1.00

15

15

殻

1.00

1.66…

15

1.00

0 1.00

ドラフ ト 15 0

14 細 14

14i根 拠 14

0

0

1.00

14 カ レンダ 14

13・ ユ ネ ス コ 13

1.00

1.00

13

12

12

12

0 1.00

0 1.00

ヒ ヒ

複写機

不純物

仕切

12i温

12iホ ルモ ン

12'ビ タ ミ ン

13 0 1.00

12

12

0 1.00

0 1.00

12 0 1.00

12

12

12

0 1.00

0 1.00

0 1.00

11i口 火 11 0 1.oo
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表6-3-5

完全/部 分 一致係数順 用語表(高 係数用語,一 般記事) (2)

頻度数 用 語1完 全 一致カウン}i部分 一致カウソトi完全/部 分 一致係 数
　

11 確信 ll oi1.00
.

11 プロセス

・….....・ ・

11

.......・.・

0 1.00
・.・ ・… ◆⑳

11 プログ ラム 11 0 1.00
●● ■

11 トラン ク 11 0 1.00

11 ス カウ ト 11 0 1.00
■■■●●●■■■.● … ◆■

11

.・.・..・...・.

ア トリエ 11 0 1.00

10 有感地震 10 0 1.00

10 農作物 10 0 1.00
..・..・ ・...・

10 静電気

.◆.・ ・… 楡・楡

10 0 1.00
......・ ・

10

●■..◆ ■■◆,■ ・

机 10 0 1.00

10 ピリオ ド 10 0 1.00
....・.s

10 ア クセサ リ

..,.◆.s

10 0 1.00

9 理念 9 0 1.00

9

,◆◆◆◆…

毛玉 9 0 1.00

9 頂点 9 0 1.00

9 前面 9 0 1.00

9 責務

・.・.・.….・..

9 0 1.00

9

■●●■■■■■●●■■◆

信念

.・ ・ ◆◆◆㊨今楡..・..・ ●

9

◆

0 1.00

9 儀式 9 0 1.00

9 寄与 9 0 1.00…

9 移送 9 oi1.00
..・ ….….◆

9 パ ンパ 9 0;・100
...… 楡

9 ス トレス 9 0 1.00

9 サルモネラ 9 0 1.00

8 労働生産性 8

◆■・

0 1.oo

8 利点

・・.

8 0 1.00

8 廃棄処分 8 0 1.00
...・ ・

8 同居 8 0 1.00

8 塗料 8 0 1.00
悟'...・,・

8

■●■■●●■■■・・◆●

電波望遠鏡 8

...

0 1.00

8 酢 8 0 1.00

8 神経質 8 0 1.00

8

■.◆.・ ●・●.・s・ ⇔.・ ・

講義 8 0 1.00

8 活力 8

・

0 1.00

8 角膜 8 0 1.00

8

■ ●●●■● ….・ ・・・・・…...

レモ ン 8 0 1.00
・.・..・ ◆■・■■■

8

.

パルプ 8 0 1.00
...■ ●■●●■●●

8

合・・….・..

トカゲ 8 0 1.00

7 埋蔵量 7 0 1.00

7 標的 7 0 1.00
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表6-3-5

完全/部 分 一致係 数順用 語表(高 係 数用 語,一 般記事) (3)

頻度数 用 語i完 全 一 致 カウソトi部分 一 致カウント完全/部 分一致係数

7 赤外線i7 0 LOO

7
`

推定位置 7 Oi

・・.'・ …

LOO

7 求心力 7iO 1.00

7

■■●・….・....

機長 7
!0

・

1.00

7 悪夢 7 0 1.00

7 ライ トバ ン 7 0

●■■■■■■・・づ・◆

1.00

7
…

ハンドルi7…o
.・…

1.00

7 サ テライ ト
`7=ξ

一 〇 1.00

7 イ リオモ テヤマ ネコ 7iO

■◆●●・

1.00

6 有機農業 6io 1.00

6 帽子… 6iO 1.00

6i風 向計 6io 1.00

6i肺 6iO

....・.⑳...・.◆ ・・

100
t

6i凍 死 6iO 1.00
;

6i接 続 6 iO
.....・

1.00

6i消 化器系 6 0 1.00
●∋..

6 散乱 6 0

.・

1.00

6 原動力 6 0 1.00

6 i見 当 6 0 1.00

6 横行6 0 1.00
.

6 一時停止6 0

・・

1.00,●・◆◆
:

6iリ モコン6 0 1.00.
6iラ イフルi6 0

■■●..・ ■..●

1.00

6 ズボン
…

6 0 1.00

6 カジノ 6 0 1.00

6 アスベ ス ト 6 0 1.00

5 力量 5 0 1.00

5
3法定伝染病 ぎ 0 1.00

5 判例 5 0 LOO
..・.・ ・.

5 判断力

.....・ ・ ●

5

.●..

・0 100
.

5

・.

・

i培 地 5iO 1.00

5 動力炉 5io 1.00

5 都市構造 5iO 100

5
■:調整作業

5 0 1.00

5 調査方法 5 0 1.00

5 第一段階 5

.● ・.◆

0 1.00

5 生命維持装置 5iO 1.00

5 整列 5iO 1.00

5 制約 5iO 1.00

5 柔軟性i5io 1.00
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表6-3-6

完全/部 分一致係数順用語表(低 係数用語,一 般記事) (1)

頻度数i用 語i完 全 一致カウント 部 分 一 致 カウント 完全/部 分一致係数

616i日 出iO 616 0.00

i;2 暴風iO
●◆・・■●

132 0.00

108 ポジ
…

0 108 0.00

99 タケ 0 99 ooo

93 ビン 0 93iα00
・.・......,…

72、 沿岸

・●●●

0

.

72iO.00

68 脱硫 0 68

.・

ooo

59 シカ0
…

59 αoo

59 カメiO 59 iαoo

57 風速
…

0 57 αoo

53 注出 0 53 0.00

51 マ ス ト

.・

0 51 αoo

51 ビデ 0 51

■.■■・●●..

0.00

48 ベ ン ト 0

■●.,,.◆ ◆.…

48

・..・.・

αoo

42 深層

・・…

0 42 0.00

42 ルナ 0 42 0.00

42 タイガiO

・.・ ・...

42 ooo

39 衛生iO 39 αoo

39ウ シiO
…

39 0.00

38 山地iO 38 αoo

35 遺伝 iO 35000

32 生理学 0

●.■●..■■■●◆■ ●■.

320.00
・.■.....・ ・

31

■■●●●・・… ⑳・

ミ リ 0

....・…

31iO.00

29 人道 0 2giαoo

28 物理学

■ ■ ●■■■●.●

0
†……"…28
… α00

28 自転 6 28iα00

27 糖 0 27iOOO

27 イネ 0
…27
iO.00

26 曜 日 0 26iαoo
..・...・ ・...…

Z6 胞 0 26iα00

Z5一 次 ゼ 251…
25ヘ ルツ 0 25iOOO

..・..・

24i図 書 0 24iα00
・

24iウ マ 0 24iαoo
9

23i原 本 0 23iα00
・

23i家 主 0 23iαoo
'叫'"● 一 可 ㊨楡'一''''''''":'''''"四'''''''''''''"

22沖 期

…

0 22 .:α 苗⊃

22i致 死 0

'否 ●●●■●■●■ ・

22iO.00

22
.'査察

0

・.・.・…

22iα00

21 ,予 備 0 21iαoo
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表6-3-6

完全/部 分 一致係 数順用 語表(低 係数用語,一 般 記事) (2)

…

頻度数 用語1完 全 一致 カウン}1部 分 一致カウン川 完全/部 分 一致係 数

21 人工呼吸 0 21 0.00

21 ログ 0 21 0.00

21 レア 0 21 ooo

20 工学 0 20 0.00

20 ラバ 0 20 αoo

20 マ イクロ 0 20 0.00

20 ツバ 0 20 αoo

20 クマ 0 20 0.00

19 棟 0 19 0.00

19 鳥居 0 19 0.00

19 運動公園 0 19 0.00

19 ス キ ン 0 19 σoo

19 カ ー 0 19 0.00

18 素子 0 18 αoo

18 十字 0 18 0.00

18 光子 0 18 0.00

18 ロ ゴ 0 18 0.00

18 ウジ 0 18 0.00、

17 里子 0 17 αoo

17 総生産 0 17 0.00

17 精製 0 17 ooo

17 水素化 0 17 0.00

17 植木 0 17 αoo

17 気象台 0 17 ooo

17 ブイ 0 17 0.00

17 ナブ 0 17 αoo

17 トキ 0 17 αoo

17 シバ 0 17 0.00

17 オ クラ 0 17 αoo

16 標準 0 16 ooo

16 全長 0 16 0.00

16 水素化脱硫 0 16 αoo

16 タラ 0 16 0.00

15 予知 0 15 αoo

15 調教 0 15 0.00

15 小石 0 15 0.00

15 広域公園 0 15 0.00

15 沿海 0 15 0.00

14 防護 0 14 ooo

14 天球 0 14 0.00
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表6-3-6

完全/部 分 一致係 数順用 語表(低 係 数用語,一 般 記事) (3)

頻 度 数1用 語1完 全 一致 カウン}1部 分 一致 カウント 完全/部 分一致係数

14 猷 0 14 0.00

14 弾頭 0 14 αoo

14 大潮 0 14 ooo

14 石油精製 0 14 0.00

14 石器 0 14 0.00

14 滑走 0 14 αoo

14 マ イル 0 14 αoo

13 内甲 0 13 0.00

13 素粒子 0 13 αoo

13 潜水 0 13 ooo

13 上米 0 13 αoo

13 娃 0 13 αoo

13 割引 0 13 αoo

13 ラメ 0 13 αoo

12 表作 0 12 0.00

12 総合計画 0 12 αoo

12 真理 0 12 αoo

12 市松 0 12 ooo

12 号外 0 12 0.00

12 近海 0 12 αoo

12 間接 0 12 αoo

12 肝炎 0 12 αoo

12 外線 0 12 αoo

12 河川敷 0 12 αoo

12 下水 0 12 αoo

12 トルエ ン 0 12 0.00

12 サク ラ 0 12 αoo

12 グ ラム 0 12 αoo

12 グ ラス 0 12 αoo

12 オア 0 12 αoo

12 イヌ 0 12 αoo

11 膜 0 11 αoo

11 保育 0 11 αoo

11 病原 0 11 ooo

11 内陸 0 11 ooo

11 地動 0 11 0.00

11 地震予知 0 11 0.00

11 請書 0 11 0.00

11 生糸 0 11 0.00

11 三 日月 0 11 0.00



(1)

表6-3-7

完全/部 分 一致係 数順用語表(中 係数用語,一 般記事)

頻度数1用 語1完 全 一致カウント1部 分一致カウント1完 全/部 分 一致係数

3141 日本 1353 1788 043

1354 高 619 735 α46

1273 カ 629 醐 0.49

988 以上 569 419 0.58

792 秒 453 339 0.57

787 曇 443 344 α56

697 米 390 307 0.56

656 中心 309 347 α47

647 号 367 280 057

594 南 264 330 α44

590 確率 295 295 α50

565 候補 245 320 α43

552 関連 341 211 062

493 組 223 270 0.45

479 女性 276 203 0.58

㈲ 減 218 242 047

447 小 254 193 057

426 重 209 217 0♂49

390 北 239 151 0.61

367 科学 193 174 0.53

348 先 155 193 0♂45

344 顔 193 151 α56

344 開発 154 190 α45

339 形 173 166 0.51

324 反対 190 134 α59

320 首 174 146 0.54

316 ドル 165 151 052

308 要求 157 151 0.51

283 国内 129 154 0.46

273 内容 166 107 0.61

273 決定 129 144 α47

255 現場 129 126 α51

239 ピル 135 104 α56

234 状況 124 110 0.53

227 強化 120 107 α53

221 導入 100 121 0.45

218 対立 121 97 0.56

212 白 123 89 0.58

199 右 91 108 0.46

195 左 97 98 0.50
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表6-3-7

完全/部 分 一致係数順用語表(中 係数用語,一 般記事) (2)

頻度数 用語 完 全 一 致 カウント 部分一致カウン川 完全/部 分一致係数

189 状態 103 86 α55

188 発生 90 98 0.48

188 出発 106 82 α56

171 患者 96 75 0.56

171 会合 89 82 052

170 秋 87 83 0.51

169 挿入 102 67 α60

167 観測 75 92 045

165 不安 94 71 0.57

164
一致

87 77 0.53

163 芝 91 72 0.56

163 案内 91 72 0.56

159 拡大 75 84 0.47

157 舗 87 70 α55

147 積 67 80 0.46

147 正午 76 71 α52

142 方向 75 67 α53

142 部分 78 64 α55

135 高知 76 59 0.56

135 クラブ 72 63 α53

132 日程 61 71 0.46

132 材料 62 70 0.47

127 星 66 61 α52

127 上昇 72 55 α57

126 安定 57 69 0.45

121 改善 57 64 α47

116 経験 68 48 059

114 方法 61 53 054

114 相談 50 64 0.44

112 焼 55 57 0.49

111 分析 63 48 0.57

107 鼻 63 44 059

106 舞台 59 47 0.56

105 信頼 53 52 α50

104 輸送 49 55 0.47

104 泉 58 46 α56

102 世 48 54 0.47

100 跡 50 50 α50

98 文書 44 54 0.45

98 中止 48 50 049
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表6-3-7

完全/部 分 一致係数順用 語表(中 係数用語,一 般記事) (3)

頻度数 用語 完 全 一 致 カウント 部分一致カウン川 完全/部 分一致係数

98 竹 43 55 0.44

94 削除 49 45 α52

94 ペス ト 51 43 α54

91 崩壊 46 45 0.51

90 談合 44 46 0.49

90 捜索 54 36 0.60

90 肝臓 47 43 0.52

88 機能 46 42 α52

88 火災 52 36 0.59

86 促進 46 40 053

86 衝突 53 33 0.62

85 得点 44 41 α52

84 意識 49 35 α58

82 攻撃 41 41 0.50

81 効果 44 37 α54

81 回答 45 36 0.56

79 柳 36 43 α46

77 禁止 35 42 045

76 西日本 40 36 α53

75 柱 41 34 α55

72 腎臓 34 38 0.47

72 集中 32 40 044

71 指導者 31 40 0.44

71 ランク 34 37 α48

70 現実 36 34 0.51

67 壁 31 36 α46

67 基盤 29 38 0.43

67 アメ リカ 29 38 α43

66 負担 31 35 α47

66 転換 30 36 α45

66 脱硫装置 33 33 0.50

66 沖 34 32 0.52

63 復帰 38 25 0.60

63 完全 28 35 α44

62 大規模 28 34 α45

62 正方形 36 26 α58

61 有効 37 24 α61

61 報告書 37 24 α61

61 破壊 31 30 α51

61 設定 34 27 α56
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表6-3-8

完全/部 分一致係数順用語表(高 係数用語,情 報分野論文要旨) (1)

頻度数用語 完 全 一 致 カウント部分 一 致 カウント完全/部 分一致係数

119
1

コ ー デ ィ ン グ 119 0 1.00

89 ス ロ ッ ト 89 0 1.00

65 ス トロ ー ク 65 0 1.00

62 カ ラー モニ タ 62 0 1.00

52 1ステー ジ 52 0 1.00

46 フ ー リ エ 46 0 1.00

44 非常 44 0 LOO

40
.

枝 40 0 1.00

39 フロー グラフ 39 0 1.oo

39 ス テ ップ 39 0 1.00

36 定式化 36 0 1.00

36 期待 36 0 1.00

34 自動的 34 0 1.00

32 部分集合 32 0 1.00
-

31 前者 31 0 1.00

27 インプ リメ ン ト 27 0 1.oo

27 アプローチ 27 0 1.00

26 オペ レーテ ィ ング システ ム 26 0 1.00

25 サー ビス 25 0 1.00

24 オ ンライ ン 24 0 1.00

22 入射角 22 0 1.00

21 ラベ ル 21 0 1.00

21 フ ェ ー ズ 21 0 1.00

21 ソ フ トウエア 21 0 1.00

19 利点 19 0 1.00

19 欠点 19 0 Loo

18 主語 18 0 1.00

17 マ ス ク 17 0 1.00

17 プロ グラマ 17 0 1.oo

17 フ レネル 17 0 1.00

16 特別 16 0 1.oo

16 デ ー タ フ ロ ー 16 0 1.00

16 ガンマ 16 0 1.00

15 推進 15 0 1.00

15 安全性 15 0 1.00

15 スケ ジュー リング 15 0 1.00

14 メ カニズ ム 14 0 1.00

14 サンプル 14 0 1.00

13 理由 13 0 1.00

13 代入文 13 0 1.00
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表6-3-8

完全/部 分一致係数順用語表(高 係数用語,情 報分野論文要旨) (2)

度数 用語 院 全 一致カウント部分一致カウ川完全/部 分一致係数

←

13 主観的輪郭 13 0

　

1.oo

13 左 13 0 1.00

13 マ イク ロプ ロセ ッサ 13 0 1.00

13 デバ ッグ 13 0 1.00

12 短縮 12 0 1.oo

12 情報圧縮 12 0 1.oo

12 三刺激値 12 0 1.00

12 花 12 0 1.oo

12 ワー ドプ ロセ ッサ 12 0 1.oo

12 ビデオテー プ 12 0 1.00

12 デ ッ ドロック 12 0 1.00

12 スカ ラ 12 0 1.00

12 エ ン ト ロ ピ ー 12 0 1.00

11 分光分布 11 0 1.00

11 単体 11 0 1.00

11 色座標変換 11 0 1.00

11 情報源 11 0 1.00

11 上位 11 0 1.00

11 除去 11 0 1.00

11 基本設計 11 0 1.00

11 ロボ ッ ト 11 0 1.00

11 プラスチ ック 11 0 1.00

11 アナ ログ 11 0 1.00

10 類似度 10 0 1.00

10 相互接続 10 0 1.00

10 色知覚 10 0 1.00

10 規定 10 0 1.00

10 基準点 10 0 1.00

10 回避 10 0 1.00

10 一連 10 0 1.00

10 ユ ニ ッ ト 10 0 1.00

10 ドキュメ ン ト 10 0 1.00

10 コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス 10 0 1.00

10 アプ リケーシ ョン 10 0 1.00

9 定義域 9 0 1.00

9 最大値 9 0 1.oo

9 具体化 9 0 1.00

9 応答時間 9 0 1.00

9 ス ケ ッチ 9 0 1.00

9 コ ン フ リ ク ト 9 0 1.∞
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表6-3-8

完全/部 分一致係数順用語表(高 係数用語,情 報分野論文要旨) (3)

度数 用語 完全 一致カウント1部分一致カウ川 完全/部 分一致係 数

9 インプ リメ ンテー シ ョン 9 δ 1.00

9 ア レイ 9 0 1.00

8 物理量 8 0 Loo

8 比例 8 0 1.00

8 相互作用 8 0 1.00

8 情報量 8 0 1.00

8 識別子 8 0 1.oo

8 吸収係数 8 0 1.00

8 位数 8 0 1.00

8 暗号文 8 0
'1

.00

8 マ ニ ュアル 8 0 1.00

8 ピッチ 8 0 1.00

8 ピクセル 8 0 LOO

8 ヒス トグラム 8 0 1.00

8 バ ーサ 8 0 1.00

8 ニ ュ ー ロ ン 8 0 1.oo

8 テ レビジ ョン 8 0 1.00

8 ク ロ ッ ク 8 0 1.00

8 エ ネルギー 8 0 1.00

7 陽 7 0 1.00

7 非 7 0 1.00

7 銅 7 0 1.00

7 通信方式 7 0 1.oo

7 値域 7 0 1.00

7 垂直入射 7 0 1.00

7 順番 7 0 1.oo

7 修飾 7 0 Loo

7 周波数領域 7 0 1.00

7 試作機 7 0 1.00

7 再構築 7 0 1.00

7 互換性 7 0 1.00

7 意味分析 7 0 1.00

7 プロ ダクシ ョンシステ ム 7 0 1.00

7 プ リプロセ ッサ 7 0 1.00

7 フ ァ ン トム 7 0 1.00

7 ドイツ 7 0 1.00

7 ト レ ー ス 7 0 1.00

7 トラ フ ィ ッ ク 7 0 1.00

7 デー タパス 7 0 1.00

7 ス レッ ド 7 0 1.oo
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表6-3-9

完全/部 分一致係数順用語表(低 係数用語,情 報分野論文要旨) (1)

頻度数 憎語 完 全 一 致 カウント 部分一致カウン川 完全/部 分一致係数

667 ログ 0 667 0.00

72 ラメ 0 72 ooo

65 ス トロ ー 0 65 0.00

57 レ ー ト 0 57 αoo

49 トレ ー 0 49 0.00

45 ジ ュー ル 0 45 αoo

41 エキス 0 41 αoo

37 輝度計 0 37 αoo

37 ダイ 0 37 αoo

36 針 0 36 0.00

35 仮名 0 35 0.00

31 帰納 0 31 ooo

30 フェイス 0 30 ooo

30 ビデ 0 30 0.00

27 脈 0 27 0.00

25 波数 0 25 αoo

25 対数 0 25 αoo

25 周波 0 25 0.00

25 バ ・一 0 25 0.00

23 不均質 0 23 σoo

22 板 0 22 0.00

22 ポジ 0 22 ooo

21 微分 0 21 0.00

20 分光計 0 20 αoo

20 マ ッ ト 0 20 0.00

20 タック 0 20 0.00

19 リ ー ム 0 19 αoo

19 ス プ レイ 0 19 0.00

18 排他 0 18 ooo

18 二階 0 18 0.00

18 導体 0 18 0.00

18 電気 0 18 0.00

18 点集合 0 18 0.00

18 線図 0 18 0.00

17 関節 0 17 ooo

17 ガ ン 0 17 0.00

16 算術 0 16 0.00

16 感覚 0 16 αoo

16 ダム 0 16 0.00

15 星 0 15 0.00
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表6-3-9

完全/部 分一致係数順用語表(低 係数用語,情 報分野論文要旨) (2)

頻度数 用語 完 全 一 致 カウント 部分 一 致 カウント 完全/部 分一致係数

14 二次 0 14 0.00

14 電位 0 14 αoo

14 素因数 0 14 αoo

14 語音 0 14 αoo

14 可分 0 14 αoo

14 セ ンシ ング 0 14 0.00

14 カニ 0 14 ooo

13 跡 0 13 αoo

13 赤外 0 13 0.00

13 情報通信 0 13 αoo

13 書体 0 13 αoo

13 九州 0 13 αoo

13 ペ ンチ 0 13 0.00

12 断面 0 12 αoo

12 谷 0 12 αoo

12 処理装置 0 12 0.00

12 科 0 12 αoo

12 ビジ ョン 0 12 αoo

12 ジ ン 0 12 、0 .00

12 エ ン トロ ピ 0 12 αoo

11 相対 0 11 αoo

11 研究所 0 11 αoo

11 搬 0 11 αoo

11 プラス 0 11 0.00

10 不安 0 10 0.00

10 底 0 10 αoo

10 通分 0 10 αoo

10 剰余 0 10 αoo

10 小数 0 10 ooo

10 系統 0 10 0.00

10 プロダク シ ョニ 0 10 ooo

10 バ ラ 0 10 0.00

10 ネ ック 0 10 αoo

10 ト ン 0 10 0.00

10 セ ン ト 0 10 αoo

9 柄 0 9 αoo

9 表色 0 9 αoo

9 大域 0 9 0.00

9 多 目 0 9 αoo

9 小数点 0 9 αoo
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表6-3--9

完全/部 分 一致係 数順 用語表(低 係数用 語,情 報分野論 文要 旨) (3)

頻度数 用語1完 全 一致カウン川 部分一致カウン川 完全/部 分 一致係数

9 謝辞 0 9 0.00

9 時間計 0 9 ooo

9 ロ ー ル 0 9 αoo

9 レ ー ス 0 9 αoo

9 フラ ン 0 9 αoo

9 テ レビ 0 9 0.00

9 ス ティ ック 0 9 0.00

9 エネルギ 0 9 ooo

9 アル フ ァ 0 9 αoo

8 物理学 0 8 αoo

8 二進木 0 8 αoo

8 動性 0 8 ooo

8 絶対 0 8 ooo

8 推理 0 8 ooo

8 互換 0 8 0.00

8 一階 0 8 αoo

8 ボ トル 0 8 0.00

8 フ ア ン 0 8 αoo

8 トキ 0 8 αoo

8 シカ 0 8 αoo

8 ゲ ッ ト 0 8 αoo

8 アリ 0 8 0.00

7 腹 0 7 αoo

7 表面電位 0 7 ooo

7 備品 0 7 (Loo

7 認証 0 7 αoo

7 肉 0 7 ooo

7 内耳 0 7 0.00

7 代数方程式 0 7 αoo

7 赤外画像 0 7 ooo

7 実質 0 7 0.00

7 喉頭 0 7 0.00

7 ワ ー プ 0 7 0.00

7 リ カ ー 0 7 ooo

7 ラジオ 0 7 ooo

7 ムサ 0 7 αoo

7 ブ リ 0 7 0.00

7 ジオ 0 7 αoo

7 ウシ 0 7 ooo

6 量子 0 6 αoo
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表6-3-10

完全/部 分一致係数順用語表(中 係数用語,情 報分野論文要旨) (1)

頻度数 用語1完 全 一致 カウン川 部分 一致カウント1完 全/部 分 一致係数

1274 デ ー タ 728 546 0.57

砲 解析 225 379 037

566 問題 292 274 α52

530 文字 218 312 α41

526 方式 248 278 047

502 可能 269 233 0.54

478 値 284 194 α59

456 記述 255 201 α56

437 符号 163 274 0.37

402 集合 212 190 0.53

398 関数 197 201 050

393 構造 181 212 046

385 表現 218 167 α57

380 表 233 147 061

374 漢字 183 191 0.49

366 諦 221 145 060

365 関係 173 192 α47

352 実験 140 212 α40

346 機能 186 160 0.54

321 知識 165 156 051

305 実行 135 170 α44

290 検索 154 136 α53

283 意味 124 159 α44

271 対象 164 107 α61

258 辞書 112 146 0.43

241 変換 128 113 0.53

228 部分 87 141 α38

227 効率 102 125 α45

222 推論 85 137 α38

222 計算機 83 139 α37

220 種 110 110 0.50

213 入力 93 120 0.44

208 変数 110 98 0.53

203 方向 85 118 α42

197 文法 93 104 α47

196 有効 122 74 062

196 条件 84 112 0.43

194 要素 103 91 α53

194 通信 86 108 α44

176 性能 93 83 0.53
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表6-3-10

完全/部 分一致係数順用語表(中 係数用語,情 報分野論文要旨) (2)

頻度数 用語 完全 一致カウン川 部分 一致 カウンll完 全/部 分 一致係 数

174 章 86 88 0.49

168 キ ー 100 68 0.60

166 図形 76 90 0.46

165 決定 81 84 0.49

164 赫 75 89 0.46

157 制御 71 86 0.45

155 分析 75 80 0.48

154 タイプ 65 89 α42

147 正 66 81 045

147 診断 58 89 0.39

146 日本語 74 72 0.51

145 動詞 78 67 α54

144 領域 66 78 0.46

144 基礎 59 85 α41

142 最適 58 84 0.41

141 翻訳 65 76 0.46

141 単語 55 86 0.39

139 動的 66 73 0.47

135 表面 56 79 0.41

133 環境 62 71 α47

123 概念 71 52 058

121 証明 73 48 060

120 接続 67 53 α56

116 分類 63 53 0.54

115 過程 47 68 α41

114 中心 59 55 α52

114 効果 52 62 046

110 合成 47 63 0.43

106 位置 62一 44 058

105 精度 40 65 0.38

105 出力 55 50 α52

104 ユ ーザ 57 47 α55

103 指向 50 53 0.49

99 作業 52 47 053

99 形状 37 62 0.37

99 学習 48 51 α48

96 理解 49 47 0.51

95 要求 41 54 0.43

95 ロ ッ ク 45 50 α47

93 認識率 51 42 0.55
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表6--3-10

完全/部 分 一致係 数順 用語表(中 係 数用 語,情 報分野論文 要 旨) (3)

頻度数 用語1完 全 一致 カウン川 部分 一致カウン川 完全/部 分 一致係 数

93 セ ル 50 43 0.54

92 相互反射 43 49 α47

91 十分 41 50 α45

87 詳細 53 34 α61

84 段階 39 45 0.46

81 命令 49 32 α60

81 定理 46 35 α57

80 マ シン 42 38 0.53

79 項 48 31 061

78 圧縮 43 35 α55

76 分割 36 40 0.47

75 識別 39 36 α52

75 完全 44 31 α59

74 目録 37 37 α50

74 特性 44 30 α59

73 耀 33 40 α45

73 改善 43 30 α59

72 単位 36 36 050

72 視覚 32 40 α44

71 状態 38 33 α54

71 計測 36 35 0.51

67 区間 35 32 052

66 配列 34 32 052

63 状況 31 32 α49

63 イ ン タ フ エ ー ブ 31 32 0.49

62 故障 29 33 0.47

61 方程式 26 35 0.43

61 多数 29 32 α48

60 範囲 32 28 α53

60 係数 28 32 0.47

59 共通 32 27 α54

56 負荷 27 29 0.48

54 行列 25 29 046

52 照合 20 32 0.38

51 補正 22 29 α43

51 頻度 30 21 α59

51 解釈 31 20 α61

50 同期 30 20 0.60

50 キ ャッシュ 24 26 0.48

48 変動 26 22 0.54
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7.専 門辞書 更新 の システム化

翻訳 用 の用 語辞書 は、情 報化 と技 術 革新 の進展 が急速 な今 日的状況 にお いて、 日々

新 た に発 生 す る専 門用語群 に、遅 滞 な く追従 してゆかなけれ ば な らな い。 このた めに

は、 翻訳用専 門用 語辞書 の デー タベ ース化 と、 そ の更新管 理 の シス テ ム化 が不可 欠で

ある。 これ に向けて は、すで にのべ た辞書 の連鎖検 索 と出現頻度統 計 を活用 す るこ と

で、効 果 的 なシステ ム を構成 で きる可 能性 が あ る。 そ こで本 章 で は、 これ まで に得 ら

れた知 見 を踏 まえて、用 語の 出現 頻度統 計 と連鎖検 索 を組 み合 わせ た、新 出専 門用 語

の検定 システ ム を中心 に検 討す る。 また、 この ような新 出専 門語 の検 出 と検 定 に対 し

て、機械 翻訳 システ ム を、 どの よ うに関連 させ 、活用 する こ とがで きるのか とい う、

将来 的 な展 望 につ いて も考 察す る。

7.1出 現頻度統計 と連鎖検索 による辞書更新 の方式

(1)日 本語 と英語からの双方向接近

現今 、情報 流通 の国際化 には著 しい ものが あ り、本調査研 究 の テーマ とな って いる

機械 翻訳 シス テム も、 この背景 にお い て、 一層 必 要性 が高 まって いる わけで あ る。 こ

の ような国際化状 況 の中で、文献 、記事 等 の 中か ら、新 たな用語 を早期 に適 確 に発見

してゆ くため には、某 日翻訳 のた め に もっぱ ら英 文資料 を点検 す る、 あるい はその逆

に、 日英翻訳 用 に 日本語資料 だけ を通覧 す る とい った、 一方通行 的 ア プ ロー チで は、

効率 が悪 い こ とは明 きらか であ る。

すで に、本 調査研 究 で は、和 英 両 引 きの機械 化専 門用語辞 書 の構 成 を試 み て、 これ

に統計 的分析 を加 え、 その大要 を明 らか に して きた。 この和 英双 方 向か らの ア プロー

チは、単 に辞 書構成 上 の問題 に とどま らず、新 語 の発見機構 のため に も有効 であ る。

今 日、新 たな用語 は、英語 文献 に も日本 語文 献 にも同時多発 的 に登 場 す る とみ られ

る。従 って、例 えば其 日翻訳 を主体 に考 えて、英 文資料 だけ か ら新 語 を見 つ け出 し

て、 そ れ らに和 訳 語 を与 えてゆ くとい った、 一方 向 の接近 で は、新 出専 門用 語へ の追

従性 に限界 が ある。 日英翻訳 と某 日翻 訳 を均 等 に とらえて、和文 と英 文 の資料双 方 か

ら、新 語 を採 取 して ゆ く体 制が、 こ こに提案 され る ところで あ る。

(2)新 出用語の検出 と検定

新 出 の専 門用語 とは、単純 には、辞書 へ の未登録 語 とい う こ とにな る と考 え られ

る。 しか し、実際 上、事態 はそれ ほ ど簡単 で はない。現在 、新規 に考 案 され る専 門用

語 の大部分 は、形 態 的 にみ る と、複 合 語 であ る。 す なわち、英用 語 で は、複 数 の単語

を連 ね た語句 の形 態 であ り、和 用 語 の場合 は、既成 の用語 を連接 させ た ものであ る。
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従 って、 これ らの構 成 要 素 であ る、 それぞれ の英 単語 、 あ るいは和 文 の要素 語 は、す

で に辞 書 に登 録済 み であ る。 しか し、 これ ら各 要素語 に対 す る翻訳 を連 ね たか らと

いっ て、専 門用語 と しての正 しい翻訳 にはな らな い とい う点 が問題 であ る。

従 って、何 らかの方法 に よ り、 こう した新 出の複 合 的専 門用語 を早期 に発 見 し、 そ

の訳 語 とともに、 これ らを辞 書 に登 録 してゆ く必 要 があ る。英文 の複合専 門用 語 の抽

出方法 につい ては、す で に昨年度 の調査研究 におい て、実験 的シス テム を開発 し、 そ

の効 果 を検討 した。和文 の複 合専 門用語 につ いて は、既 述 の、分 かち書 き結 果 の部分

文 字列 へ の分解 ・照 合処 理 におい て、基本 的 な方式 が実験 されてい る。 これ らの方 法

に よれ ば、複 合 的な専 門用語 につ いて も、辞 書 との突 き合 わせ ば可 能 であ り、従 っ

て、未登 録語 も自動 的 に検 出 され る。 そ こで、問題 は、 そ う した未登 録 語が 、 はた し

て本 当 に新 出 の専 門用語 であ るか否 かの判 別 とい う点 にあ る ことに なる。

この種 の判定 を、機 械 処理 に よ り全 自動化 す るの は本 来 的 に困難 で ある。従 って、

ここで は、専 門家 に よる最終 的 な判 別作 業、 す なわち新 語 の 「検 定」作 業 を能率化 す

るた め に、効 果的 な新 出専 門語候補 リス トが、機 械処 理 に よっていか に提 出 で きるか

とい うこ とが関心 の焦点 にな る。

(3)出 現頻度 の時系列統計

英 文 の場合 は一定 数 まで の単 語列 を、和 文 につ いて は一定 文字数 まで の文 字列 を、

辞 書 と突 き合 わせれ ば、新 出 の複 合専 門語 のほか に、 実際 には複合 関係 にな い語句

も、 未登録 語 と して無 数 に検 出 され るこ とにな る。従 って、 これ らの うちか ら、複 合

語 で ある可 能性 の高 い もの だけ に絞 り込 ん だ、新 語候 補 リス トを生 成 す る必 要 があ

る。 こ う した絞 り込 み処理 のた めの指標 として は、語句 の出現頻度 デー タが有効 で あ

る と考 え られ る。

昨年 度 の調査 研 究 の一環 と して、用 語の出現頻度 の時系列 統計 を試 み たが、新語候

補 の絞 り込 み処理 におい て は、 出現頻度 の時系列 的 な変 化 を検 出す る とい うの が、 有

効 な方 法 として考 え られ る。 す なわち、その 出現 頻度 が にわ か に立 ち上 が って きた語

句 を、新 出の用語 で あ る可 能性 が高 い と判定 し、 これ を新 語 の候補 と して提示 す る と

い う方 式 であ る。 これ に よれ ば、相 当の確度 を以 て、新 語候 補 の提 示 が行 え る と考 え

られ る。 もっ とも、 こう した処理 には、頻度 デー タの不 断 の蓄積 を要 す るので、後 に

提案 す る ように、 そ れ な りの専業 的機 関 による取 り組 み が必 要 と思 われ る。

(4)連 鎖検 索 ツール

つ ぎに、上 記 の よ うな新語 候補 リス トに基 づ いて、新 出の専 門用 語 を個 別 に検 定 し

てゆ く際 の道 具 と して、訳 語連鎖検 索 の シス テ ム化 が考 え られる。 画引 き辞書 を用 い

て、英→和 → 英→和 → … の よ うに、訳 語 の連鎖 をた どって検索 してゆ くと、 どの
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よ うな結 果 にな るか につい ては、 す で にのべ た ところで あるが、 この ような方法 は、

新 語 を新語 として確 認 する作 業 にお いて、有 効 に機 能 す る と思 われ る。実 際、専 門用

語 を新 た に辞 書登録 す る には、慎 重 であ るべ きであ る。新 語 の登録 は、 それ が複 合 語

で あ る場合 、 その要素語 それ ぞれ はす で に登 録 され てい る こ とが多 いので、翻訳 上 、

意外 な 「副作 用」 を生 じさせ る恐 れが あ るか らであ る。従 って、個 別 の要素語 や、 そ

れ ら を組 み合 わせた語句 につ いて、 その登 録状況 や訳語 を一 通 り点 検 してお く必 要 が

あ る。 つ ま り、新 語 の登録 の際 には、 その語 の 「周 辺」 につい て も一定 の調査 を要 す

る。 この こ とは、新 語 に対 す る訳 語 の選定 にあた って も重 要で あ る。

こ こに、連 鎖検索 を効率 的 に実 行 し、結 果 を見 やす く表示 す る よ うな シス テ ムが提

案 される。 こう した システ ム を用 意 してお けば、新 語 の検 定 の精度 が 向上 し、誤 りの

混 入 も未然 に防止 されるな ど、作 業 の全般 的効率化 に資 す る ところ大 であ る考 え られ

る。

(5)辞 書 更新 の セ ンター体制

新 出専 門用語 の検 出、検 定 には、上述 の ような辞 書 デ ー タベ ース ・シス テ ムの道 具

立 て と、実際 に作 業 にあた る専 門家 を要す る。従 って、 これ を本格 的 に実施 してゆ く

とい うこ とは、個 々 の機械 翻訳 シス テ ム ・ユ ーザ ー にお ける、 ユーザ ー辞 書 の整備 と

い う ような枠組 み には、到底 お さま りき らないであ ろ う。 一方、機 械 翻訳 シス テ ムの

今後 の普及 を見 通す と、最新 の専 門用 語辞 書 の重 要性 に対 す る認 識 は ます ます高 まる

と思 われ る。従 って、機械 翻訳 シス テ ムの供給者 に とっては、常 に最新 の専 門用語 辞

書 を提供 で きる とい う体 制 の整備 が、今後 におけ る重 大 な課 題 になるで あろ う。

これ らを勘 案す れば、上述 の ような辞書 デー タベ ース ・シス テ ム と専 門要 員 を配 し

た、辞書 更新 セ ンター的 な ものが構 想 され る。 こ こで は、和 文 と英文 の文献 におけ る

用語 の出現状 況 を、適 切 な統計 を採 取 しなが ら常 時監視 し、十分 な検定作 業 の上 で 、

新 出用 語 を認定 ・登録 したのち、 これ をユ ーザ ーに経 常 的 に配布 して ゆ くとい った体

制 が想定 され る。機 械 翻訳 シス テ ムの今 後 の普及 ・発展 に向 けて は、翻訳 シス テ ム開

発 ・供給 者 にお いて、 この よ うな辞 書 更新 システ ムの体 制 整備 が図 られ る こ とが望 ま

れ よう。
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7.2機 械 翻訳 シス テ ム との連動性

新 出専 門語 の検 出 と辞書 の更新 に対 して は、機械 翻訳 シス テムそ の もの を、 こ う し

た作 業 に応 用 す る とい う視点 もある。本 調査研 究 では、専 門用 語辞 書 の整備 を、機 械

翻訳 シス テム の運用 とは一応独 立 の工程 と して運用 す る ことを念頭 に検 討 して きた。

そ こで次 に、 この よ うな辞書 更新 シス テム に よる更新結 果 を、機械 翻訳 シス テ ム用 の

辞書 に反 映 させ てゆ く際 の問題 点 につ いて検 討 を加 えて お く。

(1)訳 語の優先度

本 調査研 究 におい て開発 され た ような、英和 ・和 英両 引 き辞 書 は、専 門分 野辞書 と

して、新 熟 語 の登 録 、 更新 が容易 にな る とい うこ とで利点 が 大 であ る。反面 、 これ を

機械 翻 訳用辞 書 に持 ち込 む こ とを考 える と、複 数訳 語 が存在 す る用 語 につい ては、訳

語 の適用 優先 度 の指定 に関 して問題 を生 じる。

た とえば、情 報分 野 で、和 英 で は、

経 路 －route,path

算 法 －algorithm,calculus

競合 －conflicgrace

であ るが、英和 で は、

channel－ 通信路 、伝 送路、 チ ャネル

circuit－ 回路 、回線

nomalfbm－ 正規形 、標 準形

な ど とな る。 さ らに英和 では、

node－ 節 点 、 ノー ド

tree－ 木 、 トリー

pattern－ 図形、パ ター ン

な ど、英語 をそ の ま まカタカナ書 き した和 訳 も同列 に扱 えば、膨 大 な数 の複数訳 語 を

もつ専 門用 語 が存 在 す る ことになる。

この場合 、新 た に複数訳 の方 の用語 が出現 した場 合 も、両 引 き辞書 では独 立 に辞 書

登 録 される こ とにな る。 これ が、そ の まま英和 翻訳 用、和 英翻 訳用辞 書 に編 成 され る

とす る と、2個 以上 の訳 語が、特 別 な優先度 を もたず に記 載 され、 翻訳 シス テムで

は、多 くの場 合 、先 頭 の訳 語 か ら順 に使用 される こ とにな る。 これ で問題 の ない場 合

もあ るが、本 来 な ら優 先度 が低 い はず の訳 語 が優先 されて、不 適切 な訳語選択 とな る

場 合 も多 くなる。

この ような、 両引 き辞書 に よる専 門用 語 の管理 に伴 う問題 を解 決 す るには、例 え

ば、次 の よ うな方法 が あろ う。す なわち、 ある新 用語(た とえば、calculus)を 登 録

す る とき、 そ の訳 語(た とえば、算 法)に 対 す る元 言語 の他 の訳 語(た とえ ば、
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algorithm)が 既 に登録 され ている とき、 その事実 を登録 者 に知 らせて、訳 語 としての

優先順位 を付 して もらうようにす る(た とえば、1.algorithm、2.calculusの よう

に)。 この場 合、登 録者 に広 い知 識 が必 要 とされ る ことや、現在登 録 しよう とす る用

語 の方 が身近 であ る ことが多 く、幾分 これ を優先 す る傾 向 になる等 の課 題 は残 るで あ

ろ うが、両 引 き辞書 に よる専 門用 語管 理 に伴 う問題 を軽 減す る こ とに なる と思 われ

る。

(2)専 門用語辞書 と一般用語辞書の優先度

訳語 の優先 度 は、 これ を敷桁 す る と、専 門用 語辞 書 と一般用 語辞書 の使 い分 け の時

に も生 じる重 要 な問題 で ある。通常 、専 門用 語辞 書 の方が優先 して使 用 され るの で、

いわゆ る 「訳 し過 ぎ」 とい った問題 が生 じる。情報分 野 を例 に とる と、 「意味」 は、

専 門的 には 「semantics」 である こ とが多 いのであ るが、すべ ての 「意味」 を この よう

に訳 したので は 「訳 し過 ぎ」 が生 じる。 一般用 語の 「meaning」 とすべ き箇所 もあ る

か らであ る。 また、 「term」 は、専 門的 に 「項 」 とすべ き場合 もあるが、一般 用語 の

「用 語」 とすべ き箇所 も多 いであ ろ う。

この ような訳 語 の使 い分 け は、 一般 には、 文脈 を理解 し、意味上 の制 約 を考慮 し

て、 よ り適切 な訳 語 の選択 を行 う必 要 が あ る。 しか しなが ら、文脈 理解 や意味 理解

は、 自然言 語理解技術 にお いて未解 決 の困難 な問題 であ り、実用 的 に利 用 で きる レベ

ル には到達 してい ない。 当面 の対 処法 として は、 か な漢 字変換 にお け る、漢 字 の優 先

度 の 自動 的変更 方式 の よ うに、対 話 的機 械 翻訳 、 あるい は機 械翻訳 の後 編集 時 におい

て、 ある箇所 でユ ーザ が 「意味」 の訳 語 として 「meaning」 を選択 した ら、以後 は こ

の部分 の専 門用 語辞書 の優 先度 を、 一般用 語辞書 よ り低 くす る とい った方法 が考 え ら

れ てい る。
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8.専 門用 語 におけ る和 訳語 、英訳語 の特質 と問題点

情 報流通 の国際化 に呼応 し、 また新生術 語 に迅速 に対応 す るな どの面 か ら、 「英→

和 」 また は 「和 →英」 とい う、一方 向の翻訳 にのみ着 目 した辞書 の管 理 や更新 は、 き

わめ て非効率 的で あ って、当初 か ら、 この双 方 向か らの利 用 を考慮 した、 いわゆ る

「両 引 き辞書 」 を生成 して ゆ くのが有効 であ る こ とは、すで に検 討 した ところで あ

る。 また、専 門用 語辞 書 の恒 常 的 な更新 ・拡 張 にあ た って は、技術 の進展 に ともな っ

て続 々 と生 み 出 され る、新 生術 語 に対 する適 切 な対応 が、 きわめ て重 要 であ る こと

も、 す で に述 べ た通 りであ る。 そ こで本章 で は、以上 にお いて行 った調査分 析 の結 果

を踏 まえつつ、先 端 的 な専 門用語 の発 生 メ カニズ ム と、 その 国際 間 で の流 通 ・浸 透 の

仕組 み な どについ て分析 ・解 明 を試 みた上 で、 そ う した状 況 に有効 に対 応 で きる機 械

翻訳 シス テ ム と、そ の ための専 門用 語辞書 更新 シス テムのあ り方 につ いて、検討 を加

え る こ とにす る。

8.1和 訳語形成の歴史的経過 と訳 し分け

現 在 すで に術 語 とな ってい る用語 も、か つ て、 それが誕生 した時 点 で は、新 生術 語

で あ った とい う事実 を踏 まえ る と、既存 の術 語 そ の もの の発 生 過程 や、現 在 の状況 に

つ い て把握 す る こ とが、今 後発 生す るであ ろ う新 生術 語 の誕生 の メ カニズ ム を探 る上

で、 きわめ て有 効 で ある こ とはい うを待 た ないで あろ う。 この観 点 か ら、今 回行 った

調査 ・分析 結 果 を詳細 に検 討 してみる。

今 回行 った調査 は、 きわ めて広範 囲に及 ぶ もので あ るが、 その 中 には、新 生術 語発

生 のメ カニズ ムを探 る上 で、参考 になる結 果 も多 い。 まず、今 回行 ったr「 英 →和 」

お よび 「和→ 英」 訳 し分 け の分野 別状況 の調査」(表4-1-3、 図4-1-4、 表

4--1-5及 び図4-1-6)に お いては、各専 門分 野 とも、あ る1つ の英語術 語 に

対 す る和 訳 語 の数、 お よび1つ の 日本語術 語 に対 す る英訳 語 の数、 す なわ ち訳 し分 け

指 数 は、 ほぼ1に 近 い値 とな ってい る。 これ は一見 す る と、英 語術 語 と日本 語術 語 と

の対 等性 を示 して い るかの ように思 われる。

しか し厳 密 に分析 してみ る と、か な らず しもそ うい う結論 には至 らない。 す なわ

ち、 自然 科 学 や、 それ を基礎 と した近代 技術 は、基 本 的 には、 まず初期 にお いて欧米

で発 展 し、 そ れが、後代 に な って、 日本 に輸 入 され て きて いる とい う経 緯 を、 ほ とん

ど例 外 な く(ど の分 野で も)辿 って いる とい う事実 は明 白で ある。 もち ろん、 その後

の 日本 におけ る科 学技術 の進展 は ま ことに 目覚 ま しく、 すで にい くつ か の分 野 にお い

て は、 わが 国 が世 界 の最先 端 を進 んで いる といえ る。

しか し、上 記 の ような科 学技術 の発展 過程 か らす る と、現 在 すで に術 語 として定着

し、 かつ長期 に亘 って使 用 されてい る用 語 の大部分 は、元来 、英 語術 語 と して導入 さ

れ、 それ に、 わが国 にお いて適 当な 日本語 の訳 がつけ られた ものが、圧倒 的 に多 い と
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思 わ れる。 この点 が、新生術 語 の発 生機 構 を考 える上 での、第1の 重要 な ポイ ン トで

あ る と考 え られ る。

そ こで、 きわめ て単純 な考 察 す れば、 も しそ うで あるな ら、1つ の英 語術 語 に対 し

て、 もっ と沢 山の和 訳語 が対 応 してい るはず である。 これ は、そ の術 語 の導入 の され

方 、分野及 び翻訳 者 の多様性 に応 じて、1個 の英 語術 語 に対 応 して、多様 な和訳 語 が

付 け られる と考 え られ るか らであ る。 しか し、現実 には、上 の調査 の ような結 果 が得

られ てい る。 これ は、次 の ような こ とを示 している もの と思 われ る。

す なわち、 欧米 か らの科 学技術 が輸 入 され て以来 、 きわ めて多 くの年 月 がたち、多

くの分野 で は、 日本 も同等 に、 あ るい は 日本 の方 が よ り発展 を遂 げ てい る という状況

になってい る。 そ の間 に、 これ らの術 語 は充分 に活用 ・習 熟 され尽 くして、 そ の 日本

語訳 語 の意味 、 またはその使 用分 野 が拡大 し、 それが、 また国際流 通 の活発化 に伴

な って、異 な った英語訳 語 と して輸 出 され たか、 または、異 なった英 語術 語 と新 た に

対応 付 け られて いった(す なわち、 異 な った英語術 語 の訳 語 として普及 した)も の と

考 え られ る。

なお、上 にあ げた2種 の経過 で は、後者 のほ うが圧倒 的 に多 い もの と思 われ る。 こ

れ は また、4.3の 訳 語検 索 の連鎖 に よる類義 語 クラス タの析 出 と、辞 書 の シソー ラ

ス化 の ところで もみた ように、 同義 語 や類 義語及 び訳 し分 け な どの結合 関係 に基 づい

て、多 数 の用 語 が絡 み合 って いる状 況 と同義 と考 えて もよい。結局 、 そ れ らのため

に、 英訳語、和 訳語 の訳 し分 け指数 が、 たまた ま1に 近 い値 にな って いるの ではあ る

まいか。 したが って、 これ らに対 しては、 同 じく4.3で も触 れ た よ うに、 い くつか

の和 英 の用語 を起点 として、 そ の関連用 語 を手繰 り寄 せ てい くとい う方法 が考 え られ

る。

8.2適 用分 野 と訳 し分 けの関連

上 記 の こ とは、 また 「適用 分野 数 と訳 し分 け の特異 事例(和 → 英)」(表4-2-

3)の 調査例 か ら も、 あ る程 度 うか が える。 こ こで は、1つ の 日本 語術 語 に対 して、

多分 野 にわた って、多数 の英 訳語 が あ る例 と して、 「層 」 、 「支柱 」 な どの単 語が あ

が っている。統計 上、特異事 例 とい うこ とに なってい るが、 いず れ も、 きわめて広 い

専 門分野 にわ た って、似 た よ うな構 造 ・形態 を表 わす基本 的 な術 語 として用 い られる

もの であ り、 そ うい う意味 では特 異 な用 語 で はない。

これ らは、 その意味 か らして、最初 は英語術 語 か ら出発 し、そ の訳語 として用 い ら

れて いる うち に、広 い分 野 で導 入 され た、多 くの異 な った(た だ し、似 た ような構造

や形 態 を表 わす)英 語術 語 の訳 語 と して用 い られ る ようにな って きた と考 え られ る。

ち なみに、 これ らの 日本 語術 語 に対 す る英訳 語 の数 は多 いが、 それ らは、基 本 的 に同

じ意味 を持 つ か、 また は似 た構 造 ・形 態 を持 つ もの を表 現 す る言葉 が ほ とん どであ

る。
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これ は また、英→ 和 におけ る多分 野 ・多 訳語 の特異 事例 と対 照 してみる と興味深

い。 この事 例 には、carrier、columnな どがあ るが、 これ らの術 語 は、必 ず しも、 日本

語 の実例 として上 にのべ た 「層 」 や 「支柱 」 ほ ど一般 的 ・基本 的 な言葉 で はない。 ま

た、 その和 訳 語 も、carrierの 場合 、 「電荷担体」、 「通信路 」、 「航空母艦」 、 「保

菌者」 な ど、 きわ めて異 な った広 い範 囲 に亘 る意味 を持 った言 葉 になってい る こ とが

わ か る。 これ は、最初 の術 語 の発 生 が、英語(欧 米語)と して であ った とい う事 実

を、 明確 に示 す もの と思 われ る。

この考察 は また、今 回 の調査 にお ける 「英訳語 の適 用分 野分化 の状況」(表4-2

-1)お よび 「和訳 語 の適用分 野分 化 の状況」(表4-2-2)の 比較 ・対 照 によ っ

て も支持 され る と考 え られ る。 これ らの表 は、 い くつ かの興味 あ る事実 を示 してい

る。 まず際立 った特 徴 は、1つ の分 野 で1つ の訳語 を持 つ術 語 が、英語、 日本 語 とも

圧倒 的 に多 い とい う こ とであ り、 これは、有効 な専 門辞書 電子化 の可能性 と、 その比

較的 な容易 さ を示 す もの であ る。 しか し、 こ こではそ れ らの議 論 には立 ち入 らず、術

語 の発 生 由来 とい う観 点 か ら、 これ らの表 を検 討す る こ とにす る。

これ らの表 は、 いず れ も、マ トリックスの右 ・上 半分 にのみ数値 が分布 してい るの

が大 きな特徴 であ り、 これは英語術 語 、 日本 語術 語 の場合 と も共通 で ある。 すなわ

ち、多 くの分 野 にわ た ってい くつか の訳 語 を持つ場合 のほ うが、少 数 の分野 で数 多 く

の訳語 を持 つ場合 よ りも多 い ことを示 してい る。 しか し細 か く見 てみ る と、マ トリッ

クスの対 角線 の右 上 の部分 、 と くに中央 よ りやや右 よ りの部分 で、和 訳 語 の訳語 数

が、英 訳語 の それ よ り大 き くな って いる こ とが わか る。 これ は、 おそ らく上 で述 べ た

よう に、 い くつかの分 野 に共 通 な、基本 的な英語術 語 が導 入 され、 そ れ に、 それぞ れ

分 野別 に(ま たは同一分 野 内 で)異 な った和 訳語が つ け られ た事情 を示 して い るの で

はある まいか。 す なわち、発 生 的 には、英 語術 語 が先 行 してい る こ との反 映 と考 え ら

れ る。以上 、従来 か ら存 在 す る既成 の術 語 を、そ の発 生経 過 とい う見 地 か ら分析 す る

と、上 記 の ような こ とが い える。

8.3日 本起源 の英語の新生術語

しか し、 最近 で は、 わが国 にお ける科 学技術 の著 しい発展 に よって、 日本 にお いて

も、新 たな科 学技術 用 語 が生 まれ て きてい る。 その発 生状 況 を考察 してみ る と、次 の

よ うな こ とが い える。

まずそ の第1点 は、 日本 で新 た に発生 した新生術 語 は、 日本 語 とは限 らず 、む し

ろ、 英語術 語 として誕 生 す る場合 が多 い とい って も、過 言 で はない とい うこ とで あ

る。 それ には次 の ような背景 が ある。

現在 、 わが 国 には きわめ て多 くの学会、協 会 が組織 され て いて、活発 に活動 してい

るが、 そ こで発行 され てい る学術 雑 誌(オ リジナル論文 が掲 載 され てい る もの)に

は、 日本語論 文 のみ を掲載 す る もの(例 えば、情報 処理 学会 、建 築学会 、そ の他 多
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数)、 英語論文 のみ を掲 載す る もの(代 表 的 な もの は、応 用物 理学会)、 お よびそ の

両 者 を掲 載す る もの とが ある。 それ ぞれ専 門分 野 に よって、 国際性 の強 さは非常 に異

な るので あるが、 上記 の ような英文 学術 雑誌 の状 況 は、 これ に密接 に関連 してい る。

例 え ば、エ レク トロニ クスの分 野 は、 い う まで もな く日本 は、 きわめ て高 い レベ ル

をキー プ してお り、 また、非常 に国際 的な分 野 と して知 られ て いる。 とくにそ の中 で

も、 マ イクロエ レク トロニ クス、 オ プ トエ レク トロニクスお よびそ れ らの基礎 とな る

材料 分 野 においては、 日本 国 内 だけ での論文発 表 ・研 究発 表 で は、 あ ま り高 く評価 さ

れ ない という事情 が ある。上 に述べ た ように、 これ ら分野 の論 文が多 く発 表 される応

用物 理 学会 の学会誌 が、英 文 で ある の も、 それ らの理 由が大 きい。

こ うい う分 野 にお いて は、新 たに誕生す る技術 用 語 も、そ れが 日本 で発 生 した に も

拘 らず、 ほ とん ど英 語 であ る こ とは、容易 に理 解 で きるで あろ う。 マイ ク ロエ レク ト

ロニ クスの分 野 にお いて、最近新 た に誕生 して、世 界 的 に も用 い られ る ようにな った

術 語 と しては、例 えば、

highelectronmobilitytransiStor(略 語:HEMT)、

trenchcapacitor、

reactiveionetching(略 称:RIE)、

separationbyimplantedoxygen(略 語:SIMOX)

な どが上 げ られる。

これ らは、 いずれ も、 わが 国 にお いて発 明 ・開発 された技 術 で あ り、同時 に、 そ の

際 の英 語 による命名 が、 ほ ぼその まま新 生術 語 として海外 に も輸 出 され、 い まや、 国

際 的 な術 語 として定 着 して いる。 このほかに も、 まだ上記 の例 ほどには定 着 してい な

い和 製 の英語術 語 は多 く、半導体分 野 において は、新 たに開発 した技術 や素子 の名 前

を、英 語で命 名 する場合 が圧 倒 的 に多 い ことが知 られ てい る。 これ は、 そ う しない

と、 その研 究成果 が国際 的 に通用 しないか らで ある し、 また、 欧米 諸 国 も、 日本 の高

い技術 に注 目 してお り、 そ うい う方面 か らの要求 も、背景 と して存 在 す るた めであ ろ

う。

当然 なが ら、 これ ら和製 の英 語術 語 に対 す る和 訳 語 も、 日本 にお いてつ け られ る。

例 えば上掲 の用語 に対 して は、 そ れぞれ 「高 電子移動 度 トラ ンジス タ」 、 「溝型 キ ャ

パ シ タ」 、 「反応性 イ オ ン ・エ ッチ ング」、 「サ イモ ックス」 な どの和 訳語 が あて ら

れ てい る。

この ように、 国内で英語形 で発 生 し、 同時 に、 それ に対応 す る和 訳 語 もで きる よ う

な用 語 の場合 には、訳語 の統 一化 が比較 的容易 で、 か つ意 味 も明確 であ る。 す なわ

ち、1つ の英語術 語 に対 して、1つ の和 訳語 が対 応 す る とい う、 自動 翻訳 に とって は

有利 な状 況 にな りやす い と思 われ る。分 野 に もよるで あろ うが、 この よ うな事例 は、

今 後 さらに増大 す るの で はなか ろ うか。

一方 、 日本 語術 語 として新 た に発 生す る用 語 もあ ろ うが、後 に、 これ に英 訳語 が与

え られて、国際 的に普及 、定 着 した とい う例 は少 な い ようで あ る。元 来、 日本語 で表
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され るわが 国独 特 の術 語 には、伝 統 的技術 を背景 に した ものが多 い と考 え られ る。例

えば、建 築 ・土木 な どの分 野 をみ る と、欧米 と日本 で は生 活様 式、建 築様 式、周 囲の

環 境条件 や立 地条件 な どの相 違が あ り、そ う した伝統 、文化 の差異 に対 応 して、学 問

上 の基本 的 な考 え方 も相 違 し、従 って、用 語 に も差異 が生 じる ことになるの は当然 で

あ る。 その ため、 欧米独 特 、 の、 また 日本独 特 の用語 が存在 す る こ とにな る。

この ような事 情 に鑑 み て、 日本 語術 語 が まず誕生 し、 それ に後 か ら英訳語 が付 け ら

れた とい う事 例 は、 最初 か ら英語 として発 生 した術 語 に比較 して、 ご く少数 で はない

か と考 え られ る。 これ らにつ いて は、 さらに詳細 に調査 す る必 要が あ ろ う。

8.4新 出術 語 と専 門辞書 更新 システ ム

(1)英 語新生術語の重要性

上 記 の分 析 よ り、応 用 物理 、電気 電子(エ レク トロニクス関係)分 野 な どの よう

に、 国際性 が強 く、 国 内で の論文発 表 も英 語 で行 わ れて いる ような分野 にお いて は、

専 門辞書 を常 時 更新 ・拡 張 しつつ維持 ・管理 してい くた めに、 まず、英 語 の新 生術 語

に重点 的 に注 目 して、 そ の早期 抽 出 につ とめ、 さらに、 その 日本語 訳語 を早急 に準備

してい くことが 、最 も重 要 かつ効率 的で ある こ とが分 かる。 英→ 日、和→ 英 の両引 き

辞書 は、 これ に基 づ い て、整備 ・拡張 してゆ くのが よい と思 われ る。
一方 、論 文 が主 と して 日本 語で出版 され る、情報 処理、建 築 ・土 木 な どの分 野 にお

い ては、 日本 語 の新 生術 語 につ いて も注 意 を払 う必 要 があ る。 この場 合 、各 分 野 の実

情 に応 じて、例 えば過 去数 年 にお ける、そ の よ うな 日本語 の新 生術 語 の発 生頻度 を調

査 した上 で、専 門辞 書 の 更新 ・拡 張 のため の重 点 的監視領域 を設定 してゆ くの も、 ひ

とつ の方法 であ る と思 わ れ る。

(2)複 合語 、 略語 の重 要性

新 生術 語 は、多 くの場 合 、新 しい技術 の考案 ・開発 に伴 って生 まれ て くる と考 え ら

れる。新 しく開発 され る技術 の うち には、従 来 には無 かった、 まった く新 しい原 理 や

アイデ ィア に基 づ くもの もあ るであ ろ う。 しか し、実 際 には、従 来技術 、 あ るい は少

な くともこれ まで に知 られて いた技術 や、既 知 の原 理 の新 たな組 み合 わせ に よって生

まれ る ものが、圧 倒 的 に多 い と考 えるべ きであ ろ う。

この ような状 況 を、専 門用 語 の側面 か らみ れば、上 の例 もそ うで あ った よ うに、 ほ

とん どの新 生術 語 は、複 合語 として誕生 す る もの と思 われ る。新原 理 や、従 来 まった

く無 か った基 本 的 ア イデ ィアに基 づ いて生 まれた技 術 または素子 な どは、単 一 の用 語

(例 えば トラ ンジス タ、 レーザ な ど)で 表 わ され る場合 が多 いので あ るが、 この よ う

な例 は きわめ て限定 され る とい うこ とか ら して、新 生術 語 としては、複合 語 に重点 的
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に注 意 すべ きで ある とい う結 論 にな ろ う。 同時 に、 これ らの複合 語 は、 いず れ も比較

的複 雑 な表現 とな って いるの で、 多 くの場 合 、それ を略語(上 例 のHEMT、RI

E、SIMOXな ど)で 用 い る場 合 が多 くな ってい る。 したが って、略 語で表 わ され

る新 生術 語 に も、注 意 してゆ くべ きで あ ろ う。

(3)専 門用語 の動 向

翻訳 とは結 局、基 本 的 に1つ の文化 的所 為 で あるか ら、翻訳用 辞 書 は、単 な る言葉

の書 き換 え表 で は済 まない。 した が って、 これ を生 きた辞 書 とす る に は、各 国 の文化

的背景 へ の理 解 も必 要 であ る こ とは論 を待 た ない。例 えば、 ヨー ロ ッパ諸 国 にお いて

は、 ギ リシ ャ哲学 、 さらには後代 の ドイ ツ観念 論 を代表 す る カ ン ト哲 学、 あ るいはデ

カル トの哲 学 な どの伝 統 に基 づ き、 古来 よ り、基礎 的で アカ デ ミ ックな学問体 系 が重

ん じられ、 そ の応用 であ る技術 分 野 は、 どち らか とい えぱ、 やや レベ ルの低 い、極端

に表現 す れば、卑 しい もの とされ る風 潮 が あ った。 これ は、 ヨー ロ ッパ か ら強 い影響

を受 けた 日本 に おい て も、 あ る時 期 には見 られ た傾 向 であ った。 そ の ため、 重厚 な

ある いは重厚 な印象 を伴 う術 語 が 、 中心 的な術 語群 を形 成 す る とい う面 が見 られる。

これ に対 して、比較 的 に歴 史 の新 しいアメ リカにお いては、 その 国家 の歴 史 的発展

の形 態 か ら して、基礎 的、 ア カデ ミックな学問体系 よ りも、 どち らか とい えば、 その

応用分 野 で あ る技術 分 野 の方 を重視 す る とい う傾 向が、明 らか に存 在 す る。最近 の 日

本 において も、 と くに終戦後 にお いて、 ヨー ロッパ よ りもアメ リカの影響 を よ り強 く

受 け た結 果、 学問 的 な原理 よ りも、 それ を応 用 す る技術 分野 を重 視 す る傾 向 が顕 著 に

現 れ てい る。
一方

、技術 の著 しい発 展 に伴 って、一部 の分野 で は、従 来 の よ うに、 アカデ ミック

な学問体 系 が まず形成 され、つ い で、 その応 用 であ る技術分 野 が発 展 して い くとい う

傾 向 とは異 な って、応 用面 か らの研 究 開発 が先行 し、 その基礎 的 な体 系付 けが、後 か

ら行 われ てゆ くとい う場合 が、 しば しば見 られ るよ うにな って いる。 これ か らの専 門

用 語 の動 向 につ いて も、 こう した背 景 を抜 きに しては考 え られ ないで あ ろ う。 この よ

うに、 自動翻訳 のた めの専 門辞書 の有効 な更新 ・拡 充 ・維 持管 理 シ ステ ムの開発 と拡

充 に向け ては、今後 とも、多 方面 か らの分析 ・調査 ・考 察が継 続 され る必要 が ある と

考 え られ る。
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9.今 後 の展 望

機 械 翻訳 シス テムは、 い よい よ本 格 的な実 用 ・普及期 を迎 えた とみ られる。従来 、

多 くの関心 は、 どち らか とい えば、翻訳 シス テムのい わば本体 部分 で ある、翻訳手法

と一般用 語辞 書 に向 か ってお り、専 門用語辞書 には、付加 的 な もの としての位 置付 け

しか あた え られて いなか った といえ よう。 しか し、翻訳 シス テ ムを、一旦実用 に供 す

る とな る と、 その翻訳 の精度 は、専 門辞書 の充実度合 いに大 い に依 存 す る こ とが分

か って くる。

専 門的用 語 は、基 本 的 に名 詞句 で あ り、 そ の翻訳 は、文法 的処 理 を要 する本来 的 な

「翻 訳」 で は な く、単純 な 「置換」 の問題 に過 ぎない と、 これ まで は考 え られが ちで

あ った。従 って、専 門辞 書 の充実 といって も、 それは、単純 な用 語 の登 録作 業 として

しか認識 され ていな か った といえ よ う。幸 い に して、 翻訳 シス テ ムの実用化 の進展 に

伴 っ て、 こ う した観 念 的 な発想 は払 拭 されつつ ある ようにみ える。

本 調査研 究 は、 この よ うな背景 にお いて、機械 翻訳 シス テ ムの ための専 門用 語辞書

の更新 方式 を中心 的研 究 課題 として発 足 した もので あ る。平成3年 度 において は、英

日翻 訳 を対 象 として、英 文専 門用 語 の出現状況 を主体 に調査 研 究 を実施 した。平成4

年度 におい て は、前 年度研 究 の過程 で得 られた知見 に立脚 し、英 日辞書 と日英 辞書

を、 同時平行 的 な もの ととらえて、 画引 き辞書 を編成 して、和 文専 門用 語 の語 彙統計

調査 や、英 文用 語 との比較等 を実施 した。 さらに、 これ らの結 果 に基づ い て、専 門用

語辞書 の効 果 的 な更新 に向け て、辞 書 のデ ー タベース化 と、 そ の更新 の シス テ ム化 に

つ いて検討 を加 えた。

機 械 化 され た両引 き専 門用 語辞書 による分 析 とい うのは、 これ まで に例 のない もの

と思 われ る。 そ こには、 日英 の専 門語 におけ る訳 し分 け状 況 の比較 、 日英 の訳 語 を連

鎖 的 に検 索 して得 られ る、用 語 の群 生状 況調査 な どが含 まれ る。 また、 これ らに基づ

い て、 わが国 と外 国 に おけ る、専 門用 語の発 生 や、 翻訳 を とお した用 語 の国際流 通 の

機序 に関 わ る考 察 も行 われた。 こう した検 討 の結果 を一 口 に要約 すれ ば、 そ れは、技

術 進歩 の激 しい今 日、 専 門用 語辞書 の整備 や更新 につ いて は、 組織 的、体 制 的、専 門

的 な取 り組 み が必 要 で ある とい うこ とにな るで あろ う。

専 門用 語 の編成 ・更新 事業 は、今 後 、翻訳 システ ム開発 ・供給 者 等 におい て本格 化

が期 待 され る。 ここに報告 された各 種 の統計 的 デー タやその分析 結 果 が、 そ う した事

業 の構成 、態様 に示唆 を与 え、機 械 翻訳 シス テムの実 用化 の促 進 に資す る もの となれ

ば幸 いで あ る。 ところで、本 調査 研 究 の過程 において、 さ らに解 明 す るべ き点 も多 く

発見 され てい る。 これ らを含 めて、専 門用 語辞書 に関す る調査研 究 は、機 械 翻訳 シス

テ ムの実用化 の進展 に従 って、今後 各方面 にお いて さ らに活発 に展 開 される必 要 が あ

る であ ろ う。
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付属資料1統 合分野分類 ・原辞書分野分類 (1)

統合分野 原辞書分野名

JIsl語 数1日 刊 語数 学術1語 数

機械 機械振動 ・衝撃用語 388 機械工学 3,309 機械 1客307

火力発電用語 478 極低温学 101

往復動内燃機関用語 1,602 工学 5,757

円すい用語 41 時計学 127

研磨材,研 削 といし及び研磨 40 設計工学 1,379

布紙の用語及び記号 熱力学 614

巻上機用語 350 兵器 2161

圧力容器の構造共通用語 298 力学 1,458

加工方法記号 380

家庭用 ミシン用語 379

家庭用編機用語 87

家庭用燃焼機器用語 584

金銭登録機用語 126

公害防止装置用語 102

ねじ加工工具用語 470

ねじ用語 544

CAD用 語 55

工業用へ り縫いミシン頭部部品用語 807

工業用燃焼装置用語 340

工作機械の操作表示記号 190

工作機械の名称に関する用語 687

ばね用語 157

リ ーマ 用 語 146

トラックの普通荷台に関する用語 130

エンジン駆動発電セット用語 146

ドリル用語 145

歯車用語 293

歯切工具用語 377

数値制御工作機械用語 270

ク レー ン用 語 226

クラッチ及びブレーキ用語 87

事務機械の名称に関する用語 155

水車及びポンプ水車用語 512

バルブ用語 156

バイ ト用語 203

送風機 ・圧縮機用語 760

パッキン及びガスケット用語 227

コンベヤ用語 220

フライス用語 309

フ ォー ク リ フ ト トラ ック用 語 188
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付属資料1統 合分野分類 ・原辞書分野分類 (2)

統合分野 原辞書分野名

JIs陪 音数1日 刊 語数1学 術1語 数
　 　

機械 ブ ロー チ 180

プレス機械用語 272

プラスチック加工機械用語 82

プロッタ用語 33

切削工具用語 124

ターボポンプ用語 651

真空用語 249

自走クレーン用語 126

自動車の種類に関する用語 1532

自動車排出物質の公害防止関連用語 261

自転車用語 219

鉄鋼製管継手用語 72

鉄道車両用語 1,274

福祉関連機器用語 700

転がり軸受用語 384

複写機用語 121

木材加工機械の名称に関する用語 217

無人搬送車類の用語 155

油圧及び空気圧用語 469

溶接用語 893

流体素子用語 176

48,058 20,845 14,906 1エ307

応用化学 火薬用語 530 化学工学 1,100

化学繊維機械用語 172 繊維 808

繊維原料用語 236 食品工学 201

繊維織物用語 332 石油工学 2086

繊維試験用語 371 生化学 438

繊維雑品用語 169 分析化学 611

繊維糸用語 147 分子生物学 98

繊維製織用語 108 無機化学 Z139

繊維製品用語 131 有機化学 8,658

繊維染色用語 310

レース用語 175

メリヤス用語 138

石炭利用技術用語 407

ゴム用語 砲

紙 ・パルプ用語 665

プラスチック用語 810

製織機械用語 423
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付属資料1統 合分野分類 ・原辞書分野分類 (3)

統合分野 原辞書分野名

JIsl語 数1日 刊1語 数1学 術1語 数
　 　

応用化学 染色加工機械用語 275

編組機械 227

塗料用語 757

分析化学用語 977

紡績用語.紡績機械用語 722

防せい防食用語 170

24,995 8,856 16,139

建築 建築モデュール用語 21 建築 357 建築 6,227

建築用内外装材料用語 115 建築構造 673

せっこう,石 炭及びマグネシァセメ 180

ン ト用語

コ ン ク リ ー ト用 語 190

ショベル系掘削機用語 524

8,287 1,030 1,030 6,227

応用物理 原子力用語 1,167 結晶学 454 原子力 4,672

光学用語 792 固体物理学 483

フェライ ト磁心通則 84 光学 1,764

分析化学用語 520 1,726

統計力学 160

分光学 400

ニュクレォニクス(核 工 学) 1,092

13,314 2563 6,σ79 4,672

化学 界面活性剤用語 脳 化学 1,301 化学 10,981

芳香族製品及びタール製品用語 196 物理化学 767 分光 2409

15,958 500 2068 13,390

航空宇宙 航空用語 313 宇宙物理学 166 航空 4,244

270 航空宇宙工学 1,275

269 航行学(術) 乳126

200 流体力学 853

131

83
　

9,930 1,266 4,420 4,244

船舶海洋 船舶救命及び消火設備の図記号 147 海洋学 829 海洋 Z675

船舶通風系統図記号 31 造船工学 835 船舶 10,088

船用電気照明図記号 155

船用電気通信図記号 269

船用電気動力図記号 203

舟艇用語 64

造船用語 3,690

1&98611455glll,砲 12763
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付属資料1統 合分野分類 ・原辞書分野分類 (4)

統合分野 原辞書分野名

JIS 語数 日刊 語数 端 語数

材料資源 形状記憶合金用語 61 鉱山学(採 鉱学) Z135 採鉱冶金 5,σ70

鉱山用語 1,377 鉱物学 之545

アルミニウム表面処理用語 315 材料学 3,175

ガラス繊維用語 220 組織学 ㈲

耐火物 314 宝石学 56

水素吸蔵合金用語 96 冶金学 之596

ボーリング用機械 ・器具用語 159

制振材料用語 125

鍛造加工用語 277

電気めっき用語 185

鉄鋼用語 1,090

粉末や金用語 236

20,472 4,455 10,947 5ρ70

生物 バ イ オ テ ク ノ ロ ジー用 語 545 古生植物学 69 遺伝 鬼119

古生物学 693 植物 10,673

菌類学 343

遺伝学 377

細胞学 381

植物学 Z569

生態学 782

生物学 a218

生物物理学 12

生理学 911

分類学 78

発生学 纏

微生物理学 986

ウイルス学 102

23,327 545 9,990 1己792

数学 数学 3,038 数学 1,912

統計学 356 統計数学 592

5,898 3,394 2504

動物 解剖学 1,882 動物 之611

脊椎動物学 客619

Z611

獣医学 186

進化 52

人類学 196

動物学 379

無脊椎動物学 3,712

11,637 1 9,026
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付属資料1統 合分野分類 ・原辞書分野分類 (5)

統合分野 原辞書分野名

JIS 語数 日刊 語数 端 語数

情報 情報処理用語 3,163 情報処理 4,391

電子通信用語 407 通信工学 之054

電磁気学 1,968

システム工 学 55

12038 3570 8,468

電気電子通信計測用語 237 音響学 纏 計測 2744

音響機器用語 251 制御 システム ZO20 電気 11,358

音響用語 211 電気工学 3,148

医用電気機器用語 313 エレク}ロニクス(電 子工 学 5,366

工業プロセス計測制御用語 685

がい し及びブッシング用語 136

レーザ安全用語 89

パルス用語 348

ヒ ュー ズ用 語 97

プリン ト配線版用語 179

集積回路用語 101

産業用 ロボット用語 247

自動制御用語 64

照明用語 717

電子管用語 642

電子機器用受動部品用語 485

電子測定器用語 213

鉄道信号保安用語 289

日本語ワー ドプロセッサ用語 120

30,469 5,424 10,943 14,102

地球科学 気候学 192 気象 1エ303

気象学 194 地震 2656

岩石学 1,089

測地学 145

地球科学 82

地球物理学 688

地質学 6,387
口

23,736 8,777 14,959
■

都市工学 公害防止装置用語 102 建築 357 建築 6,227

コ ンタ ミネー シ ョンコ ン トロー ル用 115 水文学 986

自動車排出物質の公害防止関連用語 261
`

8,048 1478 1,343 6,227
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付属資料1統 合分野分類 ・原辞書分野分類 (6)

統合分野 原辞書分野名

JIS 語数 日刊 語数 鞠 語数

土木 せ っ こ う,石 炭 及 びマ グ ネ シ ア セメ 180 土木工学 1,385 土木 7,050

コ ン ク リ ー ト用 語 190
、

ショベル系掘削機用語 524

電車路線用金具用語 go

鉄道線路用語 、 235

鉄道分岐器類用語 229

9,883 1,448 1,385 7,050

農業 農学 17,414

17,414 17,414

物理 核物理学 513 物理 3,986

原子物理学 253

フ'ラス'マ物 理 学 102

相対性理論 123

素粒子物理学 252

物理学 1,563

量子力学 354

7,146 3,160 3,986

林業 植物病理学 334

農学 171

林業 67

572 572
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付属資料2大 学の学科 ・講座の分野事例(1)

《機械》 ・機械工学科 機械材料学,機 械実験工学 ・機械検査法,機 械設計学,

機械熱学,機 械力学,往 復機械,加 工生産学,個 体力学,

回転機械,材 料力学,潤 滑油圧工学,プ ラント工学,切

削加工,塑 性工学,動 力工学,熱 力学,熱 流動工学,燃

焼工学,伝 熱工学,噴 射機械,非 切削加工,流 学,流 体

工学

・機械情報工学科

・産業機械工学科 高分子工学,構 造安全工学,シ ステム設計工学,生 産シ

ステム工学,設 備装置工学,輸 送現象学

・精密機械工学科

・精密工学科 科学機器,機 械要素,計 算機制御,振 動工学,シ ステム

工学,制 御工学,生 産工学,精 密機械材料学,精 密加工

学,精 密工作,精 密測定学,特 殊加工

・舶用機械工学科

《建築》 ・建築学科

・建築工学科

・衛生工学科

建築意匠学,建 築計画,建 築環境学,建 築構造学,建 築

史,建 築施工,建 築設備建築環境調整学,建 築基礎工学,

建築施設計画,地 域生活空間計画,鉄 筋コンクリー ト構

造学,鉄 骨構造学

建築計画学,建 築環境工学,建 築構造学,建 築人間工学,

建築施工学,建 築力学

衛生設備学,環 境衛生学,水 質工学,水 道工学,産 業衛

生工学,放 射線衛生工学

《応用化学》 ・応用化学科 工業物理化学
,石 炭化学 ・石炭工業有機工業化学 ・油脂

化学,電 気化学工業物理化学,天 然高分子化学,無 機工

業化学,有 機工業化学 ・油脂化学

・応用精密化学科 機能高分子化学,精 密合成化学,精 密資源化学,接 触反

応化学,分 子設計化学,無 機精密化学
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付属資料2大 学の学科 ・講座の分野事例(2)

《応用化学》 ・化学工学科

・合成化学科

・高分子化学科

・工業化学科

・食品工学科

・石油化学科

機械系単位操作,拡 散系単位操作,化 学工学基礎理論,

化学工学熱力学,化 学プロセス工学,移 動現象論,触 媒

工学 ・表面工学,装 置工学,装 置制御工学,生 物化学工

学,分 子工学,分 離工学,反 応工学,反 応システム工学,

輸送現象論

原料製造化学,合 成高分子化学,合 成反応化学 ・触媒化

学,高 圧化学,重 合化学,生 合成化学,物 理有機化学,

有機金属化学,有 機合成化学,有 機材質化学,有 機接触

化学,遊 離基合成化学

基礎高分子化学,高 分子合成,高 分子構造,高 分子材料

化学,高 分子物性,高 分子分子論,高 分子力学,放 射線

高分子イヒ学

応用固体化学,工 業生化学,工 業電気化学,工 業物理化

学,工 業分析化学,天 然物有機化学,無 機構造化学,有

機反応化学

栄養化学,酵 素化学,食 品化学,微 生物生産学

基礎炭化水素化学,触 媒化学,触 媒工学,触 媒物理学,

石油化学加工学,石 油変換工学,炭 化水素物理化学

《応用物理》 ・応用物理学科 応用光学 ・応用分光学,応 用物性学 ・放射線工学,計 測

学,分 析機器

・原子核工学科 核燃料工学,原 子核機器学,原 子核反応工学,原 子炉工

学,原 子炉材料学,同 位体工学

・原子力工学科 核燃料工学,原 子核機器学,原 子核化学工学,原 子炉工

学,原 子炉材料学,原 子炉物理学

・物性物理工学科 結晶物理学,固 体理論,金 属物性,光 物性,高 圧物理,.

磁性物理,統 計物理学,低 温物理

・物理工学科 材料強度学,材 料物性学,熱 流体物性学,物 性分光学,

量子物性学
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付属資料2大 学の学科 ・講座の分野事例(3)

《化学》 ・化 学科

・高分子学科

金相学,金 属物性学,構 造化学,構 造有機化学,集 合有

機分子機能,生 物化学,天 然物有機化学,物 性物理化学,

物理化学,分 光化学,分 析化学,反 応物理化学,放 射化

学,放 射線化学,無 機化学,量 子化学,有 機化学,有 機

合成化学,有 機生物化学,有 機反応構造論

高分子化学構造論,高 分子固体構造論,高 分子合成化学,

高分子物理学,高 分子溶液論

《航空宇宙》 ・宇宙 ・地球科学科 基礎宇宙学

・宇宙物理学科

・航空学科

・航空工学科

・天文学科

宇宙物理学,銀 河物理学

空気力学,航 空器構造学,構 造強度学,推 進工学,振 動

学,流 体力学

《材料資源》 ・金属加工学科 結晶塑性学,金 属繊維学,金 属物理学,鋳 造加工学,特

殊鋼学,溶 液工学

・金属工学科

・材料開発工学科 界面制御工学,環 境材料工学,細 晶成長工学,材 料精製

工学,材 料物理化学,反 応制御工学

・材料学科

・材料物性工学科 格子欠陥物理学,構 成材料学,材 料組織学,材 料塑性工

学,材 料物性学,粉 体物性工学

・資源開発工学科

・資源工学科 開発工学,応 用計測学,応 用地質学,加 工設備学,精 製

工学,探 査工学

・生産加工工学科 加工基礎学,加 工設計学,固 相加工工学,材 料構 造強度

学,信 頼性評価工学,生 産加工プロセス ・機器工学,生

産加工 システム工学,融 体加工学

・冶金学科 金属材料学,電 気冶金学,鋳 造冶金学,鉄 冶金学,非 鉄

冶金学,冶 金反応及び操作

一112一



付属資料2大 学の学科 ・講座の分野事例(4)

《船舶海洋》 ・船舶海洋工学科 ,海 洋利用計画学,運 動制御学,船 舶海洋構造力学,船

舶海洋材料学,船 舶海洋流体力学

《数学》 ・応用物理学科

・数学科

・数理工学科

応用数学 ・計算機械,計 算数学

位相数学,確 立統計数学,応 用数学,計 画数学,関 数解

析学,幾 何学,幾 何学,整 数論,数 学解析学,数 学解析,

代数学,情 報数学,統 計数学,複 素解析学,微 分方程式

論

応用数学,応 用力学,計 画工学,制 御理論,論 性 システ

ム

《水産》 ・水産学科 水産化学,水 産生物学,水 産物理学,水 産微生物学

《生物》 ・応用生物工学科 酵素工学
,細 胞工学,生 態工学,生 物化学工学,生 物材

・植物学科

・生物学

・生物学科

・生物化学科

・生物工学科

・生物物理学科

料イヒ学,生 物資源工学,生 物情報工学,醗 酵システム工

学

一般細胞学
,植 物環境応答機構解析学,植 物生理 ・生態

学,植 物分類学,分 子植物学

遺伝学,細 胞生理学,生 物物理化学,比 較生理学,微 生

物学,放 射生物学

高次情報制御学,刺 激生理学,生 体計測工学,生 体エネ

ルギー学,生 体物性学,分 子 生物学

形質発現学,原 形質物性学,生 態高分子構造学,生 態高

分子反応学,分 子生物学,量 子生物学,理 論生物物理学
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付属資料2大 学の学科 ・講座の分野事例(5)

《情報》 ・情報科学科

・情報工学科 言語処理工学,計 算機言語学,計 算機援用工学,計

算機構学,計 算機 システム,計 算機ソフ トウェア,

ソフ トウェア構成学,情 報基礎論,情 報解析学,情

報工学基礎,情 報処理,情 報ネットワーク学,情 報

システム工学,知 識ベース工学,知 識情報処理学,

論理回路

・情報システム工学科 計画情報システム工学,集 積 システム工学,情 報 シ

ステム基礎論,情 報システム構成学,知 識システム

工学

《動物》 ・獣医学科

・動物学科 人類進化論,自 然人類学,動 物系統 ・遺伝学,動 物

生理 ・生態学,発 生生物学,放 射線生物学

《電気電子通信》 ・制御工学科

・通信工学科

・電気工学科

・電子工学科

・電子制御機械工学科 機械現象解析学,計 算機援用生産工学,

計測機器,計 測学,制 御機器,制 御系構成学,制 御

工学基礎理論

通信工学基礎論,通 信 システム工学,通 信方式論,

通信網工学,電 磁波工学

計測制御工学,組 織工学,制 御工学,電 気機器,電

気応用工学,電 気回路学,電 気工学基礎理論,電 気

工学基礎論,電 気材料工学,電 気磁気学,電 気物性

工学,電 子工学基礎理論,電 力工学,発 送配電工学,

放電工学,エ ネルギー変換機器 自動制御工学,電

気回路網学,電 力系統工学,無 線通信工学,有 線通

信工学

個体電子工学,光 波電子工学,高 周波工学,イ オ ン

工学,制 御 システム工学,電 子回路工学,電 子工学

基礎論,電 子装置,電 子 ビーム工学,電 子物理学,

半導体工学,量 子エレクトロニクス

ロボット工

学,制 御工学,情 報変換処理工学,電 子機械基礎

・電子情報工学科
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付属資料2大 学の学科 ・講座の分野事例(6)

《地球科学》

《都市工学》

・宇宙 ・地球科学科 白然物質学,地 球構造学,地 球物性学

・地球物理学科 気象学,海 洋物理学,応 用地球物理学,地 殻物理学,地

球電磁気学,地 震学,物 理気候学

・地球惑星物理学科

・地学科

・地質学鉱物学科 岩石学,鉱 物学,地 史学,地 層学,物 理地質学

・環境工学科 温湿度調整工学,環 境計画学,環 境設計工学,空 気浄化

工学,水 資源工学,水 質管理工学

・都市工学科

《土木》
・交通土木工学科 起終点施設学,交 通施設計画,都 市交通工学,路 線施設

・土木工学科

学,路 盤基礎工学

海岸工学,海 岸工学 ・港湾工学,河 川工学,応 用構造学,

橋梁工学,基 本構造学 ・構造論,交 通工学,構 造力学,

水工計画学,耐 震工学,水 理学 ・河川工学,土 質基礎工

学,土 質力学,土 木計画学,土 木材料学,土 木施工学

《農業》 ・食品工学科

・農学科

・農芸化学科

・農業経済学科

・農業工学科

・農業生物学科

・農薬工学科

・農林経済学科

・農林生物学科

・畜産学科

農業分析学,農 産製造学

果樹園芸学,薬 花弁園芸学,育 種学,作 物学,雑 草学

細胞物理化学,細 胞有機化学,植 物栄養学,植 物分子生

物学,制 御発酵学,生 物化学,生 物調節化学,天 然高分

子化学,土 壌学,分 子細胞育種学,発 酵生理及び醸造学

かんがい排水学,水 利工学,農 業施設工学,農 産加工機

械学,農 地計画学,農 用原動機学,農 用作業機械学

農学言論,農 業経営学,農 業計算学,農 史,農 政学

応用植物学,昆 虫学植物病理学,植 物病理学,実 験遺伝

学

家畜栄養学,家 畜育種学,家 畜生体機構学,家 畜繁殖学
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付属資料2大 学の学科 ・講座 の分野事例(7)

《物理》 ・物理学科 結晶物理学,宇 宙線物理学,核 エネルギー学高エネルギ

ー物理学
,核 分光学,核 反応物理学,原 子核詮,原 子核

物理学第一,原 子核物理学第二,原 子物理学,固 体分光

学,極 低温物理学,基 礎物理学,高 エネルギー物理学,

高分子物理学,素 粒子論,プ ラズマ物理学,電 波分光学,

中性子物理学,物 性基礎論,物 性物理学第一,物 性物理

学第二,分 子物理学,量 子物理学第一,量 子物理学第二,

流体物理学,輻 射物理学

《林業》 ・農林経済学科

・林学科

・林産学科

・林産工学科

林政学

砂防学,森 林経理学,森 林生態学,造 園学,林 業工学

木材化工学,木 材加工材料学,木 材工学,木 材構造学,

林産機械学,林 産化学
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訳語 の連鎖 による用語展 開(日 本語起点)
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付属資料 一4
訳語の連鎖 による用語展開 (英語起点)
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